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安全に正し く お使いいただ く ために
この使用説明書および本製品の表示では、本製品を正し くお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への損害

を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。表示と意味は次のとおりです。

警告： この表示を無視して誤った取扱いをする と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示

しています。

注意： この表示を無視して誤った取扱いをする と、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害

のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示

本機は仕様の範囲内でご使用 く だ さい。保守契約を結ばれる こ と をおすすめし ます。

△記号は注意（危険・警告を含む）

を促す内容がある こ と を告げる

ものです。図の中に具体的な注意

内容が描かれています。

記号は禁止の行為である こ と

を告げる ものです。図の中に具体

的な禁止内容が描かれています。

●記号は行為を規制した り指示する内容を告げる

ものです。図の中に具体的な指示内容が描かれて

います。

「注意一般」 「禁止一般」 「強制一般」

「感電注意」 「分解禁止」 「電源プラグをコンセン トから抜け」

「高温注意」 「必ずアース線を接続せよ」



注意ラベルについて
注意ラベルについて

本製品には、下記に示す位置に安全に関する注意ラベルを貼っています。紙詰ま り処置時に、火傷などの事故のな

いよ う ご注意ください。

こ の部分は高温になっていま

す。火傷のおそれがあ り ますの

で、触れないよ う にして く ださ

い。
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機械を設置する時のご注意
機械を設置する時のご注意

設置環境について

注意

●本製品をぐ らついた台の上や傾いた所な

ど不安定な場所に置かないで ください。落

ちた り、倒れた り して、けがの原因と なる

こ とがあ り ます。

●本製品を湿気やほこ り の多い場所に置か

ないで ください。万一電源プラグにほこ り

やゴ ミ などが付着している場合は取り除

いて く ださい。火災、感電の原因と なる こ

とがあ り ます。

●本製品をス ト ーブなどの熱源や可燃物が

近くにある場所に置かないで ください。火

災の原因となるこ とがあ り ます。

●プ リ ンタ装着時にはあやまって手をはさ

まないよ う注意して ください。けがの原因

になるこ とがあ り ます。

●狭い部屋で長時間使用する と きは、換気に

ご注意ください。

●本製品に寄りかかった り、必要以上の力を

加えないで ください。倒れた り してけがの

原因になるこ とがあ り ます。

●本製品は揮発性ガ ス（アル コ ール、シ ン

ナー、ガソ リ ン等）や、可燃性ガスが発生す

る場所に設置しないで ください。引火のお

それがあ り ます。

●プ リ ンタに接続しているコード類には、子

供が手を触れないよ う 十分ご注意く ださ

い。感電、けがのおそれがあ り ます。

●本製品の冷却効果を保つため、機械の周辺

は下記のスペースを確保して ください。特

に機械背面には通気口があ り、壁などに近

づけないで ください。充分なスペースがな

いと冷却されず、発熱や性能不良の原因と

な り ます。

その他の注意事項

●本製品は設置する場所によ っては外気条件が加

わって、性能が維持できな くなる場合があ り ますの

で、常温常湿の室内（室温23 ℃、湿度60 %RH が適

当）に設置し、下記のよ う な場所は避けてください。

• 窓際など、直射日光の当たる場所や明るい場所

• 振動の多い場所

• 急激に温度や湿度が変化する場所

• 冷暖房の冷風や温風が直接当たる場所

• 通気性、換気性の悪い場所

設置電源・アースについて

警告

●電源コードは電圧100 V （ボルト ）、電源容

量は15 A （アンペア）以上のコンセン ト へ

直接差し込んでください。

●表示された電源電圧以外の電圧で使用しな

いで ください。またタ コ足配線をしないで

ください。火災、感電のおそれがあ り ます。

●電源プラグはコンセン ト に確実に差し込

んで ください。電源プラグの刃に金属など

が触れる と火災、感電の原因とな り ます。

●必ずアース線をアース対象物に接続してく

ださい。アース接続がされないで万一、漏電

した場合は火災、感電のおそれがあ り ます。

なお、アース接続ができない場合は、京セラ

ミ タジャパン株式会社正規特約店、または

弊社お客様相談窓口へご相談ください。電

話番号は最終ページをご覧ください。

●ガス管、電話専用アース線、避雷針、また途中

からプラスチッ ク になっている水道管や水

道蛇口には、絶対にアース接続しないでく だ

さい。引火、感電のおそれがあり ます。

その他の注意事項

●電源プラグは製品の近くの容易に接続できるコン

セン トにつないでください。

ビニールの取り扱いについて

警告

●本製品に使っている包装用のビニールを

子供に触れさせないで ください。ビニール

が鼻や口に吸着する と、窒息するおそれが

あ り ます。

60 cm25 cm40 cm

75 cm

25 cm
［40 cm
フ ェ イスア ッ プ ト レ イ
装着時］
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取り扱い上のご注意
取り扱い上のご注意

機械の取り扱いについて

警告

●本製品の上に花瓶、植木鉢、コ ップや水な

どの入った容器または金属物を置かない

でください。こぼれた り、中に入った場合、

火災、感電のおそれがあ り ます。

●本製品のカバーは外さないで ください。内

部には電圧の高い部分があ り、感電のおそ

れがあ り ます。

●電源コード を傷つけた り、破損した り、加

工した り しないで ください。また重いもの

をのせた り、引っぱった り、無理に曲げた

り する と電源コード をいため、火災、感電

のおそれがあ り ます。

●本製品の改造や分解は絶対に行わないで

ください。火災、感電のおそれがあ り ます。

●万一、発熱していた り、煙が出ている、へん

な臭いがするなどの異常状態のまま使用

する と、火災、感電のおそれがあ り ます。す

ぐに電源を切り、その後必ず電源プラグを

コンセン ト から抜いて ください。そして京

セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま

たは弊社お客様相談窓口へご連絡く ださ

い。電話番号は最終ページをご覧 く ださ

い。

●万一、異物（金属片、水、液体）が本製品の内

部に入った場合は、まず本体の電源を切

り、電源プラグをコンセン ト から抜いて京

セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま

たは弊社お客様相談窓口へご連絡く ださ

い。電話番号は最終ページをご覧 く ださ

い。そのまま使用する と火災、感電のおそ

れがあ り ます。

●濡れた手で電源プラグを抜き差し しない

でください。感電のおそれがあ り ます。

●お客様ご自身では、内部の点検・調整・修理

を行わないでください。内部には電圧の高

い部分があ り、感電のおそれがあ り ます。

●内部の点検・修理は京セラ ミ タジャパン株

式会社正規特約店、または弊社お客様相談

窓口へ依頼して ください。電話番号は最終

ページをご覧ください。

注意

●電源プラグをコンセン ト から抜く と きは、

電源コード を引っ張らないで ください。電

源コードが傷つき、火災、感電の原因と な

る こ と があ り ます。（必ず電源プ ラ グ を

持ってコンセン トから抜いてください）

●本製品を移動させる場合は、必ず電源プラ

グをコンセン ト から抜いて行って く ださ

い。電源コードが傷つき、火災、感電の原因

となるこ とがあ り ます。

●夜間等で長時間本製品をご使用にならな

い場合は、電源を切って く ださい。また連

休等で長期間、本製品を使用にならないと

きは、安全のため必ず電源プラグをコンセ

ン トから抜いてください。

●本製品を持ち上げた り、動かす場合は、所

定の箇所を持つよ うにして ください。

●本製品の清掃を行う と きには安全上、必ず

電源プラグをコンセン ト から抜いて く だ

さい。

●本製品内部の清掃については京セラ ミ タ

ジャパン株式会社正規特約店、または弊社

お客様相談窓口へご相談ください。本製品

の内部にほこ り がたまったまま長い間掃

除をしないと火災や故障の原因と なる こ

とがあ り ます。特に、湿気の多 く なる梅雨

期の前に行う と、よ り効果的です。なお、内

部清掃費用については京セラ ミ タジャパ

ン株式会社正規特約店、または弊社お客様

相談窓口へご相談ください。電話番号は最

終ページをご覧ください。

●本製品のカバーやカセッ ト 等の開閉時に

は、あやまって手をはさまないよ う ご注意

ください。けがの原因になる こ とがあ り ま

す。

●本製品の排紙ローラ部に、髪の毛や衣服等

を近づけないよ う ご注意ください。巻き込

まれるおそれがあ り ます。
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取り扱い上のご注意
その他の注意事項

●本製品の上には重いものをのせた り、衝撃を与えた

り しないでください。

●印刷中には次のこ とをしないでください。

• カバー類を開ける。

• 電源を切る。

• 電源コードを抜く。

●プ リ ンタの使用中はオゾンが発生しますが、その量

は人体に影響を及ぼさないレベルです。ただし、換

気の悪い部屋で長時間使用する場合や大量に印刷

する場合には、臭気が気になる こ と もあ り ます。快

適な作業環境を保つためには部屋の換気をする こ

とをお勧めいたします。

●コネク タ、プ リ ン ト基板等の電気部品に触らないで

く ださい。静電気によ り破損する可能性があ り ま

す。

● この使用説明書に記載されていないこ とは行わな

いでください。

ト ナーの取り扱いについて

警告

● ト ナーまたは ト ナーの入った容器を火中

に投じないで く ださい。火花が飛び散り、

やけどの原因となるこ とがあ り ます。

注意

● トナーは吸い込んだ り、口に入れた り、眼、

皮膚に触れないよ うにして ください。誤っ

て口に入った場合は水を飲んで胃の中を

薄め、医師の診断を受けて く ださい。皮膚

に触れた場合は、石鹸と水で洗って くださ

い。眼に入った場合は、水で洗い流し、医師

の診断を受けてください。

● トナーまたは トナーの入った容器を、子供

の手に触れさせないでください。

その他の注意事項

● トナーキッ ト の箱や容器の注意文をよ くお読みく

ださい。

● トナーや トナーの入った容器の廃棄については国

や地方自治体の規制にしたがってください。

●本製品を長時間使わない場合は、用紙をカセッ トか

ら取 り出し、元の包装紙に戻して密封して く ださ

い。

補修用性能部品について

弊社の保守サービスのために必要な補修用および消

耗品の最低保有期間は、販売終了後5年間です。

プ リ ン タ ケーブルに関する注意

コンピュータ とプ リ ンタ との接続は、シールド

されたケーブルをお使いください。
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取り扱い上のご注意
ご注意

本書の内容の一部または全部を、無断転載するこ とは

禁止します。本書の内容は、改良などのために予告な

しに変更するこ とがあ り ます。

本機を使用した結果の影響については、本説明書の内

容にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。

お問い合わせ先

本プリ ンタの使用方法や技術的なお問合せは、お買い

上げの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店また

は下記にて うけたまわり ます。

商標について

• プ リ スク ラ イブ、PRESCRIBE、エコシスおよび ECOSYS は、京

セラ株式会社の登録商標です。KPDLは京セラ株式会社の商標

です。

• PC-PR201/65Aは日本電気株式会社の製品です。

• 3Mは、3M社の商標です。

• VP-1000 はセイコーエプソン株式会社の製品です。ESC/P はセ

イコーエプソン株式会社の登録商標です。

• Power PCおよびマイ ク ロ ド ラ イブはIBM社の米国、その他の国

における商標です。

• IBM5577は、日本アイ・ビー・エム株式会社の製品です。

• コンパク ト フラ ッシュはサンディ ス ク社の登録商標です。

• PCLは米国ヒ ューレッ ト ・パッカード社の登録商標です。

• Microsoft、MS-DOS、Windowsは、Microsoft Corporationの米国お

よびその他の国における登録商標です。Windows NT は米国

Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標で

す。

• 本プリ ンタがエミ ュレート しているPCL 6は、米国Peerless Group
が開発し た互換システム PeerlessPrintXL を使用し ています。

PeerlessPrintXL は米国Peerless Group （Redondo Beach, CA90278,
U.S.A.）の商標です。

• TrueTypeは、米国Apple Computer, Inc.の登録商標です。

• PostScriptはAdobe Systems, Incorporated （ア ドビシステムズ社）

の商標です。

• 本製品はウインド リバーシステムズ社のリ アルタイム OS統合

環境Tornade™を用いて開発されました。

• その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標

です。

こ の装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会

（VCCI）の基準に基づ く ク ラ ス B情報技術装置です。この装

置は、家庭環境で使用する こ と を目的と し ていますが、この

装置がラジオやテレ ビジ ョ ン受信機に近接し て使用される

と、受信障害を引き起こすこ とがあ り ます。使用説明書に し

たがって正しい取り扱いを し て く だ さい。

本機器は社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会が

定めた情報技術機器装置および周辺機器の高調波対策ガイ

ド ラ インに適合し ています。

本プ リ ン タ は仕様の範囲内でご使用 く だ さ い。保守契約を

結ばれる こ と をおすすめし ます。
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取り扱い上のご注意
IBMプログラムのご使用条件

お客様がご購入された機器には、International Business Machines
Corporation (以下IBMといいます)が所有権を持つ一またはそれ以上

の「プログラム」が含まれています。本「IBMプログラムのご使用条

件」には、お客様がこれらのプログラムをご使用いただ く場合の条

件が記載されています。本「IBMプログラムのご使用条件」にご同意

いただけない場合、お客様は機器を取得された日から 14日以内に返

却するこ とで代金全額の返金を受けるこ とができます。機器の取得

から 14日以内に当該機器の返却が行われない場合、お客様はこのご

使用条件にご同意いただいたものとみなされます。

この「プログラム」は使用許諾されるものであって、売買の対象では

あ り ません。IBM も し くはお客様の国の IBMは、お客様に対して「プ

ログラム」を取得された国内における使用権のみを許諾します。お

客様はこの使用条件のも とで認められた権利のみを有します。

「プログラム」とは、プログラムの原本およびその全体または部分的

複製物（改変複製物または他のプログラムに組み込まれた部分を含

みます。）を意味します。IBMは「プログラム」の著作権を所有してい

るか、も し くは権原者よ り使用権を取得しています。

1. 使用権

本使用権の下でお客様は「プログラム」が導入された機器と共に「プ

ログラム」を使用し、また「プログラム」の使用権および機器の所有

権を第三者に移転する こ とができます。「プログラム」の使用権を移

転する場合、お客様は本「IBMプログラムのご使用条件」およびその

他のすべての関連資料を当該第三者に移転しなければな り ません。

その移転に伴いお客様の使用権は終了し ます。移転先の第三者は

「プログラム」を最初にご使用になったこ とによ り本「IBMプログラ

ムのご使用条件」に同意いただいたものと します。

お客様は、1）この使用条件に明記されている場合を除き、「プログラ

ム」を使用、複製、改変、結合も し くは、移転する こ と、２ ）「プログ ラ

ム」を逆アセンブルも し く は逆コンパイルする こ と、3）「プログ ラ

ム」を再使用許諾、賃貸、貸与するこ とはできません。

2. 保証の内容と制限

「プログラム」は現状の状態で提供されます。

この「プログラム」には、法律上の瑕疵担保責任、商品性の保証およ

び特定目的適合性の保証を含むすべての明示も し くは黙示の保証

はあ り ません。国または地域によっては法律の強行規定によ り、上

記の保証の制限が適用されない場合があ り ます。

3. 責任の制限

IBMがこの使用条件で負う全ての責任は以下のものです。

１ ）本使用権に関する、いかなる形式のいかなる申し立て（契約不履

行が含まれます。）に対しても、IBMの賠償責任は実際の直接損害に

対してのみ、a)お客様が居住する国の通貨で25,000米国ドル相当額、

も し くは、b)当該「プログラム」の IBM価格のう ちの大きい方の金額

を限度とする金銭賠償責任に限られます。

この制限は、IBMが法的責任を負 うお客様に生じた身体、生命およ

び有体物に対する損害賠償には適用されません。

IBMは、IBM または IBM認定再販売者の予見の有無を問わず発生し

た逸失利益、特別損害、付随的損害、間接損害、あるいはその他の拡

大損害について責任を負いません。

IBMは第三者からの損害賠償請求に基づくお客様の損害について

責任を負いません。

本項の責任の制限は、IBMに「プログラム」を提供した「プログラム」

開発者に対する損害賠償請求にも適用される ものと します。お客様

は IBMおよび「プログラム」開発者に対して重複して損害賠償を請

求する こ とはできません。こ こでの「プログラム」開発者とは、この

項で利益を受ける者をいいます。国または地域によっては、法律の

強行規定によ り上記の責任の制限の規定が適用されないこ とがあ

り ます。

4. その他

お客様はいつでも使用権の使用を解除できます。お客様が本ご使用

条件に違反した場合には、IBMはこの使用契約を解約できます。こ

の場合、お客様は「プログラム」のすべての複製を破棄、滅却しなけ

ればな り ません。「プログラム」を使用するこ とで発生するいかなる

税金のお支払いもお客様の負担と します。この使用契約に基づく請

求権は、請求のいかんにかかわらずその原因が発生した日から 2年
を経過したと きに時効によ り消滅する ものと します。お客様が「プ

ログラム」をア メ リ カ合衆国で取得された場合にはニューヨーク州

の法律が適用されます。カナダで取得された場合にはオンタ リオ州

の法律が適用されます。その他の国で取得された場合には、取得し

た国の法律が適用されます。
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取り扱い上のご注意
フ ォ ン ト の商標について

• 本プリ ンタに搭載されている欧文フォン トは、すべて

Agfa Corporationからのラ イセンスを受けています。

• 本製品はAgfa Monotype CorporationからのUFST™
MicroType®のフォン ト を搭載しています。

• TimesはLinotype-Hell AGの登録商標です。

• DFHSGOTHIC-W5 と DFHSMINCHO-W3 は平成書体です。これ

らの書体は（財）日本規格協会と京セラ ミ タ株式会社がフォン

ト使用契約を締結して使用しているものです。フォン ト と して

無断複製するこ とは禁止されています。

• 平成書体は財団法人日本規格協会を中心に製作グループが共

同開発したものです。許可なく複製する事はできません。

• TypeBankG-B、TypeBankM-M および TypeBank-OCR はタイプバ

ンク®の商標です。

Agfa Japanラ イセンス契約

1. 「本件ソ フ ト ウ ェア」とは、特殊なフォーマッ ト で符号化され

た、デジタル符号の機械読取可能なスケーラブル・アウ ト ラ イ

ン・データならびにUFST ソ フ ト ウェアを意味する ものと しま

す。

2. お客様は、お客様自身の通常の業務目的または個人的な目的

で、アルフ ァベッ ト 、数字、文字および記号（「タ イプフェース」）

のウェー ト 、スタ イルおよびバージ ョ ンを複製および表示する

ために本件ソフ ト ウェアを使用する非独占的ラ イセンスを受

諾する こ とに同意します。Agfa Japanは、本件ソフ ト ウェアおよ

びタ イプフェースに関するすべての権利、権原および利権を留

保します。本契約において明示的に規定した条件に基づき本件

ソフ ト ウェアを使用する ラ イセンス以外には、いかなる権利も

お客様に許諾されません。

3. Agfa Japan の財産権を保護するため、お客様は本件ソフ ト ウェ

アおよびタ イプフェースに関するその他の財産的情報を極秘

に保持する こ と、また、本件ソフ ト ウ ェアおよびタ イプフェー

スへのアクセス とその使用に関する合理的な手続きを定める

こ とに同意します。

4. お客様は本件ソフ ト ウェアまたはタ イプフェースを複製また

はコピーしないこ とに同意します。

5. このラ イセンスは、早期終了しない限り、本件ソフ ト ウ ェアお

よびタ イプフェースを使用し終わるまで存続する ものと し ま

す。お客様が本契約ラ イセンスの条件の遵守を怠り、当該不履

行がAgfa Japanからの通知後30日以内に是正されなかったと き

は、Agfa Japanは本ラ イセンス契約を解除する こ とができます。

本ラ イセンス契約が満了するか、または解除された時点で、お

客様は要求に応じて本件ソフ ト ウェア と タ イプフェースの複

製物ならびに文書をすべてAgfa Japanに返却するか、または破

棄するものと します。

6. お客様は、本件ソフ ト ウェアの変更、改変、逆アセンブル、解読、

リ バースエンジニア リ ングまたは逆コンパイルを行わないこ

とに同意します。

7. Agfa Japan は、引渡し後90日間について、本件ソフ ト ウェアがAgfa
Japanの発表した仕様に従って作動するこ と、欠陥がないこ とを

保証します。Agfa Japanは、本件ソフ ト ウェアにバグ、エラーおよ

び脱落が一切ない旨の保証を行いません。

当事者は、特定目的適合性および商品性の保証を含む明示または

黙示の他のすべての保証が排除されるこ とに合意します。

8. 本件ソフ ト ウ ェアおよびタ イプフェースに関するお客様の排

他的救済手段およびAgfa Japanの唯一の責任は、欠陥のある部

品を Agfa Japanに返却した時点で修理または交換する こ と で

す。いかなる場合も Agfa Japanは、本件ソフ ト ウェアおよびタイ

プフェースの誤用または不正使用によ り引き起こ された喪失

利益、喪失データ、またはその他の付随的損害、派生的損害その

他の損害について責任を負いません。

9. 本契約はアメ リ カ合衆国ニューヨーク州の法律に準拠します。

10. お客様は、Agfa Japanの事前の書面による同意がない限り、本件

ソフ ト ウ ェアおよび / またはタ イプフェースの再使用許諾、販

売、リースまたはその他の方法による譲渡を行ってはな り ませ

ん。

11. 政府に よ る使用、複製ま たは開示は、FAR252-227-7013「技術

データおよびコンピュータ ソ フ ト ウ ェアに関する権利」の（b）
（3） （ii） 項または（c） （1） （ii）項に定められた制限を受けます。

さ らに、使用、複製または開示は、FAR52. 227-19 （c） （2）項に定

められたソフ ト ウ ェアの限定的権利に適用される制限を受け

ます。

12. お客様は、本契約を自ら読了し、了解したこ と を認め、また本契

約の諸条件によ り拘束される こ とに同意します。いずれの当事

者も、本契約に記載されていない言明または表明によ り拘束さ

れないものと し ます。本契約の変更は、各当事者の正当な権限

を有する代表者が署名した書面による場合を除き、効力は一切

あ り ません。

当社は国際エネルギースター・プログラムの参

加事業者と して、本製品が国際エネルギース

ター・プログラムの基準に適合している と判断

します。

国際エネルギース ター・プログラムは、その基

準に適合した機器の製造・販売を促進させる こ

とによ り、効率的なエネルギー活用を促進し、

エネルギーの消費にと もな う環境汚染を低減

させるこ とを基本目的と しています。

本プ リ ンタは国際エネルギースター・プログラ

ムの基準に適合した、ス リ ープ・タ イマ機能を

搭載しています。この機能を使用する こ とによ

り、プ リ ンタの電力消費を抑える こ とができま

す。またプ リ ン タを長時間使用しない場合は、

プ リ ンタの電源を切って ください。電源を切っ

た状態では、消費電力は1 Wです。

（　）はエネルギースター・プログラムの基準値

です。

本製品は「グ リ ーン購入法（国等によ る環境物

品等の調達の推進に関する法律）」の定める「特

定調達物品」の判断基準に適合する環境に配慮

した製品です。

スリ ープモード の初期

設定時間

スリ ープモード 時の電

力消費量

15分（60分） 21 W （45 W）
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はじめに
このたびは京セラ ミ タ  ECOSYSカラーページプ リ ンタをお買い上げいただきまし

て、まこ とにあ りがと う ございます。



本機の特長
本機の特長

本機は以下の特長を備えています。

概要

驚異的な長寿命部品

ド ラム、現像ユニッ ト、定着ユニッ ト など、従来のプ リ ンタでは消耗品であった主要

部品が長寿命設計されており、定期的な交換は不要になり ました。

高速印刷

A4サイズでカラー/モノ クロ共、1分間に16枚の印刷が可能です（実際の印刷時間は、

印刷の内容によって変わり ます）。

階調モー ド による高品位のカ ラー印刷

1ピクセル当た りの階調が4 bppの高画質モードで印刷するこ とができます。

高度なキャ リ ブレーシ ョ ン機能

自動的に色の最適化（キャ リ ブレーシ ョ ン）を行 う ため、安定した色表現ができま

す。

多彩な用紙種類に印刷可能

普通紙はもちろん、OHPシートやラベル用紙、その他の特殊用紙にも印刷できます。

ス リ ープモー ド

一定の時間内にプ リ ンタの操作やデータの受信が行われなかった場合、消費電力を

抑えるス リープモードを搭載しています。

ハー ド ウ ェ ア

先進的なデータ処理

高性能のCPU、大容量のメモ リー、オプシ ョ ンのハードディ スクによ り、多様なアプ

リ ケーシ ョ ンと様々な印刷ニーズに応えます。

ハー ド ウ ェ ア拡張スロ ッ ト

拡張スロ ッ ト を装備し、ネッ ト ワーク インタフェースカードまたはハードディ スク

をプリ ンタに追加できます。
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本機の特長
USB（Universal Serial Bus）イン タ フ ェ ースを装備

Full-Speed USB 2.0 に準拠したUSB インタフェースを装備しています。12 Mbpsの最

大通信速度で、高速データ転送を行います。

双方向パラ レルイン タ フ ェ ースを採用

IEEE1284に準拠したパラレルインタフェースで、コンピュータ とのデータ転送を高

速に行います。

メ モ リ ーカー ド（コ ンパク ト フ ラ ッ シュ カー ド）スロ ッ ト

メモ リーカードをプ リ ンタに装着できます。メモ リーカード内のオプシ ョ ンフォン

ト、マク ロ、フォームなどを、操作パネルから選択して読み込めます。

大容量給紙カセ ッ ト

給紙カセッ トには約500枚の用紙を収納できます。また多目的ト レイには約100枚の

用紙を収納できます。

ソ フ ト ウ ェ ア

e-MPS機能

e-MPS（enhanced Multiple Printing System）機能は、電子ソー ト 機能、ジ ョ ブ リ テン

シ ョ ン機能および仮想メールボッ クス機能を実現します。

用紙の自動選択（メ デ ィ ア タ イプセレ ク シ ョ ン）機能

印刷する用紙の種類（普通紙、 OHPシー ト、ラベル紙など）を、あらかじめ各給紙元

に設定しておく こ とによ り、印刷時に指定した用紙の種類を自動的に選択して印刷

するこ とができます。

プ リ スク ラ イブ コ マン ド

グラフ ィ ッ ク機能がよ り強化されたページプ リ ンタ制御言語プ リ ス ク ラ イブコマ

ンドを内蔵しています。マージン設定や文字間隔、行間隔の変更、アウ ト ラ インフォ

ン ト 、図形に対しての回転、塗りつぶしなどを簡単なコマンドで実現します。

KPDL3 （Kyocera Printer Description Language3）

Adobe PostScript Level 3と互換の京セラのページ記述言語です。Adobe社のPostScript
フォン ト と互換性がある和文2フォン ト と、欧文136フォン ト を搭載しています。

PDFダイ レ ク ト プ リ ン ト 機能

アク ロバッ ト リーダーなどのアプ リ ケーシ ョ ンを起動しな く ても、PDF（Portable
Document Format）データを直接印刷するこ とができます。
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本機の特長
PDF417二次元ス タ ッ クシンボル対応

二次元スタ ッ クシンボルPDF417（Portable Data File 417）を内蔵しています。

部門管理機能

本機には、部門管理機能†が搭載されています。この機能は、部門ご との印刷枚数を

記録した り、印刷できる枚数を部門ごとにプ リ ンタに設定できる機能で、プ リ ンタ

の操作パネル上から行えます。

ネ ッ ト ワーク機能

ネ ッ ト ワーク イン タ フ ェ ース

TCP/IP、IPX/SPX、NetBEUIおよびEtherTalkプロ ト コルをサポー ト していますので、

Windows、Macintosh、UNIX、NetWareなどさ まざまな環境下で、ネッ ト ワーク印刷が

可能にな り ます。

SNMP（Simple Network Management Protocol）

本機はSNMPと互換性があ り、ホス ト PCとの各種情報のやり取りが可能です。

KM-NET VIEWER

KM-NET VIEWERはネッ ト ワーク上でプ リ ン タの状態を確認でき るユーテ ィ リ

ティです。KM-NET VIEWERは、付属のCD-ROM に収録されています。

† 部門管理機能については、オンラ インの説明書をお読みください。詳細はお買い求めの

京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡くださ

い。電話番号は最終ページをご覧ください。
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各部の名称とはたら き
各部の名称とはたら き

プ リ ン タ前面

図 1 

① 操作パネル
パネル上のキーでプ リ ンタ機能を選択 /設定します。メ ッセージディ スプレイ
には、動作状態が表示されます。

② 上カバー
トナーコンテナを交換する と きに開きます。

③ 給紙カセ ッ ト
A5サイズから リーガルサイズまで、約500枚の用紙を給紙できます。

④ 多目的（MP） ト レ イ
普通紙で約100枚までの用紙を収納できます。OHPシートやラベル用紙、その他
特殊な用紙はこの ト レイを使います。

① ②

④

③
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各部の名称とはたら き
プ リ ン タ側面

図 2 

① フ ェ イスダウン排紙 ト レ イ
印刷された用紙が、印刷面を下に排紙されます。

② 電源スイ ッ チ
電源のオン、オフに使用します。

③ 左カバー
廃棄トナーボッ クスを交換する と きや、メ インチャージャを清掃する と きに開
きます。

④ 廃棄 ト ナーボ ッ クス
使用済みの トナー（廃棄 トナー）が、このボッ ク スに溜ま り ます。ト ナーコンテ
ナ交換時に同時に交換してください。

⑤ メ イ ンチャージャユニ ッ ト
ド ラムに高圧をかける（チャージ）ユニッ ト です。トナーコンテナを交換する と
きに清掃して ください。詳し くは、3-10ページのメ イ ンチ ャージ ャの清掃を参
照して ください。

⑥ レンズク リーナ
印刷に汚れが出た り、ぼやける場合にレンズを清掃します。詳し くは、3-16ペー
ジのレンズの清掃を参照して ください。

①③

④

②

⑤
⑥⑥
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各部の名称とはたら き
プ リ ン タ内部

図 3 

① マゼン タ（赤）の ト ナーコ ンテナ

② シアン（青）の ト ナーコ ンテナ

③ イエロー（黄）の ト ナーコ ンテナ

④ ブ ラ ッ ク（黒）の ト ナーコ ンテナ

⑤ 搬送ユニ ッ ト
用紙をプリ ンタに送り ます。

①

②

③

④

⑤
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各部の名称とはたらき
プリンタ背面/側面

図 4 

① 通気孔
プリ ンタ内部冷却用の通気孔です。

② USBインタフェースコネクタ
Full-Speed USB2.0に準拠したUSB インタフェースです。USB ケーブルで、コン
ピュータのUSBポートに接続します。

③ メモリーカードスロッ ト
オプシ ョ ンのメモ リーカード を差し込みます。メモ リーカードには、オプシ ョ
ンフォン ト 、マク ロ、フォームなどを書き込めます。詳し くは、付録 C オプシ ョ
ンについてを参照して ください。

④ 電源コネクタ
付属の電源コードを差し込みます。

⑤ ネッ トワークインジケータ
ネッ ト ワークの通信状況によって、点灯します。
右側：10BaseT/100BaseTXインジケータ
10Mbpsまたは100Mbpsでネッ ト ワークに接続されている と きに点灯します。
左側：ステータスインジケータ
データの送受信中に点滅します。

⑥ ネッ トワークインタフェースコネクタ
10BaseT/100BaseTXのネッ ト ワークケーブルでネッ ト ワークへ接続します。

⑦ パラレルインタフェースコネクタ
パラレルケーブルで、コンピュータのパラレルポートに接続します。

⑧ オプシ ョ ンインタフェース/ハードディスク装着用スロッ ト
オプシ ョ ンのネッ ト ワーク インタフェースカード、ハードディ スクを装着しま
す。詳し くは、付録 C オプシ ョ ンについてを参照して ください。

⑨ 後カバー
紙詰ま りの用紙を除去する と きに開きます。

① ① ⑤ ⑧

⑥

②⑦④

③

①

⑨
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付属マニュ アルの紹介
付属マニュアルの紹介

マニュアル 内容

設置手順書（印刷物） プ リ ンタの設置手順を説明しています。

ク イ ッ クガイ ド（印刷物） トナーキッ ト の交換手順、お手入れ、印刷中に表示されるエ

ラーメ ッセージと紙詰ま りへの対処のしかたを説明してい

ます。

プ リ ンタ ド ラ イバ操作手順書

（CD-ROM収録） 
プリ ンタ ド ラ イバの操作方法について説明しています。

プリ スク ラ イブコマンド・

リ ファレンスマニュアル

（CD-ROM収録）

本プ リ ンタの制御言語であるプ リ ス ク ラ イブコマン ドを使

用して、印刷を行う ためのプログラ ミ ング方法や、各コマン

ドについて説明しています。

使用説明書（本書） 機能、操作方法など、本プ リ ンタを使用する上で必要となる

情報を詳し く説明しています。また、各種の ト ラブルの対処

方法も説明しています。目的や必要に応じて、必要な部分を

お読みください。
xvii



本書の読みかた
本書の読みかた

本書には、以下の項目があ り ます。

第1章 操作パネル

操作パネル上にある メ ッセージディ スプレイ、インジケータ、キーの操作方法につ

いて説明しています。

第2章 用紙について

プリ ンタで使用できる用紙について説明しています。

第3章 日常のメ ンテナンス

ト ナーコンテナ、廃棄 トナーボッ ク スの交換方法、プ リ ンタの清掃について説明し

ています。

第4章 困った と きは

紙詰ま りなどプリ ンタに問題が発生したと きの処置方法を説明しています。

第5章 フ ァームウ ェ アパラ メ ータ

プ リ スク ラ イブ FRPO コマンドによ り、印刷設定に関する各種のパラ メータを設定

し、内部メモ リーに記憶する方法について説明しています。

付録 A フ ォ ン ト

本プリ ンタに搭載されているフォン トについて説明しています。

付録 B イ ン タ フ ェース

パラレルインタフェースおよび USB インタフェースのピン割り当てや信号の意味

などについて説明しています。

付録 C オプシ ョ ンについて

本プリ ンタで使用できるオプシ ョ ンの紹介と、設置方法について説明しています。

付録 D プ リ ン タの仕様

本プリ ンタの仕様を一覧にしています。

付録 E 文字コー ド表

用語集

本書で使われている用語を説明しています。
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第 1 章 操作パネル
この章では、操作パネルの使用方法を説明します。操作パネルでの設定は、お使いの

環境に合わせた初期設定を行う と きに使用します。通常は、アプ リ ケーシ ョ ンソフ

トからのプリ ンタ ド ラ イバによる設定が優先されます。

プ リ ンタの各種設定は、操作パネルやプリ ンタ ド ラ イバの他に京セラ ミ タプ リ ン ト

モニタなど他のユーティ リ テ ィ を使用するこ とによ り、リモートで行う こ と も可能

です。プ リ ンタユーテ ィ リ テ ィは、プ リ ンタ付属のCD-ROMから インス トールでき

ます。



1.1 操作パネルの名称と機能
1.1 操作パネルの名称と機能

操作パネルには、メ ッセージディ スプレイ、3つのインジケータ、8個のキーがあ り ま

す。

図 1-1 操作パネル

ディ スプレイに表示される メ ッセージの意味、およびインジケータ とキーの機能に

ついて、以下で説明します。

メ ッ セージデ ィ スプレ イ

メ ッセージディ スプレイには、プ リ ンタの各種動作状態を示すメ ッセージが表示さ

れます。

ステータ ス情報

以下のメ ッセージは、通常使用時の状態（ステータス）を表示する メ ッセージです。

INTERFACE SIZE TYPE

?

メ ッ セージ表示 意味

Self test 電源投入後のプリ ンタの自己診断中です。

シバラ ク  オマチクダサイ プ リ ンタはウォー ミ ングアップ中です。印刷はできま

せん。最初にプ リ ン タの電源を入れた際は、この メ ッ

セージがしばら く表示されます。

シバラ ク  オマチクダサイ

（ ト ナー ホキュウチュウ）

ト ナーの補給中です。写真など多くの ト ナーを消費す

るデータを連続して印刷する と、このメ ッセージが表

示されるこ とがあ り ます。

シバラ ク  オマチクダサイ

（カ ラー チ ョ ウセイ  チュウ）

自動キャ リ ブレーシ ョ ンシステムによ り、カラーを調

整中です。操作パネルから この機能を実行するには、

1-110ページのカ ラー調整 を参照してください。

プ リ ン ト  デキマス 印刷できます。

データ  シ ョ リ チュウデス プ リ ンタは印刷中か、データ処理中です。または、メモ

リーカードやハードディ ス クのデータを読み込んでい

ます。

表 1-1 ステータ ス情報
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1.1 操作パネルの名称と機能
エラーコー ド

メ ッセージディ スプレイには、障害が発生した場合のエラーコード も表示されま

す。エラーコードについては、第4章 困ったと きはを参照して ください。

メ ッ セージデ ィ スプレ イ内のその他の表示

図 1-2 

イ ン タ フ ェース表示（INTERFACE）

本プリ ンタは各インタフェースからの印刷データを同時受信するこ とができます。

このインジケータは、現在データを受信しているインタフェースを表示します。

受信完了後もインタフェースはすぐには開放されず、約30秒間はそのインタフェー

スのデータを優先して処理します。別のインタフェースから受信した印刷データは

待機しています。

タ イキチュウ プ リ ンタはス リープモード（省電力モード）です。操作

パネルの［印刷可 /解除］キーを押した り、カバーを開閉

した り、または印刷データを受信する と、ス リープモー

ドから復帰し、ウ ォー ミ ングアップ後に印刷できる状

態になり ます。

プ リ ンタがス リープモードへ移行するまでの時間は、

1-94ページのス リ ープモー ド の設定を参照して くださ

い。

データ  キャ ンセルチュウ 印刷データ をキャ ンセルし ています。印刷データの

キャンセルの方法は、1-7ページのキーを参照して くだ

さい。

ページガ ノ コ ッ テ イマス 最終ページが印刷されないで残っています。一定時間

経過する と自動的に最終ページを印刷します。［印刷可/
解除］キーを押すと強制的に改ページし、すぐに印刷し

ます。

ジ ド ウカ イページチュウ 上記の「ページガ ノ コ ッ テ イマス」の状態から一定時間

経過したため、最終ページを印刷しています。

メ ッ セージ表示 意味

表 1-1 ステータ ス情報（つづき）

PAR パラレルインタフェース

USB USBインタフェース

NET ネッ ト ワーク インタフェース

OPT ネッ ト ワーク インタフェース（オプシ ョ ン）

--- すべてのインタフェースは開放されています。

INTERFACE SIZE TYPE

プ リ ン ト  デキマス

- - - A4 フ ツウシ
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1.1 操作パネルの名称と機能
用紙サイズ表示（SIZE）

待機中（「プ リ ン ト  デキマス」）は、現在選択されている給紙カセッ ト の用紙サイズ

を表示します。表示と各用紙サイズの寸法については以下の表をご覧ください。詳

し くは、1-71ページの1.10 用紙の設定を参照して ください。

印刷中は、アプリ ケーシ ョ ンソフ トで指定された用紙サイズを表示します。

表示 用紙の寸法

A4 ISO A4（21 × 29.7 cm）

A5 ISO A5（14.8 × 21 cm）

A6 ISO A6（10.5 × 14.8 cm）†

† 多目的ト レイからの給紙のみ可能

B5 JIS B5（18.2 × 25.6 cm）

B6 JIS B6（12.8 × 18.2 cm）† 
LT レターサイズ（8-1/2 × 11インチ）

LG リーガルサイズ（8-1/2 × 14インチ）

MO モナーク（3-7/8 × 7-1/2インチ）†

BU ビジネス /コマーシャル#10（4-1/8インチ）†

DL ISO DL（11 × 22 cm）†

C5 ISO C5（16.2 × 22.9 cm）

b5 ISO B5（17.6 × 25 cm）

EX エグゼクティブ（7-1/4 × 10-1/2インチ）

#6 コマーシャル 6-3/4（3-5/8 × 6-1/2インチ）†

#9 コマーシャル 9（3-7/8 × 8-7/8インチ）†

HA はがき（10 × 14.8 cm）†

OH 往復はがき（20 × 14.8 cm）†

O2 Oficio II（8-1/2 × 13インチ）

16K 16 開（19.7 × 27.3 cm）

ST ステート メン トサイズ（5-1/2 × 8-1/2インチ）†

FO Folio（21 × 33 cm）

Y2 洋形2号（11.4 × 16.2 cm）†

Y4 洋形4号（10.5 × 23.5 cm）†

CU カスタムサイズ（14.8 ×21 cm ～ 21.6 × 35.6 cm）
1-4



1.1 操作パネルの名称と機能
用紙種類表示（TYPE）

各給紙カセッ ト には、用紙の種類を指定するこ とができます。現在選択されている

給紙カセッ トに設定された用紙種類を表示します。アプ リ ケーシ ョ ンソフ トから用

紙の種類を指定して印刷する と、用紙種類に合わせて給紙カセッ ト を自動的に選択

できます。用紙種類の設定は1-85ページの用紙種類のカス タム設定を参照して くだ

さい。 

表示と実際の用紙種類は、以下を参照して ください。

表示 用紙の種類

表示無し 自動選択

フ ツウシ 普通紙

OHPシー ト OHPシート （フ ィルム）†

† 多目的ト レイからの給紙のみ可能

プレプ リ ン ト プレ印刷用紙

ラベル ラベル用紙†

ボン ド ボンド紙

サイセイシ 再生紙

ウスガ ミ 薄紙

レ ターヘ ッ ド レターヘッ ド

カ ラー カラー紙

アナアキ ヨ ウシ 穴あき用紙

フウ ト ウ 封筒†

ハガキ はがき†

カ コウシ コート紙†

アツガ ミ 厚紙†

ジ ョ ウシツシ カラー印刷用紙

カス タム1（～8） カスタム1（～8）
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1.1 操作パネルの名称と機能
その他の表示

その他のインジケータ とその意味を説明します。

表示 表示

点滅： エラーが発生しています。4-6ページの4.3 エ ラー メ ッ セージを参

照してエラーの処理をしてください。

点灯： プ リ ンタはオンラ イン状態です。受信した印刷データは印刷され

ます。

消灯： プ リ ンタはオフラ イン状態です。印刷データの受信は可能です。

［印刷可/解除］キーを押して、オンライン状態となるまで印刷され

ません。4-6ページの4.3 エラー メ ッ セージを参照してください。

点滅： プ リ ンタは印刷データを受信しています。

点灯： 印刷処理中、またはハードディ ス クやメモ リーカードにデータを

書き込み中です。

点滅： • 「シバラ ク  オマチクダサイ」が表示されている場合、プ リ ンタ
は準備中です。

• 保守作業が必要です。メ ッセージディ スプレイの表示を確認
して必要な処理を行ってください。詳し くは、4-6ページの
4.3 エラー メ ッ セージを参照してください。

点灯： 給紙カセッ ト内の用紙がないなどの理由で印刷できません。メ ッ

セージディ スプレイの表示を確認して必要な処置を行ってくださ

い。

表 1-2 
1-6



1.1 操作パネルの名称と機能
キー

各キーの機能は以下のとおりです。複数の機能を持っています。

印刷可/解除キー

• プリ ンタのオンライン、オフラインを切り換えます。

• 印刷待ち最終ページを、強制的に改ページして印刷させます。

• 特定のエラー解除を行います。

• ス リープモードから復帰します。

キャ ンセルキー

• 実行中の印刷を中止します。

• ブザーが鳴ったと きに、ブザーを止めます。

• 入力した数値を リセッ ト した り、設定を途中で中止します。

印刷のキャ ンセルのしかた

1 メ ッセージディ スプレイに「データ  シ ョ リ チュウデス」が表示されているこ と

を確認して、［キャ ンセル］キーを押します。

「イ ンサツ ノ  キャ ンセル？」が表示され、カレン ト のジ ョ ブと以下のインタ

フェース名が表示されます。

パラ レル

USB 　

ネ ッ ト ワーク

オプシ ョ ン

2 ［ ］または［ ］キーで中止したいジ ョ ブまたはインタフェース名を選択し

て、［実行］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイに「データ  キャ ン

セルチュウ」が表示され、現在印刷中のページが出力された後、印刷を中止し

ます。

設定する内容は、現在選ばれている イ ン タ フ ェ ース（1-3 ページのイ ン タ フ ェ ース

表示（INTERFACE） を参照）に対し て有効にな り ます。

印刷可/解除

キャ ンセル
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1.1 操作パネルの名称と機能
メ ニューキー†

• モード選択メニューからプ リ ンタの初期設定を変更する と きや設定を終了する

と きに押します。

• メニュー選択中に押すと、設定を中断して印刷可能状態に戻り ます。

矢印キー

目的のメニューを表示させる と きや、設定値の変更を行う と きに使用します。［ ］

［ ］キーでメニューを切り換えて、［ ］［ ］キーでサブメニューに移り ます。

また、紙詰ま り などが発生したと きに［ ］キーを押すと、メ ッセージディ スプレイ

にオンラ インヘルプメ ッセージを表示します。オンラ インヘルプを中止する と き

は、も う一度押します。

実行キー†

• モード選択メニューで設定した内容を確定します。

• メ ッセージディ スプレイに「ダイ ヨ ウ キュウシ シマスカ？」が表示された際に、

給紙元を確定します。

† プ リ ンタが「プ リ ン ト デキマス」を表示している状態で、［実行］キーを押しながら［メ

ニ ュー］キーを押すと、「カ ン リ コー ド」が表示されます。このメニューは、部門管理機能

を使用して行う管理者用の設定メニューで、通常は使用しません。［メ ニ ュー］キーを押

して、「プ リ ン ト デキマス」の表示に戻して ください。

メ ニュー

?

?

実行
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1.2 操作パネルの使いかた
1.2 操作パネルの使いかた

こ こでは、モード選択メニューについて説明します。

操作パネルの［メ ニュー］キーを使って、印刷枚数やエ ミ ュレーシ ョ ンなどプ リ ンタ

の環境を設定、変更する こ とができます。各設定はプ リ ンタのメ ッセージディ スプ

レイが「プ リ ン ト  デキマス」表示のと きに行う こ とができます。

メ ニュー選択の基本操作

モー ド選択メ ニューへの入りかた

プ リ ンタが「プ リ ン ト  デキマス」表示状態のと きに［メ ニュー］キーを押して くださ

い。

モード選択メニューが表示されます。
1-9



1.2 操作パネルの使いかた
メ ニューの選択

モード選択メニューは階層構造（ツ リー構造）をしています。［ ］または［ ］キーを

押して、目的のメニューを表示させます。

• 選択した メニューにサブメニューがある場合は、メニュー名に続いて「＞」が表

示されます。

• サブメニュー名の前には「＞」が表示されます。

さ らにサブメニューがある場合は、サブメニュー名に続いて「＞」が表示されま

す。さ らに下の階層へ移動する と きは［ ］を押して ください。

上の階層に戻る と きは［ ］を押して ください。

2階層目のサブメニュー名の前には「＞＞」が表示されます。

メ ニューの設定

目的のメニューを選択してから［実行］キーを押して ください。そのメニューの設定

操作に入 り ますので、［ ］または［ ］キーを押して希望の表示を選択し、［実行］

キーを押して確定して ください。

メ ニュー操作の中断

メ ニュー操作中に［メ ニ ュー］キーを押すと、「プ リ ン ト  デキマス」表示状態に戻り

ます。

操作パネルの設定よ り も、アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト やプ リ ン タ ド ラ イバからの設

定が優先されます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

サブ メ ニューがある こ と を示し ています。

＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞

　　カスタム １

さ らにサブ メ ニューがある こ と を示し ています。

サブ メ ニューである こ と を示し ています。

＞＞ヨウシ ノ オモサ

　　フツウ １

2階層目のサブ メ ニューである こ と を示し ています。
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1.2 操作パネルの使いかた
モー ド選択メ ニュー

以下にプ リ ンタのモード選択メニューの階層図を示します。メニューの選択方法に

ついては、1-9ページのメ ニュー選択の基本操作を参照して ください。

 
 

プ リ ン ト  デキマス
－－－ A4 フ ツウシ

 ステータ スページ ノ
　 インサツ

 
 ＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ

 
  ＞コジン/ホゾンジ ョ ブ

 ＞VMBデータ ノ インサツ
　 ト レ イ

 メ ニューマ ッ プ ノ
　 インサツ

 ＞コー ド ジ ョ ブ リ ス ト  ノ
　 インサツ

 ＞e-MPS ＞
　 シ ョ ウサイセ ッ テイ

 ＞＞ク イ ッ ク コピージ ョ ブ 
　 ノ コスウ 32

 ＞＞イチジコー ド ジ ョ ブ
　 ノ サイズ 1550MB

 ＞＞ホゾン コー ド ジ ョ ブ
　 ノ サイズ 1550MB

 ＞＞VMB ノ  サイズ
1550MB

 e-MPS ＞

ア ミ かけされている メ ニュー

は、該当するオプシ ョ ンを装着

している場合に表示されます。

 次ペ－ジヘ続 く

［メ ニュー］キーを押す。

 
  ＞VMBリ ス ト  ノ 

　 インサツ

†

†     e-MPS機能の、試し刷り後、保留モード と、プライベートプリ ン トモードは、RAMディ スクモードをオンにする と メニューが

表示されて使用できます。
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1.2 操作パネルの使いかた
 イン タ フ ェース ＞
　 　 オプシ ョ ン

 次ペ－ジヘ続 く

前ペ－ジから続 く

 ＞NetWare ＞
　 オン

 イン タ フ ェース ＞
　 　 ネッ ト ワーク

 イ ン タ フ ェース
　 　USB

 イ ン タ フ ェース ＞
　 　パラ レル

 ＞NetWare
　 オフ

 ＞TCP/IP ＞
　 オン

 ＞TCP/IP
　 オフ

  ＞＞NetWare フ レーム
　 　 ジ ド ウ

 ＞＞IP ア ド レス
　000.000.000.000

 ＞＞サブネッ ト  マスク
　000.000.000.000

 ＞＞デフ ォルト  ゲー ト ウェ イ
　000.000.000.000

 ＞パラ レル イン タ フ ェース
      ニブル（コウソ ク）

 ＞＞DHCP
　 　 オン

 ＞＞DHCP
　 　 オフ

 
 ＞NetWare ＞
　 オン

＞NetWare
　 オフ

 ＞TCP/IP ＞
　 オン

 ＞TCP/IP
　 オフ

  ＞＞NetWare フ レーム
　 　 ジ ド ウ

 ＞＞IP ア ド レス

 ＞＞サブネッ ト  マスク

 ＞＞デフ ォルト  ゲー ト ウェ イ

 ＞Ether Talk
　 オン

 ＞Ether Talk
　 オフ

 

ステータス ノ インサツ    オン

 ＞オプシ ョ ン イン タ フ ェース
ステータス ノ インサツ    オフ

 

ステータス ノ インサツ    オン

 ＞ネッ トワーク インタ フ ェース
ステータス ノ インサツ    オフ

 ＞＞DHCP
　 　 オン

 ＞＞DHCP
　 　 オフ

エ ミ ュレーシ ョ ン
　 EPSON VP-1000

エ ミ ュレーシ ョ ン
　IBM 5577

エ ミ ュ レーシ ョ ン
　 PC-PR201/65A

エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞
　 KPDL （ジ ド ウ）

エ ミ ュレーシ ョ ン ＞
　KPDL

 エ ミ ュ レーシ ョ ン
　 PCL 6

 ＞Ether Talk
　 オン

 ＞EtherTalk
　 オフ

 ＞KPDL エラー ノ インサツ
　 オン

 ＞KPDL エラー ノ  インサツ
　 オフ

＞ダイガエ エ ミ ュレーシ ョ ン
　PCL 6

 ＞KPDL エラー ノ インサツ
　 オン

 ＞KPDL エラー ノ  インサツ
　 オフ＞
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1.2 操作パネルの使いかた
 ＞オプシ ョ ン フ ォ ン ト
　サンプル ノ イ ンサツ

 フ ォ ン ト ＞

 インサツ カンキ ョ ウ ＞  ＞コピー マイスウ
001

 ＞LF（カ イギ ョ ウ）ド ウサ
　 　 LF ノ ミ

 イ ンサツ ヒ ンシツ ＞

ハー ド デ ィ スク ＞ ＞データ ノ ヨ ミ コ ミ

＞データ ノ  カキコ ミ

＞データ ノ  サクジ ョ

 ＞CR（フ ッキ）ド ウサ
　 　 CR ノ ミ

前ペ－ジから続 く

＞ANKフ ォ ン ト ＞
　 　 オプシ ョ ン

 ＞ANKフ ォ ン ト ＞
　 　 ヒ ョ ウジュン

 ＞＞ 　I000

 ＞＞サイズ
　012.00 ポイン ト

 ＞＞ピ ッ チ
10.00 cpi

 ＞ヒ ョ ウジュン フ ォ ン ト
　サンプル ノ イ ンサツ

＞カ ンジ フ ォ ン ト ＞
　 　 オプシ ョ ン

 ＞カンジ フ ォ ン ト ＞
　 　 ヒ ョ ウジュン

 ＞＞ IK01

＞＞サイズ
　009.60 ポイン ト

 ＞シュ ク シ ョ ウ
       　 [CS]→[CS]

＞ハー ド デ ィ スク ノ
　 フ ォーマ ッ ト

＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト  ノ
　 インサツ

次ページへ続 く

＞＞Courier
　 　 フ ト イ

＞＞Courier
　 　 ヒ ョ ウジュン

 ＞＞Letter Gothic
　 　 フ ト イ

 ＞＞Letter Gothic
　 　 ヒ ョ ウジュン

 ＞イ ンサツ ノ ムキ
　 　 ヨ コ

 ＞インサツ ノ ムキ
　 　 タ テ

 ＞コー ド セ ッ ト
　 IBM PC-8

 ＞コウタ ク モー ド
　 　 ツ ヨ イ

 ＞コウタ ク モー ド
　 　 ヨ ワイ

 ＞カ イチ ョ ウ モー ド
　 　 オフ

 ＞ワイ ド A4
　 オン
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1.2 操作パネルの使いかた
次ページへ続 く

 前ページから続 く

 RAMデ ィ スク モー ド ＞
　 オン

 RAMデ ィ スク モー ド
　 オフ

 ＞RAMデ ィ スク サイズ
 ＞データ ノ  ヨ ミ コ ミ

 ＞データ ノ  カキコ ミ
 ＞データ ノ  サクジ ョ

 ＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト  ノ
　 インサツ

 ＞フ ォ ン ト  ノ  ヨ ミ コ ミ
 ＞データ ノ  ヨ ミ コ ミ

 ＞データ ノ  カキコ ミ
 ＞データ ノ  サクジ ョ

 ＞メ モ リ カー ド ノ
　 フ ォーマ ッ ト

 ＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト  ノ
　 イ ンサツ

 ヨウシ ノ セ ッ テイ ＞

 ＞MP ト レイ ヨ ウシサイズ
　 　 A4

 ＞MP ト レイ ヨ ウシシュルイ
　 　 フ ツウシ

 ＞カセ ッ ト  ヨ ウシシュルイ
　 　 フ ツウシ

 ＞シュルイ ノ ゾ クセイ ＞
　 　 カス タム 1

 ＞＞ヨ ウシ ノ オモサ
　 　 フ ツウ 1

 ＞シュルイゾクセイ ノ
　 リ セ ッ ト

 ＞キュウシモ ト
　 　 カセ ッ ト 1

 ＞MP ト レイ モー ド
　 　 ユウセン

 ＞MP ト レイ モー ド
　 　 カセ ッ ト

 ＞カセ ッ ト  キリ カエ
　 　 ナシ

 ＞カセ ッ ト  キリ カエ
　 　 ジ ド ウ

  ＞リ ョ ウ メ ンインサツ モード
　 　 ナシ

 ＞ハイシサキ
　 　 フ ェ イスア ッ プ ト レ イ

 ＞ハイシサキ
　 　 フ ェ イスダウン ト レイ

 ＞A4/LTキ ョ ウツウ
　 　 オン

 ＞A4/LT キ ョ ウツウ
　 　 オフ

 ＞リ ョ ウ メ ン インサツ ノ
キュウシ 　 　 フ カ ノ ウ

 ＞＞リ ョ ウ メ ンイ ンサツ ノ
キュウシ 　 　 カ ノ ウ

 カ ラー モー ド
　 　 モ ノ ク ロ

 カ ラー モー ド
　 　 カ ラー

メ モ リ カー ド ＞

 ＞A4/LT キ ョ ウツウ
　 　 Custom

  ＞カセ ッ ト  ヨ ウシサイズ
　 　 A4

 ＞MP ト レイ モー ド
　 インチ

 ＞タ ン イ
　 ミ リ

 ＞ハバ
　 　216 mm

 ＞ナガサ
　 　356 mm
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1.2 操作パネルの使いかた
前ページから続 く

 ラ イ フ カウン タ ＞  ＞インサツマイスウ
0123456

 ＞ア タ ラ シイ ト ナー [C]
　 ヘ ノ コウカン

 ＞ア タ ラ シイ ト ナー [M]
　 ヘ ノ コウカン

 ＞ア タ ラ シイ ト ナー [Y]
　 ヘ ノ コウカン

 ＞ア タ ラ シイ ト ナー [K]
　 ヘ ノ コウカン

 ソ ノ タ ＞

 ＞カ イページ マチジカン
030sec.

 ＞ス リープ タ イマ ＞
015 min.

 ＞ジュシン データ ノ
　 ダンプ

 ＞プ リ ン タ ノ  リ セ ッ ト

 ＞リ ソース
      ホゴ

 ＞サービス ＞  ＞＞ステータ スページ ノ
　 インサツ

 ＞＞ジ ド ウケイゾ ク
　 　 マチジカン 030sec.

 ＞＞テス ト ページ
　 ノ イ ンサツ

 ＞＞メ ンテナンス

 ＞ジ ド ウケイゾ ク ＞
　 　 オン

 ＞ジ ド ウケイゾク ＞
　 　 オフ

 ＞ヒ ョ ウジゲンゴ
　 　 English

 ＞ヒ ョ ウジゲンゴ
　 　 ニ ッ ポンゴ

 ＞＞ス リープモー ド
　 　 オフ

 ＞＞ス リープモー ド
　 　 オン

 ＞ブザー
　 　 オフ

 ＞ブザー
　 　 オン

 ＞インサツ ハン イ ホセイ ＞  ＞＞ヨ コ ホセイ
00.0 ミ リ

 ＞＞タ テ ホセイ
00.0 ミ リ

 ＞＞ド ラム

＞＞カ ラー チ ョ ウセイ ノ
　 ジ ッ コウ

＞アトショ リノ エラーケンチ＞
 ＞Ether Talk
　 オン

 ＞＞リョ ウメ ンインサツ ショ リ
　 　 オフ

 ＞カ ラー イチ ホセイ ＞  ＞＞ホセイ チャー ト  ノ
　 インサツ

＞＞シアン /  ホセイ
　L= 　 　 H= 　 　 　 R=

＞＞マゼン タ /  ホセイ
　L= 　 　 H= 　 　 　 R=

＞＞キイロ /  ホセイ
　L= 　 　 H= 　 　 　 R=
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1.3 モー ド選択メ ニューの設定方法
1.3 モー ド選択メ ニューの設定方法

こ こではモード選択メニューから行う設定手順について、各メニューごとに説明し

ます。

「プ リ ン ト デキマス」と表示されている と きに［メ ニュー］キーを押すと、モード選択

メニューが表示されます。

メ ニューマ ッ プの印刷

モード選択メニューで表示されるすべてのメニューを印刷します。メ ッセージディ

スプレイの表示と同じよ うに、オプシ ョ ンの機器の装着状態によって内容が変わり

ます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ ニ ューマ ッ プ ノ イ ンサツ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押

して ください。

3 ［実行］キーを押して ください。「？」が表示されます。

4 ［実行］キーを押して く ださい。「デー タ シ ョ リ チ ュ ウデス」が表示され、メ

ニューマップを印刷します。

メニューマップ ノ

　インサツ

メニューマップノ

　インサツ ？
1-16



1.3 モー ド 選択メ ニューの設定方法
図 1-3 

MENU MAP
LS-C5016N  Page Printer
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1.3 モー ド選択メ ニューの設定方法
ステータ スページの印刷

ステータスページを印刷して、プ リ ンタの現在の設定状況、使用可能メモ リー、装着

しているオプシ ョ ン機器などの情報を確認するこ とができます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ス テ ー タ ス ペー ジ ノ イ ン サ ツ」が表示される まで、［ ］キーまたは［ ］

キーを押して ください。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

4 も う一度、［実行］キーを押すと、「デー タ シ ョ リ チ ュ ウデス」が表示され、ス

テータスページを印刷します。

ステータスページに記載されている各項目の説明は、次ページのステータ ス

ページの内容を参照して ください。

ステータスページ ノ

　インサツ

ステータスページ ノ

　インサツ？
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1.3 モー ド 選択メ ニューの設定方法
ステータ スページの内容

以下はステータスページの印刷例です。各項目については次ページに説明があ り ま

す。

図 1-4 

プ リ ン タのフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンによ り、ステー タ スページに印刷される

項目や値が異なる場合があ り ます。

 

STATUS PAGE
 LS-C5016N   Page Printer

Firmware Version:                                    Released:     ①

④

③

⑤

⑦

②

⑥

⑨

⑧

⑩
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1.3 モー ド選択メ ニューの設定方法
① Firmware Version
ファームウェアのバージ ョ ンと発行日です。

② プ リ ン タ設定状況

カセッ トにセッ ト されている用紙サイズと用紙種類、プ リ ンタの主な設定項目

についての情報を表示します。

③ メ モ リー使用状況

プ リ ンタに装着されている総メモ リーと、現在使用可能なメモ リー、および現

在のRAMディ スクの状態が表示されます。

④ ページ情報

現在の解像度、設定印刷枚数、総印刷枚数を表示します。

⑤ 装着オプシ ョ ン

プリ ンタに装着されている、オプシ ョ ン機器の状態を表示します。

⑥ ネ ッ ト ワーク ステータ ス

ネッ ト ワーク関係の設定状態を表示します。TCP/IP欄には、IP ア ド レス、サブ

ネッ ト マスクアドレス、デフォル トゲート ウェイアドレスを表示します。

⑦ エ ミ ュ レーシ ョ ン

設定でき る全エ ミ ュ レーシ ョ ンを表示し ます。出荷時にはPCL 6エ ミ ュレー

シ ョ ンに設定されています。

⑧ イベン ト 履歴

KPDL エラー、メ モ リー関連のエラー、およびメモ リーカード、ハードディ ス

ク、RAMディ ス ク関連のエラーが発生した場合に、順番に3 つまでが表示され

ます。最後に起きたエラーはエラーログの先頭行に表示されます。エラーの処

置方法については、第4章 困った と きはを参照して ください。 プ リ ンタの電源

を切る と、エラー情報は消去されます。

⑨ 消耗品

トナーコンテナ各色の、およその トナー残量を表示します。100から 0に近づく

ほど トナーの残量が少なくな り ます。

⑩ イ ン タ フ ェース

プ リ ン タに装着されているすべてのイ ン タ フ ェース と、それぞれのイ ン タ

フェースに設定されているフォン トおよびエ ミ ュレーシ ョ ンを表示します。
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1.4 e-MPS機能について
1.4 e-MPS機能について

e-MPS （enhanced-Multiple Printing System）機能は、ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能、仮想

メールボッ クス機能や電子ソート機能などを実現する印刷機能です。設定はプ リ ン

タ ド ラ イバよ り行います。プ リ ンタ ド ラ イバでの設定については、KXプ リ ンタ ド ラ

イバ操作手順書をお読みください。

ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能

ジ ョ ブ リ テンシ ョ ン機能は、プ リ ンタのハードディ ス クに印刷データを保存し、必

要なと きに印刷するこ とができます。次の4種類のモードがあ り、プ リ ンタ ド ラ イバ

から選択できます。

• e-MPS 機能を使用するには、オプシ ョ ンのハー ド デ ィ スク をプ リ ン タに装着

する必要があり ます。

• 試し刷り後、保留モー ド と プ ラ イベー ト プ リ ン ト モー ド は、RAM デ ィ ス ク で

も使用できます。

ジ ョ ブ

リ テンシ ョ ン

ク イ ッ ク コ ピ ー

モー ド

試し刷り後、

保留モー ド

プ ラ イベー ト

プ リ ン ト モー ド

ジ ョ ブ保留

モー ド

機能 プ リ ン タの操作

パネルから、必要

部数を追加印刷

できます。

複数部数の印刷

の際、1 部だけ印

刷出力します。印

刷の内容を確認

してから、残り を

印刷します。キャ

ンセルする こ と

もできるので、用

紙のムダが避け

られます。

他人に見られた

く ない文書など

を、アクセスコー

ド を入力してか

ら印刷させる こ

とができます。

ファックス送信用

紙などのフォーム

をプリ ンタに保存

し、必要なと き必

要なものを必要な

枚数だけ印刷する

ことができます。

ア プ リ ケ ー

シ ョ ン ソ フ ト

か ら の印刷終

了時

同時に印刷する 同時に1部だけ印

刷する

印刷しない 印刷しない

印刷出力操作 プ リ ン タの操作

パネルから行う

プ リ ン タの操作

パネルから行う

プ リ ン タの操作

パネルから行う

プ リ ン タの操作

パネルから行う

初期印刷枚数 ド ライバから設定

し た枚数（変更可

能）

試し刷り後の残り

部数（変更可能）

ド ライバから設定

し た枚数（変更可

能）

1（変更可能）

表 1-3 
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1.4 e-MPS機能について
設定方法は1-23ページのク イ ッ ク コ ピーモー ド、1-24ページの試し刷り後、保留モー ド、1-25
ページのプラ イベー ト プ リ ン ト /ジ ョ ブ保留モー ド を参照してください。

ジ ョ ブ保留機能

ファ ッ ク ス送信用紙や、チェ ッ ク表、オーダーフォームなどよ く使う ものをプ リ ン

タのハードディ ス クに保存しておいて、印刷する こ とができます。複数部数の印刷

の際など、ハードディ ス クに保存したデータを印刷するため、印刷時間を短縮でき

ます。

コードジ ョブには以下の2種類があ り ます。

• 保存（恒久保存）コードジ ョブ

• 一時（一時保存）コードジ ョブ

一時コードジ ョブは、ハードディ スクの容量がな くなる と古いデータから削除され

ます。保存コードジ ョブは自動的には削除されません。印刷時に、プ リ ンタ ド ラ イバ

で選択します。

仮想メ ールボ ッ クス機能

仮想メールボッ クス機能は、ジ ョブをハードディ スクの仮想メールボッ クスに保存

し、後から操作パネルよ り メールボッ クス番号（＝ト レイ）を選んで印刷出力する機

能です。

最大格納ジ ョ

ブ数†
32 （50 まで拡張

可能）

32 （50 まで拡張

可能）

ハードデ ィ ス ク

容量 に 依 存（印

刷す る と、そ の

ジ ョ ブは自動的

に消去）

ハードデ ィ ス ク

の容量に依存

ア ク セ ス コ ー

ド

不要 不要 必要 任意

印刷後のデー

タ

保存 保存 消去 保存

電源オ フ 時の

データ

消去 消去 消去 保存

ハー ド デ ィ ス

ク

必要 不要（RAMディス

クでも動作）

不要（RAMディス

クでも動作）

必要

† 設定された数を超える と、古いジ ョブから順に削除されます。

ジ ョ ブ

リ テンシ ョ ン

ク イ ッ ク コ ピ ー

モー ド

試し刷り後、

保留モー ド

プ ラ イベー ト

プ リ ン ト モー ド

ジ ョ ブ保留

モー ド

表 1-3 （つづき）

プ リ ン タ ド ラ イバでの設定と印刷（保存）方法については、KXプ リ ン タ ド ラ イバ操

作手順書 をお読み く だ さい。
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1.4 e-MPS機能について
ク イ ッ ク コ ピーモー ド

このモードは、一度印刷した文書を追加印刷するモードです。

プ リ ンタ ド ラ イバでク イ ッ ク コピーを設定して文書を印刷する と、同時にハード

ディ スクに保存します。印刷が必要になったと きに操作パネルから必要な枚数を再

印刷するこ とができます。

ハードディ ス クに保存できる最大文書数は、初期設定で32個（e-MPS詳細設定で最

大50個まで変更可能）です。設定を変える と きは、1-30ページのク イ ッ ク コ ピーモー

ド の最大保存件数設定を参照して ください。設定された最大数を越えて書類を保存

する と、古いジ ョブから順に新しいジ ョブに上書きされます。

プ リ ンタの電源を切る と、このモードで保存したジ ョブは消去されます。

ク イ ッ ク コ ピーを使った印刷のしかた

最初にク イ ッ ク コピーモードでジ ョブの印刷を行います。設定手順はKX ド ラ イバ

操作手順書をお読みください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。プ リ ンタ ド ラ イバに入力したユーザ名が表示されます。（表示例で

は「コバヤシ」）

5 ［実行］キーを押すと、ユーザ名の前に「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望するユーザ名を表示させてください。

e-MPS ＞

＞クイックコピージョブ

　コバヤシ

＞クイックコピージョブ

？コバヤシ

＞クイックコピージョブ

？コバヤシ
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1.4 e-MPS機能について
7 ［実行］キーを押して ください。ユーザ名の下に、文書名（ジ ョ ブ名）が表示さ

れ、文書名の前に「？」が点滅します。文書名は、プ リ ンタ ド ラ イバから入力し

ます。

8 ［ ］または［ ］キーを押して、希望する文書名を表示させてください。

9 ［実行］キーを押して ください。印刷枚数を増やす場合には［ ］キーを、減ら

す場合には［ ］キーで印刷枚数を変更できます。

10 ［実行］キーを押して ください。設定した枚数を印刷します。

ク イ ッ ク コ ピー文書の削除

ク イ ッ ク コピーで保存されているジ ョ ブは、電源を切る と自動的に消去されます

が、以下の手順で個別に消去できます。

1 前の項目の1から8の手順を行ってください。

2 削除する文書名を表示させて、［実行］キーを押して く ださい。印刷枚数の

カーソル（＿）が点滅します。

3 印刷枚数に「サク ジ ョ 」が表示されるまで［ ］キーを押して ください。

4 ［実行］キーを押して ください。「デー タ シ ョ リ チ ュウデス」が表示され、指定
した文書が削除されます。

試し刷り後、保留モー ド

プ リ ンタ ド ラ イバで［試し刷 り後、保留］を設定し、必要な部数を設定して印刷する

と、プ リ ンタは1部だけを出力し、文書データをハードディ ス ク またはRAMディ ス

クに保存します。残りの部数を印刷する と きは操作パネルから印刷します。その際、

印刷枚数を変更するこ と もできます。

プ リ ンタの電源を切る と、このモードで保存したジ ョブは消去されます。

＞コバヤシ

？メイボ

＞メイボ

　コピー 001

＞メイボ

　コピー 001

＞メイボ

　サクジョ _
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1.4 e-MPS機能について
保留されている残り部数の印刷のしかた

印刷手順は、ク イ ッ ク コピーと同じです。1-23ページのク イ ッ ク コ ピーを使っ た印

刷のしかたを参照して ください。

プ ラ イベー ト プ リ ン ト /ジ ョ ブ保留モー ド

プラ イベートプ リ ン トは、印刷の際にド ラ イバから設定したアクセスコード と同じ

4桁の数字を、操作パネルから入力して印刷出力を可能にする機能です。データは印

刷後に消去されます。

ジ ョブ保留モードはアクセスコードは使用せず、印刷出力後は印刷データをハード

ディ ス ク またはRAMディ ス クに保持します。それぞれのド ラ イバの設定方法は、

KXド ラ イバ操作手順書をお読みください。

プラ イベー ト プ リ ン ト およびジ ョ ブ保留の印刷のしかた

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞コ ジン /ホゾンジ ョ ブ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。プ リ ンタ ド ラ イバに入力したユーザ名が表示されます。（表示例では

「コバヤシ」と入力した場合）

5 ［実行］キーを押すと、ユーザ名の前に「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望するユーザ名を表示させてください。

e-MPS ＞

＞コジン/ホゾンジョブ

　コバヤシ

＞コジン/ホゾンジョブ

？コバヤシ

＞コジン/ホゾンジョブ

？コバヤシ
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1.4 e-MPS機能について
7 ［実行］キーを押して ください。ユーザ名の下に、文書名（ジ ョ ブ名）が表示さ

れ、文書名の前に「？」が点滅します。文書名は、プ リ ンタ ド ラ イバから入力し

ます。（表示例では「ジュウシ ョ ロ ク」と入力した場合）

8 ［ ］または［ ］キーを押して希望する文書名を表示させてください。

9 ［実行］キーを押して ください。プ リ ンタ ド ラ イバで入力したアクセスコード

を入力し、［実行］キーを押して ください。

アクセスコードの入力は［ ］または［ ］キーを押して変更する桁にカーソル

を移動させ、［ ］または［ ］キーを押して数値を変更して ください。

10 印刷枚数を増やす場合には［ ］キーを、減らす場合には［ ］キーを押して印

刷枚数を変更できます。

11 ［実行］キーを押して ください。設定した枚数を印刷します。

保存ジ ョ ブの削除

保存されているジ ョブは、以下の手順で個別に消去できます。また、プラ イベートプ

リ ン トモードで保存されているジ ョブは、印刷後や電源を切る と自動的に消去され

ますが、ジ ョブ保留モードで保存したジ ョブは消去されません。

1 前の項目の1から8の手順を行ってください。

2 削除する文書名を表示させて、［実行］キーを押して ください。アクセスコー

ドを入力して、［実行］キーを押して ください。

3 印刷枚数に「サク ジ ョ 」が表示されるまで［ ］キーを押して ください。

4 ［実行］キーを押して ください。指定した文書が削除されます。

＞コバヤシ

？ジュウショロク

＞ジュウショロク

　ID 0000

＞ジュウショロク

  コピー 001

＞ジュウショロク

  コピー 001

＞ジュウショロク

  サクジョ _
1-26



1.4 e-MPS機能について
コー ド ジ ョ ブ（保存コー ド ジ ョ ブ）リ ス ト の印刷

ハードディ ス クに保存されている（恒久）保存コードジ ョ ブを印刷する こ とができ

ます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ コ ー ド ジ ョ ブ リ ス ト ノ イ ン サ ツ」が表示される まで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 も う一度、［実行］キーを押して ください。「デー タ シ ョ リ チ ュウデス」が表示

され、以下のよ うなコードジ ョブ リ ス トが印刷されます。

図 1-5 

e-MPS ＞

＞コードジョブリストノ

　インサツ

＞コードジョブリストノ 

　インサツ ？

PERMANENT CODE JOB LIST
 LS-C5016N  Page Printer
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1.4 e-MPS機能について
仮想メ ールボ ッ クス（VMB）機能

仮想メールボッ ク ス（VMB）機能は、ジ ョ ブを仮想のメールボッ ク スに保存する機

能です。保存されたジ ョ ブは、操作パネルを使用して出力するまでは印刷されませ

ん。

また、最大255個まで使用できます。各メールボッ クスの収納枚数に制限はあ り ませ

ん。全メールボッ ク スの合計容量で制限されるため（10 GBハードディ スクの場合、

初期設定は1550 MB）、ハードディ スクの容量が許す限り蓄積できます。

仮想メールボッ クスに蓄積されたデータは、印刷後は消去されます。印刷中に［キャ

ンセル］キーを押して印刷を中止した場合は、蓄積されたジ ョ ブ全体を印刷しなけ

れば、削除されません。

仮想メ ールボ ッ クス蓄積データの印刷

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ VMB データ ノ インサツ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押し

て ください。VMB ト レイ番号（メールボッ クス番号）が表示されます。

5 ［実行］キーを押すと、VMB ト レイ番号のあとに「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、希望する ト レイ番号（メールボッ ク ス番号）を

表示させてください。

7 ［実行］キーを押して ください。仮想メールボッ クス内の文書データを印刷し

ます。印刷した文書データは消去されます。

e-MPS ＞

＞VMBデータ ノ インサツ

トレイ 010:

＞VMBデータ ノ インサツ

トレイ 010？
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1.4 e-MPS機能について
仮想メ ールボ ッ クス リ ス ト の印刷

現在設定されている仮想メールボッ クスの ト レイ番号（メールボッ クス番号）、蓄積

データの有無、データサイズなどの リ ス ト を印刷します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ VMB リ ス ト ノ イ ンサツ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押し

て ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 も う一度、［実行］キーを押して ください。仮想メールボッ ク ス リ ス ト が印刷

されます。データが蓄積されている仮想メールボッ ク ス（ ト レ イ） には、ト レ

イ番号の前に郵便箱のマーク（ ）が表示されます。

図 1-6 

e-MPS ＞

＞VMBリストノ

　インサツ

＞VMBリストノ

　インサツ？

VIRTUAL MAIL BOX LIST
 LS-C5016N  Page Printer
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1.4 e-MPS機能について
e-MPS詳細設定

ハードディ スクに保存できる最大文書件数や、機能ごとに割当てる容量を変更する

こ とができます。

• ク イ ッ クコピーモードの最大保存件数設定

• 一時コードジ ョブの合計保存容量設定

• 保存コードジ ョブの合計保存容量設定

• 仮想メールボッ クス（VMB）の合計保存容量設定

ク イ ッ ク コ ピーモー ドの最大保存件数設定

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞ク イ ッ ク コ ピージ ョ ブ ノ コ スウ」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。設定値は0～50です。［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが左右に移

動します。

9 希望の最大保存件数を表示させて、［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

e-MPS ＞

＞e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞クイックコピージョブ

　ノ コスウ 32

＞＞クイックコピージョブ

　ノ コスウ 32
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1.4 e-MPS機能について
一時コー ド ジ ョ ブの合計保存容量設定

ハードディ スクに保存する一時コードジ ョブの合計容量（上限）を設定します。

ただし、実際に使用できる容量は、ハードディ スクの空き容量までとな り ます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞ イ チ ジ コ ー ド ジ ョ ブ ノ サ イ ズ」が表示される まで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。初期設定では、装着したハ－ドディ ス クの容量の約

1/6 の値が設定されています。例えば 10 GB のハー ドデ ィ ス ク の場合は、

1550 MBになり ます。

7 ［実行］キーを押して ください。カーソルが（＿）が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。設定値は0～9999です。（実際に割リ当てられる最大容量はハードディ

スクの空き容量までとな り ます。）［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが左

右に移動します。

9 希望の一時コードジ ョブの保存容量を表示させて、［実行］キーを押して くだ

さい。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

e-MPS ＞

＞e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞イチジコードジョブ

　ノ サイズ 1550MB

＞＞イチジコードジョブ

　ノ サイズ 1550MB
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1.4 e-MPS機能について
保存コー ド ジ ョ ブの合計保存容量設定

ハードディ ス クに保存する保存（恒久保存）コードジ ョ ブの合計容量（上限）を設定

します。ただし、実際に使用できる容量は、ハード ディ スク の空き容量までと なり ま

す。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞ホ ゾ ン コ ー ド ジ ョ ブ ノ サ イ ズ」が表示される まで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。

初期設定では、装着したハ－ドディ スクの容量の約1/6の値が設定されていま

す。例えば、10 GBのハードディ スクの場合は、1550 MBになり ます。

7 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。設定値は0～9999です。（実際に割リ当てられる最大容量はハードディ

スクの空き容量までとな り ます。）［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが左

右に移動します。

9 希望の保存コードジ ョブの使用領域を表示させて、［実行］キーを押して くだ

さい。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

e-MPS ＞

＞e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞ホゾンコードジョブ

　ノサイズ 1550MB

＞＞ホゾンコードジョブ

　ノサイズ 1550MB
1-32



1.4 e-MPS機能について
仮想メ ールボ ッ クス（VMB）の合計保存容量設定

ハードディ スクに保存する仮想メールボッ クスの合計容量（上限）を設定します。最

大容量は、ハードディ スクの空き容量までです。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「e-MPS ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞e-MPS シ ョ ウサイセ ッ テイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞VMB ノ  サイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。初期設定では、装着したハ－ドディ ス クの容量の約1/6の値が設定され

ています。例えば10 GBのハードディ スクの場合は、1550 MBになり ます。

7 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。設定値は0～9999です。（実際に割リ当てられる最大容量はハードディ

スクの空き容量までとな り ます。）［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが左

右に移動します。

9 希望の仮想メールボッ クス（VMB）の使用領域を表示させて、［実行］キーを押

して ください。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

e-MPS ＞

＞e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞e-MPS ＞

　ショウサイセッテイ

＞＞VMBノサイズ

　　　　　　　1550MB

＞＞VMBノサイズ

　　　　　　　1550MB
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1.5 イ ン タ フ ェースの各種設定
1.5 イ ン タ フ ェ ースの各種設定

本プ リ ンタはパラレルインタフェース、USB インタフェース、およびネッ ト ワーク

インタフェースを標準装備しています。さ らに必要に応じてオプシ ョ ンのネッ ト

ワーク インタフェースカードを装着するこ とができます。

エ ミ ュレーシ ョ ンなどのプ リ ンタの環境は、これらの各インタフェースごとに独立

して設定する こ とができます。以下の手順で、設定するインタフェースを選択して

ください。

パラ レルイ ン タ フ ェースモー ドの設定

本プ リ ンタのパラレルインタフェースは双方向および高速モードに対応していま

す。通常は、初期設定の「ニブル（コウソ ク）」のままで使用して ください。

インタフェースの詳細については付録 B イ ン タ フ ェースを参照して ください。イン

タフェースの設定を変更した場合は、プ リ ンタを リ セッ トするか、一度電源を切っ

てください。その後にこの設定が有効になり ます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ン タ フ ェース ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。「パラ レル」、「USB」、「ネ ッ ト ワーク」、または「オプシ ョ ン」（ネッ ト ワーク

インタフェース）のいずれかが表示され、現在選択されているインタフェー

スを示します。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

「パラ レル」が表示されていない場合は、［ ］または［ ］キーを押して「パラ

レル」を表示させてください。

4 も う一度、［実行］キーを押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイにモードの設定が表示

されます。

こ こ での選択は、デー タ を受信する イ ン タ フ ェ ースを選ぶものではあ り ません。

データ を受信するイ ン タ フ ェースは自動的に切り替わり ます。

インタフェース

？　パラレル

インタフェース

？　パラレル
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1.5 イ ン タ フ ェ ースの各種設定
6 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して希望するモードを表示させて、［実行］キーを押

して ください。表示されるモードは以下のとおりです。

ニブル（コウソ ク）［初期設定］
ジ ド ウ

ノ ーマル

コウソ ク

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースの各種設定

本プリ ンタは、TCP/IP、NetWare、およびEtherTalkプロ ト コルに対応しており ます。さ

らにプ リ ンタの拡張スロ ッ トに、オプシ ョ ンのネッ ト ワークカードを装着するこ と

ができます。

オプシ ョ ンのネッ ト ワークカードに関する詳細は、ネッ ト ワーク インタフェース

カードの使用説明書を参照して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ン タ フ ェ ース 　 ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。「パラ レル」（初期設定）、「USB」、「ネ ッ ト ワー ク」、または「オプ シ ョ ン」

のいずれかが表示され、現在選択されているインタフェースを示します。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して「ネ ッ ト ワー ク」を表示させて く ださい。オプ

シ ョ ンのネッ ト ワークカードを設定する場合は、「オプシ ョ ン」を表示させて

ください。

5 も う一度、［実行］キーを押して ください。

＞パラレルインタフェース

？　ニブル（コウソク）

インタフェース  

？　パラレル

インタフェース  

？　ネットワーク
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1.5 イ ン タ フ ェースの各種設定
6 ［ ］キーを押して ください。［ ］または［ ］キーを押すごとに以下のよ うに

表示が変わり ます。次の説明を参考にして、設定を行ってください。

7 こ こでは例と してネッ ト ワークにプリ ンタを接続するために、TCP/IP プロ ト

コルを有効にする手順を説明します。同様の手順で「NetWare」や「EtherTalk」

を選択するこ とができます。

「TCP/IP」が「オ フ」の場合は、［実行］キーを押し、［ ］または［ ］キーで「オ

ン」を選択して、も う一度［実行］キーを押して ください。

NetWare ネ ッ ト ワークに接続する場合にオンに し ます。サブ メ ニ ューの

中で、フ レームモー ド を「ジ ド ウ」、「802.3」、「Ethernet II」、「802.3 SNAP」

と「802.2」から選択できます。

TCP/IPでWindows ネ ッ ト ワークなどに接続する場合はオンにし ます。サ

ブ メ ニ ューでは、DHCP、IP ア ド レス、サブネ ッ ト マス ク ア ド レス、ゲー ト

ウ ェ イ ア ド レスの各ア ド レスが設定でき ます。（IP ア ド レスについては、

以下の手順8以降を参照し て く だ さい。）

EtherTalk で AppleTalk ネ ッ ト ワー ク に接続するには、「EtherTalk」をオン

にし て く だ さい。

「オン」にする と、プ リ ン タのステータ スページを印刷し た と きに、同時に

ネ ッ ト ワーク ステー タ スページが印刷されます。1-15 ページを参照し て

く だ さい。

＞NetWare  

　 オフ

＞TCP/IP

　 オフ

＞EtherTalk

　 オフ

＞ネットワーク インタフェース 

　ステータスノインサツ オフ

＞TCP/IP ＞

　 オン
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1.5 イ ン タ フ ェ ースの各種設定
8 ［ ］キーを押して ください。［ ］または［ ］キーを押すごとに次のよ う に表

示が変わり ます。

9 設定する項目を表示させ［実行］キーを押して ください。「DHCP」を設定中は、

「？」が点滅します。「IP ア ド レス」や「サブネ ッ ト  マス ク」、「デフ ォル ト  ゲー

ト ウ ェ イ」の設定中は、カーソル（＿）が点滅します。

10 「DHCP」の設定は、［ ］または［ ］キーで「オン」または「オ フ」を選択して く

ださい。

「IP ア ド レス」や「サブネ ッ ト  マスク」、「デフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イ」の設定は、

［ ］または［ ］キーで、カーソルが点滅している場所の数字（000から 255）を
変更して ください。［ ］または［ ］キーを使ってカーソルを左右に移動させ

るこ とができます。

設定するネッ ト ワークア ド レスは、ネッ ト ワーク管理者に確認して く ださ

い。

11 ［実行］キーを押して ください。

12 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

＞＞DHCP

　　オフ

＞＞IP アドレス

　　000.000.000.000

＞＞サブネット マスク

　　000.000.000.000

＞＞デフォルト ゲートウェイ 

　　000.000.000.000

＞＞サブネット マスク

　　000.000.000.000
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1.5 イ ン タ フ ェースの各種設定
ネ ッ ト ワークステータ スページの印刷

ステータスページを印刷した際に、続けてネッ ト ワークステータスページも印刷す

る こ と ができ ます。ネ ッ ト ワーク ステータ スページでは、ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フェースのファームウェアバージ ョ ンやネッ ト ワークアドレス、ネッ ト ワークプロ

ト コル等の情報を確認するこ とができます。初期設定は「オフ」（印刷しない）です。

以下の手順で設定してください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ン タ フ ェース ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して、「ネ ッ ト ワーク」を表示させてください。

5 も う一度、［実行］キーを押して ください。「？」が消えます。

6 ［ ］キーを押し、次に［ ］または［ ］キーを押して、「＞ネ ッ ト ワーク  イン タ

フ ェース ステータ ス ノ  イ ンサツ」を表示させてください。現在の状態が表示

されます。

オプ シ ョ ンのネ ッ ト ワー ク イ ン タ フ ェ ース カー ド によ っ ては、ネ ッ ト ワー ク ス

テータ スページを印刷し ない場合があ り ます。詳細はネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ー

スカー ドの使用説明書を参照し て く だ さ い。

インタフェース ＞

　　パラレル

インタフェース

？　パラレル

インタフェース

？　ネットワーク

インタフェース

　　ネットワーク

＞ネットワーク インタフェース 

ステータス ノ インサツ オフ   
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1.5 イ ン タ フ ェ ースの各種設定
7 ［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを使って「オン」または「オフ」を選択して ください。

9 ［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト  デ

キマス」に戻り ます。

ネ ッ ト ワークステータ スページの見本

図 1-7 

＞ネットワーク インタフェース 

ステータス ノ インサツ？ オフ 

＞ネットワーク インタフェース 

ステータス ノ インサツ？ オン 

NETWORK STATUS PAGE
 LS-C5016N  Page Printer
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定

エ ミ ュ レーシ ョ ンモー ドの選択

インタフェースごとに異なるエ ミ ュレーシ ョ ンを設定するこ とができます。以下の

手順で選択してください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。現在選択されているエ ミ ュレーシ ョ ンが表示されます。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して、希望するエ ミ ュレーシ ョ ンを表示させて くだ

さい。以下のエミ ュレーシ ョ ンが、選択できます。

PCL 6（初期設定）

KPDL（PostScriptレベル3互換）

KPDL（ジ ド ウ） （自動選択）

PC-PR201/ 65A 　

IBM 5577 　

EPSON VP-1000 　

5 ［実行］キーを押して ください。

6 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

エミュレーション

？PCL  6
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
「KPDL（自動）」の代替エ ミ ュ レーシ ョ ンの選択

「KPDL（ジ ド ウ）」エ ミ ュレーシ ョ ンを選択する と、印刷するデータに応じてKPDL
と代替エ ミ ュレーシ ョ ンを自動的に切り替えます。初期設定の代替エ ミ ュレーシ ョ

ンは「PCL 6」です。代替エミ ュレーシ ョ ンの変更は、次の手順で行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して、「KPDL（ジ ド ウ）」を表示させて、［実行］キーを

押して ください。

5 ［ ］キーを押します。［ ］または［ ］キーを押して「＞ダ イ ガエ エ ミ ュ レー

シ ョ ン」サブ メ ニューを表示させて く ださい。現在設定されている代替エ

ミ ュレーシ ョ ン名も表示されます。

6 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して、設定したいエ ミ ュレーシ ョ ンを選択して くだ

さい。

8 ［実行］キーを押して ください。

9 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

エミュレーション

　PCL  6

エミュレーション

？PCL  6

エミュレーション ＞

　KPDL（ジドウ）

＞ダイガエ エミュレーション

？PCL 6
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
KPDLエラーの印刷

KPDLエ ミ ュレーシ ョ ンモードで印刷中に、エラーが発生した際にその内容を印刷

します。初期設定は、印刷しない設定（オフ）です。KPDLエラーを印刷するには、次の

手順で設定を変更して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「エ ミ ュ レーシ ョ ン ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

 

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して、「KPDL」または「KPDL（ジ ド ウ）」を選択して、

［実行］キーを押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。「＞KPDL エ ラー ノ  イ ンサツ」が表示されていな

いと きは、［ ］または［ ］キーを押して表示させて ください。初期設定は「オ

フ」になっています。

6 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して、「オン」を表示させてから、［実行］キーを押し

て ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

エミュレーション

　PCL 6

エミュレーション

？PCL 6

エミュレーション ＞

　KPDL

＞KPDLエラー ノ インサツ

　オフ

＞KPDLエラー ノ インサツ

？ オン
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
初期フ ォ ン ト の設定

現在選択されているインタフェースの初期フォン ト （ANKフォン ト ・漢字フォン ト ）

を選択する こ とができ ます。プ リ ンタ内蔵フォン ト だけでな く、プ リ ンタの メ モ

リーにフォン ト をダウンロード している場合や、メモ リーカードやハードディ スク

にフォン トがある場合は、初期フォン ト と して設定するこ とができます。また、フォ

ン トの太さ、サイズ、ピッチなども設定できます。

ANKフ ォ ン ト の選択

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ANKフ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。プ リ ンタの内蔵フォン ト を選択する場合は、「ヒ ョ ウジ ュ ン」を選択して

ください。

5 ［ ］キーを押して ください。以下の表示に変わり ます。

内蔵フォン ト 以外のオプシ ョ ンフォン ト を選択する場合は、手順4の「ANK
フ ォ ン ト 」表示中に［実行］キーを押して ください。［ ］または［ ］キーを押

して「オプ シ ョ ン」を表示させ、［実行］キーを押して く ださい。その後に［ ］

キーを押すと、上記のよ う にフォン ト選択表示に変わり ます。この操作はオ

プシ ョ ンのフォン トがプリ ンタにある場合のみ行えます。

フォント ＞

＞ANKフォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞ I000
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
フォン ト番号の前に表示されるアルファベッ トは、フォン トの種類によって

次のよ うに表示されます。　

6 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して、希望のフォン ト 番号を表示させて ください。

内蔵フォン ト の番号はA-2ページの内蔵フ ォ ン ト 一覧および1-51ページの

フ ォ ン ト リ ス ト の印刷を参照して ください。

8 希望のフォン ト番号を表示させて、［実行］キーを押して ください。

9 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

表示 説明

I プリ ンタ内蔵欧文フォン ト

IJ プリ ンタ内蔵日本語フォン ト

S 欧文ダウンロードフォン ト

SJ 日本語ダウンロードフォン ト

M メモ リーカード内の欧文フォン ト

MJ メモ リーカード内の日本語フォン ト

H RAMディ スクまたはハードディ スク内の欧文フォン ト

HJ RAMディ スクまたはハードディ スク内の日本語フォン ト

表 1-4 

＞＞？I000
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
Courier/Letter Gothicフ ォ ン ト の太さ選択

このメニューでは、Courier/Letter Gothicフォン トの太さを、2種類から選択できます。

こ こでは、Courierフォン トの太さを変える例を説明します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ANKフ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

5 「ヒ ョ ウジ ュ ン」が表示されている こ と を確認して［ ］キーを押して くださ

い。

6 「＞＞Courier」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

Letter Gothicフォン トの太さを変える場合は、「＞＞Letter Gothic」を表示させ

てください。

7 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーで「ヒ ョ ウジュ ン」または「フ ト イ」を選択して ください。

9 ［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

フォント ＞

＞ANKフォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞Courier

　　ヒョウジュン

＞＞Courier

？　ヒョウジュン
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
ANKフ ォ ン ト のサイズ設定

初期フォン ト に設定したANK フォン ト のサイズを設定し ます。初期フォン ト を

Courier フォン ト またはLetter Gothic フォン ト に設定している場合は、このメニュー

は表示されずに文字ピッチの設定が表示されます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ANKフ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞サイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

7 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅します。

8 カーソルが点滅している位置で、［ ］または［ ］キーを押すと数値が増減し

ます。0.25ポイン ト ご とに4～999.75ポイン トの範囲で設定できます。［ ］また

は［ ］キーを押すとカーソルを左右に移動できます。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

フォント ＞   

＞ANKフォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞サイズ

　012.00 ポイント

＞＞サイズ

　012.00 ポイント
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
Courier/Letter Gothicフ ォ ン ト の文字ピ ッ チの設定

CourierまたはLetter Gothicフォン トの文字ピッチの設定ができます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ANKフ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

5 「ヒ ョ ウジ ュ ン」が表示されている こ と を確認して［ ］キーを押して くださ

い。

6 「＞＞ピ ッ チ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

7 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅します。

8 カーソルが点滅している位置で、［ ］または［ ］キーを押すと数値が増減し

ます。0.01 cpi毎に0.44～99.99 cpiの範囲で設定できます。［ ］または［ ］キー

を押すとカーソルを左右に移動できます。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト  デ

キマス」に戻り ます。

フォント ＞

＞ANKフォント ＞

　 ヒョウジュン

＞＞ピッチ

　　　　　10.00 cpi

＞＞ピッチ

　　　　　10.00 cpi
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
漢字フ ォ ン ト の設定

印刷する漢字フォン トの種類を選択できます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞カ ン ジ フ ォ ン ト ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

5 プ リ ンタ内蔵フォン ト を選択する場合は、「ヒ ョ ウジ ュ ン」が選択されている

こ とを確認して［ ］キーを押して ください。以下の表示に変わり ます。「ヒ ョ

ウジ ュ ン」が表示されていない場合は、［実行］キーを押してから、［ ］または

［ ］キーを押して表示させてください。

オプシ ョ ンのフォン ト を選択する場合は、「＞カ ンジ フ ォ ン ト  ＞」を表示中

に、［実行］キーを押して く ださい。［ ］または［ ］キーを押して「オ プ シ ョ

ン」を表示させ、［実行］キーを押して ください。その後に［ ］キーを押すと、上

記のよ う にフォン ト 選択表示に変わ り ます。この操作は、プ リ ン タにオプ

シ ョ ンのフォン トがある場合のみ可能です。

フォン ト番号の前に表示されるアルファベッ トは、フォン トの種類によって

次のよ うに表示されます。　

6 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押して、希望のフォン ト 番号を表示させて ください。

内蔵フォン ト の番号はA-2ページの内蔵フ ォ ン ト 一覧および1-51ページの

フ ォ ン ト リ ス ト の印刷を参照して ください。

フォント ＞

＞カンジ フォント ＞

    　ヒョウジュン

＞＞ IK01

表示 説明

IK プリ ンタ内蔵フォン ト

SK ダウンロードフォン ト

MK メモ リーカード内のフォン ト

HK RAMディ スクまたはハードディ スク内のフォン ト

表 1-5 
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
8 希望のフォン ト番号を表示させて、［実行］キーを押して ください。

9 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

漢字フ ォ ン ト サイズの設定

上記で初期フォン トに設定した漢字フォン トのサイズを設定します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞カ ン ジ フ ォ ン ト ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞サイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

7 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅します。

8 カーソルが点滅している位置で、［ ］または［ ］キーを押すと数値が増減し

ます。0.25ポイン ト毎に4～999.75ポイン トの範囲で設定できます。［ ］または

［ ］キーを押すとカーソルを左右に移動できます。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

フォント ＞

＞カンジ フォント ＞

　　ヒョウジュン

＞＞サイズ

　009.60 ポイント

＞＞サイズ

　009.60 ポイント
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
コー ド セ ッ ト の設定

PCL 6エ ミ ュレーシ ョ ン時、初期フォン ト と してプ リ ンタ内蔵のフォン トが選択さ

れている場合に、文字コードセッ ト を選択する こ とができ ます。選択でき る文字

コードセッ ト は、現在選択されているフォン ト によ り変化し ます。初期値と して

IBM PC-8 が設定されています。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ コ ー ド セ ッ ト 」が表示される まで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望するコードセッ ト を表示させてください。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

フォント ＞

＞コード セット

　IBM PC-8

＞コード セット

？IBM PC-8
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1.6 エ ミ ュ レーシ ョ ンの設定
フ ォ ン ト リ ス ト の印刷

フォン ト選択の目安となる、フォン ト リ ス ト を印刷できます。オプシ ョ ンフォン ト

の リ ス ト も同様の手順で印刷できます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「フ ォ ン ト  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「ヒ ョ ウジュ ン フ ォ ン ト  サンプル ノ  イ ンサツ」が表示されるまで、［ ］また

は［ ］キーを押して く ださい。オプシ ョ ンのフォン ト がある場合は、「オ プ

シ ョ ン フ ォ ン ト  サンプル ノ  イ ンサツ」も選択できます。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 も う一度、［実行］キーを押して ください。「データ  シ ョ リ チュウデス」が表示

され、フォン トサンプルとフォン ト番号が記載されたフォン ト リ ス トが印刷

されます。印刷後、メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト  デキマス」に戻り ま

す。

フォン ト リ ス トのサンプルは、付録 A フ ォ ン ト をご覧ください。

フォント ＞

＞ヒョウジュン フォント

　サンプル ノ インサツ

＞ヒョウジュン フォント

　サンプル ノ インサツ ？
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1.7 印刷環境の設定
1.7 印刷環境の設定

印刷枚数や縮小印刷、印刷方向など、印刷環境の設定を行います。

印刷枚数の設定

現在選択しているインタフェースから印刷する枚数を設定できます。1～999枚まで

設定できます。メ ッセージディ スプレイに「プ リ ン ト  デキマス」が表示されている

と きに設定するこ とができます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞コ ピー マイスウ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

5 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、点滅しているカーソルの位置の数値を増減し

て ください。1～999まで設定できます。［ ］または［ ］キーを押すとカーソル

を左右に移動できます。

7 希望の印刷枚数を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞コピー  マイスウ

001

＞コピー  マイスウ

001
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1.7 印刷環境の設定
縮小印刷の設定

印刷データを縮小して印刷する（縮小印刷）ための設定を行います。元の用紙サイズ

と縮小後の用紙サイズを設定します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツカ ンキ ョ ウ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞シ ュ ク シ ョ ウ」が表示される まで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

ソ ースサイズ：縮小前の用紙サイズです。コンピュータからの印刷データに

設定されている用紙サイズと同一でなければなり ません。

タ ーゲ ッ ト サイズ：縮小後のサイズです。給紙カセッ ト の用紙サイズと同じ

サイズにします。

各ソースサイズに対する設定可能なプ リ ン ト サイズおよび縮小率について

は、次の表 1-6を参照して ください。

• 縮小印刷、はモ ノ ク ロモー ド でのみ行えます。

• 縮小印刷では、等倍での印刷結果とは異な り、文字の線幅が一定になら ない場

合や、図形・イ メ ージ・パターンなどの中に線が見られる場合があり ます。また

細い線などは印刷されない場合があり ます。

• バーコー ド を縮小印刷する と、読み取れない場合があり ます。

インサツカンキョウ ＞

＞シュクショウ

　　　[CS]→[CS]

ソース
サイズ

ターゲ ッ ト
サイズ
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1.7 印刷環境の設定
ソースサイズと ターゲ ッ ト サイズの組み合わせ（縮小率は近似値）

5 ［実行］キーを押すと、ソースサイズの下でカーソル（＿）が点滅します。

6 カーソルがソースサイズの下にある と きに、［ ］または［ ］キーを押すとサ

イズが変わり ます。希望のサイズを表示させて ください。（ターゲッ トサイズ

も同時に変わり ます。）

ソースサイズ ターゲッ ト サイズ 縮小率

［CS］ ［CS］ 100 %

［CS］ 98 % 98 %

［LG］ リーガルサイズ

（8.5×14 インチ）

［LG］ 100 %

［LG］ 98 % 98 %

［LT］レターサイズ

（8.5×11 インチ）

［LT］ 100 %

［A4］ 94 %

［LT］ 98 % 98 %

ST（Statement） ［ST］ 100 %

O2（Oficio II） ［O2］ 100 %

FO（Folio） ［FO］ 100 %
16K ［16K］ 100 %

［A5］
（14.8×21 cm）

［A5］ 100 %

［A5］ 98 % 98 %

［B5］
（18.2×25.7 cm）

［B5］ 100 %

［A5］ 81 %

［B5］ 98 % 98 %

［A4］
（21×29.7 cm）

［A4］ 100 %

［LT］ 94 %

［B5］ 86 %

［A5］ 70 %

［A4］ 98 % 98 %

［B4］
（25.7×36.4 cm）

［B5］ 70 %

［A4］ 98 % 81 %

［A3］
（29.7×42 cm）

［A4］ 70 %

［SF］ス ト ッ クフォーム ［A4］ 71.6×75.3 %

表 1-6 

＞シュクショウ

　　　[CS]→[CS]

＞シュクショウ

　　　[B4]→[B4]
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1.7 印刷環境の設定
7 ターゲッ トサイズを変更するには、［ ］キーを押して、カーソルをターゲッ ト

サイズの下に移動させてください。

8 ソースサイズと同じよ うに、［ ］または［ ］キーを押して希望のターゲッ ト

サイズを表示させてください。ターゲッ トサイズだけが変わり ます。

9 希望のサイズを表示させて、［実行］キーを押して ください。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

印刷方向の選択

印刷方向を縦向き（タテ）または横向き（ヨ コ）のどちらか選択できます。メ ッセージ

ディ スプレイに「プ リ ン ト  デキマス」が表示されている と きに設定できます。 

図 1-8 

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツカ ンキ ョ ウ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。 

＞シュクショウ

　　　[B4]→[B4]

＞シュクショウ

　　　[B4]→[A4]

エ コ シスプ リ ン タ

縦向き（タ テ） 横向き（ヨ コ）

エ コ シスプ リ ン タ

インサツカンキョウ ＞
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1.7 印刷環境の設定
4 「＞イ ンサツ ノ ムキ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「タ テ」または「ヨ コ」を選択して ください。    

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

＞インサツ ノ ムキ

　　タテ

＞インサツ ノ ムキ

？　タテ
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改行動作（LF）の設定

プ リ ンタが改行コード（文字コード 0AH）を受信したと きの動作を設定します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツカ ンキ ョ ウ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。 

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ LF（カ イギ ョ ウ）ド ウサ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する改行動作を表示させてください。

LF ノ ミ ：改行を行います（初期設定）。

CR +  LF：改行および復帰を行います。

LF ムコウ：改行を行いません。

7 希望する動作を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞LF(カイギョウ)ドウサ

　 LF ノミ

＞LF(カイギョウ）ドウサ

？ LF ノミ
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復帰動作（CR）の設定

プリ ンタが復帰コード（文字コード 0DH）を受信したと きの動作を設定します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツ カ ンキ ョ ウ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ CR（フ ッ キ）ド ウサ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する復帰動作を表示させてください。

CR ノ ミ ：復帰を行います（初期設定）。

CR +  LF：復帰および改行を行います。

CR ムコウ：復帰を行いません。

7 希望する動作を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞CR（フッキ）ドウサ

　 CR ノミ

＞CR（フッキ）ドウサ

？ CR ノミ
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ワイ ドA4の設定

この設定をオンにする と、A4ページ1行に印刷できる文字数が78文字に増加します

（10 cpi）。この設定はPCL 6のエ ミ ュレーシ ョ ンでのみ有効になり ます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツカ ンキ ョ ウ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ワイ ド A4」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オフ」を選択して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

インサツカンキョウ ＞

＞ワイドA4

　 オフ

＞ワイドA4

？ オフ
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1.8 印刷品質の設定

印刷時の光沢の強弱を設定します。

光沢モー ドの設定

光沢モードを「ツ ヨ イ」に設定する と印刷速度が約半分にな り、印刷物の光沢を増す

こ とができます。

光沢モードは、次のよ うに切り換えます。初期設定は「ヨ ワイ」です。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「イ ンサツ ヒ ンシツ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞コウ タ ク  モー ド」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、「ヨ ワイ」か「ツ ヨ イ」を選択して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

• 光沢モー ドの「ツ ヨ イ」は、用紙種類が「ラベル」や「OHP シー ト 」以外の設定で

有効です（1-71ページの用紙種類の設定 を参照）。

• 光沢モー ド で印刷を行 う と、用紙の種類や状態によ っ ては用紙にシワが入る

こ とがあ り ます。その場合はシワの入り に く い、厚めの用紙に代えてみて く だ

さい。

インサツヒンシツ ＞

＞コウタク モード

　　ヨワイ

＞コウタク モード

？　ヨワイ
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1.9 ハー ド デ ィ ス クおよび メ モ リ ーカー ド の操作
1.9 ハー ド デ ィ スクおよび メ モ リーカー ドの操作

本プリ ンタはメモ リーカード、オプシ ョ ンのハードディ スク、およびRAMディ スク

の3種類のス ト レージ装置を使用できます。メモ リーカードやハードディ スクは、プ

リ ンタの専用スロ ッ ト に装着して使用します。RAMディ ス クは、プ リ ンタのメモ

リーの一部をRAMディ ス クに割り当てて使用します。基本的な操作はいずれの装

置も同じです。こ こでは、メモ リーカードの操作を中心に説明します。

ハードディ スクを装着する と、e-MPSの全機能を使用できます。RAMディ ス クでは

一部の機能が使用できます。e-MPS機能については、1-21ページの1.4 e-MPS機能に

ついてを参照して ください。

メ モ リーカー ドの操作

本プリ ンタはメモ リーカードを使用して、以下の操作が可能です。

• フォン トの読み込み

• データの読み込み

• データの書き込み

• データの削除

• メモ リーカードのフォーマッ ト （初期化）

• データ名（パーティシ ョ ン） リ ス ト の印刷

メモ リーカードの取り扱いについては、C-7ページのメ モ リ ーカー ド を参照して く

ださい。

フ ォ ン ト の読み込み

メモ リーカードからフォン ト を読み込むには、以下の手順で行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ モ リ カ ー ド ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞フ ォ ン ト ノ ヨ ミ コ ミ 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。

メモリカード ＞

＞フォント ノ ヨミコミ
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1.9 ハー ド デ ィ ス クおよび メ モ リーカー ド の操作
5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 ［実行］キーを押して く ださい。「シ ョ リ チ ュ ウデス」が表示され、メ モ リ ー

カードからのフォン トの読み込みが開始されます。フォン トの読み込みが終

了する と、メ ッセージディ スプレイは「＞フ ォ ン ト  ノ  ヨ ミ コ ミ 」に戻り ます。

7 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

データの読み込み（印刷）

メモ リーカードに保存されているデータを読み込んで印刷するには、以下の手順で

行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ モ リ カ ー ド ＞」が表示される まで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞データ  ノ  ヨ ミ コ ミ 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。データの名称も表示されます。（以下の表示例は、データ名が「メ イ

ボ」の場合です。）

5 ［実行］キーを押すと、データの名称の前に「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、読み込みたいデータの名称を表示させて くだ

さい。

7 ［実行］キーを押して ください。「デー タ シ ョ リ チ ュウデス」が表示され、メモ

リーカードからデータが読み込まれます。

＞フォント ノ ヨミコミ ？

メモリカード ＞

＞データ ノ ヨミコミ

　メイボ

＞データ ノ ヨミコミ

？メイボ
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データの書き込み

コンピュータから送られたデータを メモ リーカードに書き込むこ とができます。書

き込まれたデータには自動的に名前（パーティシ ョ ン名）がつけられます。1-67ペー

ジのデータ名（パーテ ィ シ ョ ン）リ ス ト の印刷で、書き込まれたデータ名を確認する

こ とができます。

メモ リーカードへデータを書き込むと きは、以下の手順で行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ モ リ カ ー ド ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞デー タ ノ カキ コ ミ 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 ［実行］キーを押して ください。「データ  シ ョ リ チュウデス」が表示され、その

後「ページ ガ ノ コ ッ テイマス」に表示が変わり ます。

7 その状態で、コンピュータからプ リ ンタにデータを送ってください。

データを受信する とプ リ ンタの メ ッセージディ スプレイの表示が「デー タ

シ ョ リ チュウデス」に変わり、受信が終了する と 「ページ ガ ノ コ ッ テ イマス」

に変わり ます。

8 メ ッセージディ スプレイの表示が「ページ ガ ノ コ ッ テイマス」に変わったこ

とを確認し、［印刷可/解除］キーを押して ください。

挿入 し た メ モ リ ー カ ー ド が初期化 さ れて い な い場合は、「メ モ リ ー カ ー ド  ノ

フ ォーマ ッ ト  ヲ  シテ クダサイ」が表示されます。1-66ページのメ モ リ ーカー ドの

フ ォ ーマ ッ ト （初期化）を参照 し て メ モ リ ー カ ー ド の フ ォ ーマ ッ ト （初期化）を

行っ て く だ さ い。メ モ リ ーカー ド がフ ォーマ ッ ト さ れていない と、デー タ を書き

込むこ とができません。

メモリカード ＞

＞データ ノ カキコミ

＞データ ノ カキコミ ？
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プ リ ンタは今書き込まれたデータの情報を自動的に印刷します（下例）。これ

によって、書き込まれたデータの名前（パーティシ ョ ン名） や、書き込みが正

常に行われたかを確認するこ とができます。

メモ リーカードに書き込まれたデータは、DataS001、DataS002、DataS003... と
自動的に名前が付けられます。

図 1-9 

リ ス ト （上記）には以下の情報が記載されています。

Partition Type：書き込まれたデータのタイプ（2のみをサポート ）

Partition Name：書き込まれたパーティシ ョ ン（データ）

Write Partition Length：書き込まれたパーティシ ョ ンのデータ量

Others：エラー情報

メモ リーカードへ書き込まれたデータの情報が印刷される と、メ ッセージ

ディ スプレイは「プ リ ン ト  デキマス」に戻り ます。

9 上記の手順を繰り返し、すべてのデータの書き込みを行って ください。デー

タを書き込むたびに、メモ リーカードへ書き込まれたデータの情報が印刷さ

れます。メモ リーカード内全てのデータの情報を確認する と きは、1-67ページ

のデータ名（パーテ ィ シ ョ ン）リ ス ト の印刷を参照して ください。

FORMAT INFORMATION
 LS-C5016N  Page Printer
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1.9 ハー ド デ ィ ス クおよび メ モ リ ーカー ド の操作
データの削除

メモ リーカード内のデータを個別に削除するこ とができます。

メモ リーカードからデータを削除する と きは、以下の手順で行って ください。デー

タが無い場合には、メ ッセージディ スプレイに「＞デー タ  ノ  サク ジ ョ 」は表示され

ません。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ モ リ カ ー ド ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞データ  ノ  サク ジ ョ 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。データ名も表示されます。（以下の表示例は、データ名が「メ イボ」の

場合です。）

5 ［実行］キーを押すと、データ名の前に「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、削除したいデータ名を表示させてください。

7 ［実行］キーを押して ください。「データ  シ ョ リ チュウデス」が表示され、デー

タがメモ リーカードから削除されます。

メモリカード ＞

＞データ ノ サクジョ

　メイボ

＞データ ノ サクジョ

？メイボ
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メ モ リーカー ドのフ ォーマ ッ ト （初期化）

未使用のメモ リーカードを使用するためには、最初にメモ リーカードのフォーマッ

ト を行う必要があ り ます。初期化する と、メモ リーカードへのデータの書き込みが

可能にな り ます。

メモ リーカードをフォーマッ トする と きは、以下の手順で行って ください。未使用

のメモ リーカードを装着した場合は、「メ モ リ カー ド  ノ  フ ォーマ ッ ト  ヲ  シテ クダ

サイ」が表示されます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ モ リ カ ー ド ＞」が表示される まで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ メ モ リ カー ド ノ フ ォ ーマ ッ ト 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 ［実行］キーを押して ください。

「データ  シ ョ リ チュウデス」が表示され、メモ リーカードのフォーマッ トが実

行されます。フ ォーマ ッ ト が終了する と、プ リ ン タは メ モ リ ーカー ド の

フォーマッ ト 情報を自動的に印刷し ます（下例）。メ モ リーカードのフォー

マッ トが正し く行われたかを確認するこ とができます。

• すでにデー タの書き込まれている メ モ リ ーカー ド に対し て フ ォーマ ッ ト を

行った場合は、そのメ モ リーカー ド内のデータはすべて消去されます。

• メ モ リーカー ドのフ ォーマ ッ ト は、必ずプ リ ン タ で行って く ださ い。

メモリカード ＞

＞メモリカード ノ

　フォーマット

＞メモリカード ノ

　フォーマット ？
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印刷後、メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト  デキマス」に戻り ます。

図 1-10 

リ ス ト （上記）には以下の情報が記載されています。

Capacity：メモ リーカードの全容量

Used Space：システム使用量

Free Space：使用可能なメモ リーカードの残容量

データ名（パーテ ィ シ ョ ン）リ ス ト の印刷

メモ リーカード ス ロ ッ ト に差し込まれている、メモ リーカードの内容（データ名、

データサイズ等）をパーティシ ョ ン リ ス ト と して印刷します。

メモ リーカードのパーティシ ョ ン リ ス ト を印刷する と きは、以下の手順で行って く

ださい。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「メ モ リ カ ー ド ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞パーテ ィ シ ョ ン リ ス ト ノ イ ンサツ」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。

FORMAT INFORMATION
 LS-C5016N  Page Printer

メモリカード ＞

＞パーティション リスト ノ

　インサツ
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5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 ［実行］キーを押して ください。「デー タ シ ョ リ チ ュウデス」が表示され、パー

ティシ ョ ン リ ス トが印刷されます。

図 1-11 

リ ス ト （上記）には以下の情報が記載されています。

Device Name/Number:MEMORY CARD/A（メモ リーカードを示す）

Capacity: メモ リーカードの全容量

Used Space: メモ リーカードの使用量

Free Space: 使用可能なメモ リーカードの残容量（システム使用分を含みます）

Partition Name: プリ ンタによって自動的につけられたデータ（パーティシ ョ ン）名称

Partition Size: 書き込まれたデータのサイズ

Partition Type: 書き込まれたデータの種類（データ /フォン トのデータ）

メモ リーカードのパーティシ ョ ン リ ス ト が印刷される と、メ ッセージディ ス

プレイは「プ リ ン ト  デキマス」に戻り ます。

＞パーティション リスト ノ

　インサツ ？

Partition Information

Device Information 

PARTITION LIST
 LS-C5016N  Page Printer
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1.9 ハー ド デ ィ ス クおよび メ モ リ ーカー ド の操作
ハー ド デ ィ スクの操作

オプシ ョ ンのハードディ スクを装着する と、次の操作が可能になり ます。

• データの読み込み

• データの書き込み

• データの削除

• ハードディ スクのフォーマッ ト （初期化）

• データ名（パーティシ ョ ン） リ ス ト の印刷

ハードディ スクのフォーマッ トは、ハードディ スクを初めてプ リ ンタに装着した際

に必要な操作です。操作手順はメモ リーカードの操作手順と同様です。1-61ページ

のメ モ リ ーカー ド の操作を参照して ください。

なお、ハー ド デ ィ ス ク へのデータ書き込み時に自動的に付け られる名前は、

DataH001、DataH002、DataH003...になり ます。

RAMデ ィ スクの操作

本機はRAM ディ ス ク機能を搭載しています。RAMディ ス クはプ リ ンタの総メモ

リーの中から、任意のメモ リーサイズをRAMディ スク と して設定できます。この機

能によ り電子ソー ト が可能にな り、ト ータルの印刷時間を短縮する こ とができま

す。RAMディ スクは初期設定では「オフ」に設定されています。

RAMディ ス クを有効にした場合の最大設定値は、現在のプ リ ンタの総メモ リーか

ら 36 MB差し引いた値にな り ます。例えば、現在のプ リ ンタの総メモ リーが96 MB
（工場出荷時）の場合は、96 MBから 36 MB差し引いた残りの60 MBがRAMディ スク

の最大設定値にな り ます。初期設定値は50 MBです。

RAMディ スク機能を使用する前に、次のセクシ ョ ンで説明する方法でRAMディ ス

クを「オン」に設定し、RAMディ ス クのデータサイズを設定して ください。その後、

以下の操作が可能になり ます。

• データの読み込み

• データの書き込み

• データの削除

• データ名（パーティシ ョ ン リ ス ト ）の印刷

操作手順はメモ リーカードの操作手順と同様です。1-61ページのメ モ リ ーカー ド の

操作を参照して ください。

なお、RAMディ スク へのデータ書き込み時に自動的に付けられる名前は、DataH001、
DataH002、DataH003...になり ます。

こ こでは、RAMディ ス クのオン、オフ とデータサイズ設定についてのみ説明しま

す。

• ハー ド デ ィ スク を装着し た場合は、RAMデ ィ スク機能は使用できません。

• RAM デ ィ スクは一時的にデータ を保存する機能です。プ リ ン タ を リ セ ッ ト し

た り電源を切った場合は消去されます。

• RAM デ ィ ス クはプ リ ン タのユーザ使用可能 メ モ リ ーの中に割り当て られま

す。し たがっ て、RAMデ ィ ス クの設定値によ っ ては、印刷速度が落ちた り、メ

モ リー不足のために正常に印刷されない場合があり ます。
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1.9 ハー ド デ ィ ス クおよび メ モ リーカー ド の操作
RAMデ ィ スクのデータサイズ設定

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「RAM デ ィ スク  モー ド  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー を押して

ください。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅し ます。［ ］または［ ］キーを押して「オ

ン」を選択し、［実行］キーを押して ください。

4 ［ ］キーを押し、「＞RAM デ ィ スク  サイズ」が表示されるまで、［ ］または

［ ］キーを押して ください。

5 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。［ ］または［ ］

キーでRAMディ スクのサイズを変更して ください。0001～1024の範囲で設定

できます。

設定できる範囲はプ リ ンタの総メモ リーによって変わり ます。範囲を超えて

設定しても、自動的に範囲内に設定されます。

6 希望のRAMディ スクサイズを表示させて、［実行］キーを押して ください。

7 ［メ ニュー］キーを押して ください。この後プ リ ンタの電源を入れ直して くだ

さい。再起動後に設定が有効になり ます。

RAM ディスク モード ＞

　オフ

RAM ディスク モード ＞

？オン

＞RAM ディスク サイズ

　　　0050 MByte

＞RAM ディスク サイズ

　　　0092 MByte
1-70



1.10 用紙の設定
1.10 用紙の設定

多目的 ト レイのモード、各給紙元の用紙サイズと用紙の種類、および排紙先の選択

などを設定できます。

用紙種類の設定

用紙種類を設定しておく と、印刷するたびに給紙元を探して選択しな くても、プ リ

ンタは自動的に印刷データに合う用紙がある給紙元を選んで、常に最適な印刷を行

う こ とができます。用紙種類の設定は、多目的ト レイを含めた給紙元に対して別々

に行う こ とができます。またあらかじめ設定できる用紙種類のほかにも、任意の用

紙種類設定をするこ と もできます（用紙種類のカスタム設定）。こ こでは各給紙元に

対して、操作パネルから行う設定について説明します。

設定できる用紙の種類は、給紙元によって違います。次の表をご覧ください。用紙に

ついて、詳し くは第2章 用紙についてをお読みください

○：用紙種類を設定できます。　×：用紙種類を設定できません。

給紙元

用紙種類（メ ッ セージ表示）

多目的（MP） ト レ イ 給紙カセ ッ ト

普通紙［64～90 g/m²］（フ ツウシ） 〇 〇

OHP シート （OHP シー ト ） 〇 ×

プレ印刷用紙（プレプ リ ン ト ） 〇 〇

ラベル用紙（ラベル） 〇 ×

ボンド紙（ボン ド） 〇 〇

再生紙［64～90 g/m²］（サイセイシ） 〇 〇

薄い用紙［64 g/m²未満］（ウスガ ミ ） 〇 ×

レターヘッ ド 〇 〇

着色紙［64～90 g/m²］（カ ラー） 〇 〇

穴あき用紙（アナアキ ヨ ウシ） 〇 〇

封筒（フウ ト ウ） 〇 ×

はがき（ハガキ） 〇 ×

コート紙（カ コウシ） 〇 ×

厚い用紙［90～200 g/m²］（アツガ ミ ） 〇 ×

カラー印刷用紙（ジ ョ ウシツシ） 〇 〇

カスタム＃（カス タム＃） 〇 〇

表 1-7 

給紙カセ ッ ト から給紙できる用紙のみ、両面印刷が可能です。
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1.10 用紙の設定
多目的（MP） ト レ イモー ドの設定

多目的ト レイからの給紙では優先モード、カセッ ト モードの2種類のモードから選

ぶこ とができます。多目的ト レイには約100枚（A4、厚さ 0.11 mm）の用紙を収容でき

ます。

• カセッ トモード

約100枚の用紙を連続給紙するこ とができます。工場出荷時は、カセッ トモード

です。

• 優先モード（自動手差し給紙）

多目的ト レイに用紙があれば、他の給紙元が選ばれていても、優先して多目的ト

レイから給紙します。多目的ト レイの用紙が無くなる と、本来指定されている給

紙元から給紙します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞MP ト レ イ  モー ド」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、「カセ ッ ト 」または「ユウセン」を選択して くだ

さい。 

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。  

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞MPトレイ モード

　カセット

＞MPトレイ モード

？カセット
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1.10 用紙の設定
多目的（MP） ト レ イの用紙サイズ設定

多目的ト レイから給紙する用紙に正し く印刷するために、以下の手順で用紙サイズ

を設定して ください。工場出荷時は、A4サイズに設定されています。

多目的ト レイから給紙できる用紙サイズについて、詳し くは第2章 用紙についてを

参照して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞MP ト レ イ  ヨ ウシサイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押し

て ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

本 メ ニ ュ ーで設定 し た用紙サイズ と 同 じ 用紙サイズの用紙を、多目的 ト レ イ に

セ ッ ト し て く だ さい。用紙サイズが一致し ないと、紙詰ま りの原因にな り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞MP トレイ ヨウシサイズ

　　A4

＞MP トレイ ヨウシサイズ

？　A4
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1.10 用紙の設定
6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する用紙サイズを表示させて ください。表

示されるサイズは以下のとおりです。

A4
Executive
Letter
Legal
Custom
Oficio II
Statement
Folio
ヨ ウケイ  2
ヨ ウケイ  4
16K
ハガキ

オウフ ク  ハガキ
Monarch
Business
Comm. #9
Comm. #6 3/4
DL
C5
A6
B6
A5
B5
ISO B5

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

多目的（MP） ト レ イの用紙種類設定

多目的ト レイをカセッ ト モードで使う場合に、用紙種類を設定できます。工場出荷

時の設定は「フ ツウシ」に設定されています。

多目的ト レイから給紙できる用紙の種類について、詳し くは第2章 用紙についてを

参照して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

ヨウシ ノ セッテイ ＞
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1.10 用紙の設定
4 「＞MP ト レ イ  ヨ ウシシュルイ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押

して ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する多目的 ト レイ用紙種類を表示させて

ください。表示される用紙種類は以下のとおりです。

フ ツウシ

OHPシー ト

プレプ リ ン ト

ラベル

ボン ド

サイセイシ

ウスガ ミ

レ ターヘ ッ ド

カ ラー

アナアキヨ ウシ

フウ ト ウ

ハガキ

カ コウシ

アツガ ミ

ジ ョ ウシツシ

カス タム 1（～8）††

7 希望の用紙種類を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

給紙カセ ッ ト の用紙サイズの設定

本プリ ンタの給紙カセッ トに、A5、A4、B5、レターサイズの規格紙をセッ トする場合

は、以下の手順で給紙カセッ ト のサイズダイヤルを設定して ください。規格紙以外

のサイズの用紙を給紙カセッ ト にセッ トする場合は、1-76ページのカス タム用紙サ

イズを参照して ください。また、オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダ（PF-60）を装着して

いる場合には、ペーパーフ ィーダの給紙カセッ ト も同様の手順で設定できます。

カセッ ト内のペーパーガイ ドやペーパース ト ッパの詳しい調整手順は、2-8ページ

の2.3 用紙の収納を参照して ください。

†† 任意の用紙種類を定義して、プ リ ンタに登録してお く こ とができます。詳し くは 1-85
ページの用紙種類のカス タム設定を参照してください。

＞MPトレイ ヨウシシュルイ

　　フツウシ

＞MPトレイ ヨウシシュルイ

？　フツウシ
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1.10 用紙の設定
1 プ リ ンタから給紙カセッ ト を引き出し、サイズダイヤルを使用する用紙のサ

イズに合わせてください。

図 1-12 

2 印刷する用紙のサイズに合わせて、給紙カセッ ト内のペーパーガイ ド とペー

パース ト ッパを調整し、用紙をカセッ トにセッ ト して ください。

カス タム用紙サイズ

A5、A4、B5、レターサイズの規格紙以外のサイズの用紙を給紙カセッ ト にセッ トす

る場合は、以下の手順で設定してください。

サイズダイヤルの設定

1 プリ ンタから給紙カセッ ト を引き出し、サイズダイヤルを OTHER に合わせ

てください。（給紙カセ ッ ト の用紙サイズの設定の手順１参照）

2 印刷する用紙のサイズに合わせて、給紙カセッ ト内のペーパーガイ ド とペー

パース ト ッパを調整し、用紙をカセッ トにセッ ト して ください。

操作パネルからの用紙サイズの設定

操作パネルから、給紙カセッ ト にセッ ト した用紙のサイズをプ リ ンタに設定しま

す。このメニューは、給紙カセッ トのサイズダイヤルをOTHERに設定した場合に表

示されます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ  セ ッ テイ   ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

サイズダイヤル

ヨウシ ノ セッテイ ＞
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1.10 用紙の設定
4 「＞カセ ッ ト  ヨ ウシサイズ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着している場合は、「カセ ッ ト

1 ヨ ウシサイズ」がプ リ ンタの給紙カセッ ト と して、「カ セ ッ ト 2 ヨ ウシサイ

ズ」、「カ セ ッ ト 3 ヨ ウシサイズ」、「カ セ ッ ト 4 ヨ ウシサイズ」がオプシ ョ ンの

ペーパーフ ィーダと して表示されます。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］を押して、セッ ト する用紙サイズを表示させて ください。表

示される用紙サイズは以下のとおりです。

Custom
Oficio ll
Folio
16 K
C5
A5
B5
ISO B5
A4
Executive
Letter
Legal

7 希望の用紙サイズを表示させて［実行］キーを押して ください。給紙カセッ ト

の用紙サイズが設定されます。手順6で「Custom」を選んだ場合は次の項目で

用紙の幅と長さを設定して ください。

単位の設定

まず、以下の手順で単位を設定します。

1 ［ ］キーを押して ください。

2 「＞＞ タ ン イ」が表示されます。単位は ミ リ またはインチが選択でき、現在設

定されている単位が表示されます。（初期設定は「 ミ リ」です）

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

＞カセット ヨウシサイズ ＞

　Custom

＞カセット ヨウシサイズ

？Custom

＞＞タンイ

　　ミリ

＞＞タンイ

？　ミリ
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1.10 用紙の設定
4 ［ ］または［ ］キーを押して「 ミ リ」または「イ ンチ」を選択して ください。

5 ［実行］キーを押して ください。

用紙幅と用紙長さの設定

次に、以下の手順で用紙の幅と長さを設定します。図のよ うに用紙サイズの「ハバ」

と 「ナガサ」を入力して ください。

図 1-13 

1 ［ ］キーを押して ください。下のよ う な「＞＞ハバ」（用紙幅設定）が表示され

ます。

2 ［実行］キーを押すと、カーソル（＿）が点滅します。

3 ［ ］または［ ］キーを使って、カーソルが点滅している場所の数値を変更して

ください。148 mm～216 mmの範囲で設定できます。［ ］または［ ］キーをを押

すとカーソルが左右に移動します。

4 希望の用紙幅を表示させて、［実行］キーを押して ください。

5 用紙幅を設定後、［ ］キーを押して ください。「＞＞ナガサ」（用紙長設定）が

表示されます。用紙幅と同様の手順で用紙長を設定して ください。用紙長は

210 mm～356 mmの範囲で設定できます。

6 希望の用紙長を表示させて、［実行］キーを押して ください。

7 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ハバ

ナ
ガ

サ

148～216 mm 

21
0～

35
6 

m
m

 
＞＞ハバ

          216 ミリ

＞＞ハバ

          216 ミリ
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1.10 用紙の設定
給紙カセ ッ ト の用紙種類の設定

給紙カセッ ト ごとに用紙種類を設定する と、印刷時にアプ リ ケーシ ョ ンソフ トから

指定した用紙種類に合わせて、自動的に給紙カセッ ト が選択されて給紙します。工

場出荷時は「フ ツウシ」に設定されています。

オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダ（PF-60）を装着している場合は、ペーパーフ ィーダ

の給紙カセッ トにも、同様の手順で用紙種類を設定できます。

給紙カセッ トから給紙できる用紙の種類について、詳し くは第2章 用紙についてを

参照して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞カセ ッ ト  ヨ ウシシュルイ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押し

て ください。 オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着している場合は、「カセ ッ

ト 1 ヨ ウシシ ュルイ」がプ リ ンタの給紙カセッ ト と して、「カ セ ッ ト 2 ヨ ウシ

シュルイ」、「カセ ッ ト 3 ヨ ウシシュルイ」、「カセ ッ ト 4 ヨ ウシシュルイ」がオプ

シ ョ ンのペーパーフ ィーダと して表示されます。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、希望するカセッ ト の用紙種類を表示させて く

ださい。表示される用紙種類は以下のとおりです。

フ ツウシ

プレプ リ ン ト

ボン ド

サイセイシ

レ ターヘ ッ ド

カ ラー

アナアキヨ ウシ

ジ ョ ウシツシ

カス タム 1（～8）†††

††† 任意の用紙種類を定義して、プ リ ンタに登録してお く こ とができます。詳し くは 1-85
ページの用紙種類のカス タム設定を参照してください。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞カセット ヨウシシュルイ 

　　フツウシ

＞カセット ヨウシシュルイ 

？　フツウシ
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1.10 用紙の設定
7 希望の用紙種類を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

給紙元の選択

給紙元を設定します。アプリ ケーシ ョ ン（プ リ ンタ ド ラ イバ）からの印刷で給紙元を

指定しないと きは、こ こで設定した給紙元から給紙されます。給紙カセッ トや多目

的ト レイのほかに、オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを給紙元と して設定するこ と も

できます。 

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞キ ュ ウシ モ ト 」が表示される まで、［ ］または［ ］キーを押して く ださ

い。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する給紙元を表示させて ください。装着さ

れているオプシ ョ ン機器によって、以下のよ うに表示されます。

カセ ッ ト 1（プ リ ンタの標準カセッ ト ）

カセ ッ ト 2～4（オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダのカセッ ト ）

MP ト レ イ

7 希望の給紙元を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞キュウシモト

　　カセット1

＞キュウシモト

？　カセット1
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1.10 用紙の設定
自動カセ ッ ト 切り換えの設定

自動カセッ ト切り換えは、印刷中の給紙カセッ ト の用紙がな く なった場合、自動的

に他の給紙元から連続給紙する機能です。初期設定は自動カセッ ト切り換えを行う

「ジ ド ウ」です。設定を変更する場合は、以下の手順で行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞カセ ッ ト  キリ カエ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、「ジ ド ウ」または「ナ シ」を表示させて く ださ

い。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

多目的 ト レ イ を含めて自動カセ ッ ト 切り替えを実行させる場合は、多目的 ト レ イ

の設定がカセ ッ ト モー ド（初期設定）で、用紙サイズおよび用紙種類が切り替えを

行う給紙カセ ッ ト と一致し ている必要があ り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞カセット キリカエ

　　ジドウ

＞カセット キリカエ

？　ジドウ
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1.10 用紙の設定
両面印刷モー ドの設定

オプシ ョ ンの両面ユニッ ト （DU-300）を使用する と、両面印刷が可能にな り ます。両

面印刷が可能な用紙の種類は、給紙カセッ ト から給紙できる用紙です。多目的ト レ

イからのみ給紙できる用紙種類（OHPシー ト、ラベル、フウ ト ウ、ハガキ、カコウシ、

ウスガ ミ、アツガ ミ ）は、両面印刷できません。（1-71ページの用紙種類の設定を参

照）。

製本モー ドの設定

製本モードには縁の長い側を綴じるロングエッジ（長辺綴じ）と、縁の短い側を綴じ

るシ ョ ー ト エッジ（短辺綴じ）の2種類があ り ます。ロングエッジまたはシ ョ ー ト

エッジは、プ リ ンタの縦置き（ポート レート ）印刷や横置き（ランド スケープ）印刷と

組み合わせて選択する こ とができます。したがって、製本の種類および印刷方向に

よって、製本モードは以下の4通りが設定できます。

（1）縦置きロングエッジ、（2）縦置きシ ョートエッジ、（3）横置きロングエッジ、（4）横
置きシ ョートエッジのモードです。

図 1-14 

自動カ セ ッ ト 切り 換えは、用紙サイズが同一の給紙カセ ッ ト 間で可能です。印刷

の途中で給紙カセ ッ ト の用紙がな く なっ た場合、同一の用紙サイズのカセ ッ ト が

他にない場合は、プ リ ン タは「カセ ッ ト  1 ニ ヨ ウシガア リ マセン」と表示し た後、

「カ セ ッ ト  1 カ ラキュウシシマス」と 表示し て待機し ます。この場合は、用紙がな

く な っ た給紙カ セ ッ ト に用紙を補給するか、次の手順で他の給紙元から印刷を

行って く だ さい。

「カ セ ッ ト  1 カ ラキュ ウシシマス」を表示中に［ ］または［ ］キーを押す と、「ダ

イ ヨ ウキ ュ ウシ シ マ ス カ（代用給紙 し ますか）？」と 表示 さ れます。［ ］ま たは

［ ］キーを押すご と に、他の給紙カセ ッ ト あるいは多目的 ト レ イの現在使用でき

る給紙サイズが表示 さ れますので、給紙元およびサイズが表示 さ れた ら［実行］
キーを押し て く だ さい。印刷が続行されます。

• プ リ ン タ ド ラ イバのブ ッ ク レ ッ ト 機能と組み合わせる と、中と じ製本の可能

な、ページ割付けを行って印刷する こ とができます。

• 多目的 ト レ イが優先モー ド（ユウセン）の場合は、現在給紙元に設定されてい

る給紙カセ ッ ト の用紙サイズ と用紙種類と同一と な り ます。この場合多目的

ト レ イからの両面印刷も可能ですが、用紙が給紙元カセ ッ ト と一致し ないと、

紙詰ま りの原因と な り ますのでご注意 く だ さい。

(1)

(3)

(2)

(4)

縦置き（ポー ト レー ト ）
ロングエ ッ ジ

横置き（ラ ン ド スケープ）
ロングエ ッ ジ

縦置き（ポー ト レー ト ）
シ ョ ー ト エ ッ ジ

横置き（ラ ン ド スケープ）
シ ョ ー ト エ ッ ジ
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1.10 用紙の設定
以下の手順で、製本モード（両面印刷モード）を選択して ください。この手順はオプ

シ ョ ンの両面ユニッ ト （DU-300）が装着されている場合のみ設定できます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞リ ョ ウ メ ン イ ンサツモー ド」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押

して ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する製本モードを表示させて ください。表

示されるモードは以下のとおりです。

ナシ（初期設定）

ロングエ ッ ジ

シ ョ ー ト エ ッ ジ

7 希望の製本モードを表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞リョウメンインサツ モード

　　ナシ

＞リョウメンインサツ モード

？　ナシ
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1.10 用紙の設定
A4/レ ターサイズ用紙の共通給紙設定

A4サイズと レターサイズの検知のオン／オフを設定します。この設定をオンにす

る と、A4サイズと レターサイズを共通サイズとみなし、どちらかの用紙が給紙元に

あれば給紙を行います。工場出荷時の設定ではオフ（A4サイズと レターサイズを共

通サイズとみなさない）になっています。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞A4/LT キ ョ ウツウ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オフ」を選択して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞A4/LT キョウツウ

　　オフ

＞A4/LT キョウツウ

？　オフ
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1.10 用紙の設定
用紙種類のカス タム設定

プ リ ンタに任意（カスタム）の用紙種類を設定する手順について説明します。カスタ

ム設定は最大8個まで登録できます。設定後は、各給紙元の用紙種類設定時に呼び出

すこ とができます。

用紙種類のカスタム設定を行った後に、紙の厚さ と両面印刷の有効 /無効の設定を

行う こ とができます。詳し くは1-86ページの紙の厚さ設定と、1-87ページの両面印刷

の有効 /無効の設定を参照して く ださい。カス タム設定を リ セッ ト するには、1-87
ページのカス タム設定のリ セ ッ ト  を参照して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ セ ッ テ イ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞シュルイ  ノ  ゾ クセイ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押し

て ください。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する用紙種類を表示させて ください。表示

される用紙種類は以下の通りです。

カス タム1（～8）

フ ツウシ

OHP シー ト

プレプ リ ン ト

ラベル

ボン ド

サイセイシ

ウスガ ミ

レ ターヘ ッ ド

カ ラー

アナアキヨ ウシ

フウ ト ウ

ハガキ

カ コウシ

アツガ ミ

ジ ョ ウシツシ

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞シュルイ ノ ゾクセイ ＞

　　カスタム　1

＞シュルイ ノ ゾクセイ  

？　カスタム　1
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1.10 用紙の設定
7 カスタム設定する希望の用紙種類を表示させて、［実行］キーを押して くださ

い。

8 ［ ］キーを押して、次の紙の厚さ設定 へ進んでください。

紙の厚さ設定

カスタム設定で選択した用紙種類の紙の厚さを設定します。

1 カスタム設定の用紙種類を表示し（1-85 ページの用紙種類のカス タム設定を

参照して ください）、［ ］キーを押して ください。

2 「＞＞ヨ ウシ ノ  オモサ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して希望する紙の厚さを表示させて ください。表示

される紙の厚さは以下の通りです。

カルイ

フ ツウ 1
フ ツウ 2
フ ツウ 3
オモイ 1
オモイ 2
オモイ 3
OHP

初期設定はすべて「フ ツウ 1」です。これは各用紙種類での最適な印刷になる

よ うに調整されたものです。したがって通常はこの設定のままお使いくださ

い。

5 希望の紙の厚さを表示させて、［実行］キーを押して ください。

6 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

用紙種類を「カス タム」に設定し、オプシ ョ ンの両面ユニッ ト をプ リ ンタに装

着している場合は、両面印刷の有効 /無効の設定ができます。詳し くは次の両

面印刷の有効/無効の設定 を参照して ください。 

＞＞ヨウシ ノ オモサ

　　フツウ  

＞＞ヨウシ ノ オモサ

？　フツウ  
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両面印刷の有効/無効の設定

用紙種類を「カ ス タム」に設定している場合は、両面印刷の有効 /無効の設定を以下

の手順で行えます。初期設定は「カ ノ ウ」に設定されています。

1 カスタム設定の用紙種類を表示させて（詳し くは 1-85 ページの用紙種類のカ

ス タム設定 を参照して ください）、［ ］キーを押して ください。

2 「＞＞リ ョ ウ メ ンイ ンサツ ノ  キュウシ」が表示されるまで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して「カ ノ ウ」または「フ カ ノ ウ」を選択して くださ

い。それぞれの用紙種類の初期設定について、詳し くは2-2ページの2.1 用紙

の基本仕様 を参照して ください。

5 ［実行］キーを押して ください。

6 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

カス タム設定のリ セ ッ ト

1-85ページの用紙種類のカス タム設定 で設定した「カス タム 1」から「8」の設定を リ

セッ ト します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ  セ ッ テイ   ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押し、［実

行］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞シュルイゾ クセイ  ノ  リ セ ッ ト 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

＞＞リョウメンインサツ ノ 

キュウシ　　　カノウ

＞＞リョウメンインサツ ノ 

キュウシ　？　カノウ

ヨウシ ノ セッテイ      ＞

＞シュルイゾクセイ ノ

　リセット
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1.10 用紙の設定
5 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

6 ［実行］キーを押して ください。設定した紙の厚さの設定および両面印刷の有

効/無効の設定は、すべて初期設定値にリセッ ト されます。

7 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

排紙先の選択

印刷した用紙をプ リ ンタのフェイスダウン ト レイに排紙するか、フェイスアップ ト

レイに排紙するか選択します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ヨ ウシ ノ  セ ッ テイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ハイシサキ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押してく ださい。

5 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望する排紙先を表示させて ください。表示さ

れる排紙先は以下のとおりです。

フ ェ イスダウン ト レ イ（初期設定）

フ ェ イスア ッ プ ト レ イ

7 希望の排紙先を表示させて、［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

＞シュルイゾクセイ ノ

　リセット　？

ヨウシ ノ セッテイ ＞

＞ハイシサキ

　　フェイスダウン トレイ

＞ハイシサキ

？　フェイスダウン トレイ
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1.11 カ ラーモー ド と モ ノ ク ロモー ド の選択
1.11 カ ラーモー ド と モ ノ ク ロモー ドの選択

カラーモード またはモノ ク ロモードを選択するこ とができます。 初期設定では、カ

ラーモードに設定されています。次の手順で、モードを変更できます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「カ ラー モー ド」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［実行］キーを押すと、「？」が点滅します。

4 ［ ］または［ ］キーを押して、希望するモード（「カ ラー」または「モ ノ ク ロ」）

を表示させてください。

5 ［実行］キーを押して ください。モードが変更されます。 

6 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

カラー モード

　　カラー

カラーモード

？　カラー
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1.12 総印刷枚数の確認（ラ イ フ カウン タ）
1.12 総印刷枚数の確認（ラ イ フ カウン タ）

プリ ンタの総印刷枚数を メ ッセージディ スプレイで確認した り、トナーコンテナ交

換時は トナーカウンタの リ セッ ト を行います。トナーの残量は、ステータスページ

で確認できます。

総印刷枚数の確認

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ラ イ フ  カウン タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞イ ンサツマ イ スウ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。「＞イ ンサツマイスウ」の下に総印刷枚数が表示されます。

5 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ
キマス」に戻り ます。

ライフ カウンタ ＞

＞インサツマイスウ

0123456
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1.12 総印刷枚数の確認（ラ イ フ カウン タ）
ト ナーカウン タのリ セ ッ ト

ステータスページには、CMYKそれぞれの ト ナーの残量がグラフで印刷されます。

トナーが少な くなる と、プ リ ンタは「 ト ナーガ ス クナ クナ リ マシ タ  #」（#は色）を表

示し、さ らに印刷を行う と、「 ト ナーヲ  コ ウカ ンシテ ク ダサイ  #」を表示して停止し

ます。このメ ッセージで トナーコンテナを交換する と、トナーカウンタは、自動的に

リセッ ト されます。

「 ト ナーヲ  コウカ ンシテ クダイ  #」が表示される前に、トナーコンテナを交換したと

きは、トナーカウンタは自動的に リセッ ト されません。ステータスページに ト ナー

残量を正し く表示するために、次の手順で ト ナーカウンタを リ セッ ト して くださ

い。

トナーコンテナの交換は、トナーキッ トに付属の説明書を読んで正し く行って くだ

さい。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ラ イ フ  カウン タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 交換した トナーの色が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。次のメニューが順に表示されます。

ア タ ラシイ  ト ナー［C］ヘ ノ  コウカ ン（シアン）

ア タ ラシイ  ト ナー［M］ヘ ノ  コウカン（マゼンタ）

ア タ ラシイ  ト ナー［Y］ヘ ノ  コウカ ン（イエロー）

ア タ ラシイ  ト ナー［K］ヘ ノ  コウカ ン（ブラ ッ ク）

5 ［実行］キーを押して ください。「？」が表示されます。

6 も う 一度、［実行］キーを押して く ださい。指定した ト ナーのカウン タが リ

セッ ト されます。

7 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ライフ カウンタ ＞

＞アタラシイ トナー ［C］

　ヘノ コウカン ？
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1.13 その他の設定
1.13 その他の設定

「ソ ノ タ」メニューには、以下のサブメニューがあ り ます。 

• 表示言語の選択

• 自動改ページ待ち時間（タイムアウ ト ）の設定

• ス リープモードの設定

• 受信データのダンプ

• プ リ ンタの リセッ ト

• リ ソースの保護

• ブザーの設定

• 自動継続印刷の設定

• 印刷範囲の補正

• 両面印刷時のエラー検知設定

• カラー印刷位置の補正

• サービスステータスページの印刷（サービス メンテナンス用）

• カラー調整

表示言語の選択

メ ッセージディ スプレイに表示する メ ッセージの言語を、日本語または英語に設定

できます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ヒ ョ ウジ ゲンゴ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くださ

い。

5 表示言語を変える と きは、［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して、言語を変更して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。

ソノタ ＞

＞ヒョウジ ゲンゴ

　　ニッポンゴ

＞ヒョウジゲンゴ

？　ニッポンゴ
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1.13 その他の設定
8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

自動改ページ待ち時間（タ イムアウ ト ）の設定

プ リ ンタはコンピュータからの印刷データを受け取る際に、コンピュータからの

データ送信が終了したこ とを示す情報がないと、最後のページを印刷せずに待機し

ます。あらかじめ設定された待ち時間が経過する と、自動的に改ページして残りの

データを印刷します。初期設定では30秒です。

改ページ待ち時間は、以下の手順で変更するこ とができます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞カ イページ マチジカン」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。 

5 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押すと、カーソルが点滅している桁の数値が増減しま

す。希望の時間を設定して ください。待ち時間は5秒単位で0～495秒の間で設

定できます。［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが左右に移動します。

7 ［実行］キーを押して ください。 

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。 

ソノタ ＞

＞カイページ マチジカン

030sec.

＞カイページ マチジカン

030sec.
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1.13 その他の設定
ス リープモー ドの設定

本プリ ンタは、データの受信や印刷などの処理を行っていないと きに電力消費を抑

えるス リープモードを搭載しています。データの受信や印刷などを行わない状態が

どれだけ続く と ス リープモードに切り替わるかを設定するこ とができます。初期設

定では、15分になっています。

以下の手順で、ス リープモードの「オン」と 「オフ」の設定を切り換える こ とができま

す。初期設定は「オン」です。 

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ ス リープ タ イマ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して く

ださい。 

5 ［ ］キーを押して ください。「＞＞ス リープモー ド」が表示されます。

6 ［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。 

7 ［ ］または［ ］キーを押して、「オン」または「オフ」を選択して ください。

8 ［実行］キーを押して ください。

9 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ソノタ ＞

＞スリープタイマ   ＞

015 min.

＞＞スリープモード

　　オン

＞＞スリープモード

？　オン

＞＞スリープモード

　　オン
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ス リープ タ イマの設定

プ リ ンタがス リープモードに入るまでの時間を設定します。印刷データを受信した

り、操作パネルの［印刷可 /解除］キーを押すと、プ リ ンタはス リープモード よ り復帰

します。このと き、カラー調整が自動的に実行されるこ とがあ り ます。カラー調整に

ついては1-110ページを参照して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ス リ ープ タ イマ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。 初期設定は15分です。

5 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。 

6 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。希望の時間を設定して ください。設定時間は5分単位で5～240分の間で

設定できます。［ ］キーまたは［ ］キーを押すとカーソルが左右に移動しま

す。

7 ［実行］キーを押して ください。 

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。  

ソノタ ＞

＞スリープタイマ ＞

015 min.

＞スリープタイマ

015 min.
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受信データのダンプ

プログラムやファイルのデバッグのため、受信データを 16進コードで印刷するこ と

ができます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ジュシン データ  ノ  ダンプ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押

して ください。

5 ［実行］キーを押して ください。「？」が表示されます。

6 も う一度［実行］キーを押して ください。いったん「データ  シ ョ リ チュウデス」

が表示された後、「ページガ ノ コ ッ テイマス」が表示されます。

7 プ リ ンタへデータを送信して ください。データ受信中は「デー タ シ ョ リ チ ュ

ウデス」を表示します。

必要なダンプページが出力されたと ころで［印刷可 /解除］キーを押してオフ

ラ インにし、［キャ ンセル］キーでそれ以上のダンプぺージの印刷をキャンセ

ルするこ と もできます。

8 データ受信が終了する と、「ページガ ノ コ ッ テ イマス」が表示されます。［印刷

可/解除］キーを押すと終了です。

ソノタ ＞

＞ジュシン データ ノ

　ダンプ

＞ジュシン データ ノ

　ダンプ ？

データ ショリチュウデス

ページガ ノコッテイマス
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1.13 その他の設定
プ リ ン タのリ セ ッ ト

プ リ ンタの一時的な設定（たとえば印刷方向やフォン ト など）を リセッ ト し、初期設

定に戻します。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞プ リ ン タ ノ リ セ ッ ト 」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。

5 ［実行］キーを押して ください。「？」が表示されます。

6 も う一度、［実行］キーを押して ください。プ リ ンタの リセッ ト中は「Self test」
が表示されます。その後、表示は「シバ ラ ク オマチ ク ダサイ」から「プ リ ン ト

デキマス」に戻り ます。

ソノタ ＞

＞プリンタ ノ リセット 

＞プリンタ ノ リセット？

Self test

シバラク オマチクダサイ

プリント デキマス
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1.13 その他の設定
リ ソースの保護

プ リ ンタのエ ミ ュレーシ ョ ンを PCL 6から他のエ ミ ュレーシ ョ ンに切り換えた場

合、プリ ンタにダウンロード されていたフォン トやマク ロはすべて失われてしまい

ます。リ ソースの保護を「ホゴ」または「ジ ド ウ」にし、PCL環境を保存しておく こ と

によって、再度PCL 6エミ ュレーシ ョ ンに戻ったと きに、そのリ ソースを利用するこ

とができます。

リ ソースの保護は、以下のモードから選んで設定するこ とができます。

• ホゴ（初期設定）

エ ミ ュレーシ ョ ン切り換え時に、フォン ト 、マク ロ、シンボルセッ ト などのパー

マネン ト PCL リ ソースをプリ ンタのメモ リー内に保存できます。しかし、一時リ

ソースはすべて失われます。

• ジ ド ウ

エ ミ ュレーシ ョ ン切り換え時にPCLのパーマネン ト と一時リ ソースの両方がプ

リ ンタのメモ リー内に保存できます。

• オフ

リ ソースの保護を行いません。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。 

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞リ ソース」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。 

5 ［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して希望のモードを表示させて ください。表示は以

下の順で変わり ます。

ホゴ

ジ ド ウ

オフ

7 希望するモードを表示させて、［実行］キーを押して ください。

ソノタ ＞

＞リソース

　　ホゴ

＞リソース

？　ホゴ
1-98



1.13 その他の設定
8 ［メ ニュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト  デ

キマス」に戻り ます。 

ブザーの設定

印刷中に起きる用紙切れや紙詰ま りなどの状況を、メ ッセージディ スプレイに表示

する と と もに、ブザーを鳴ら してお知らせする機能です。プ リ ンタが離れた場所に

ある場合などに便利です。初期設定は「オン」です。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ブザー」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

5 ［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オフ」を選択して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。  

ソノタ ＞

＞ブザー

　　オン

＞ブザー

？　オン
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自動継続印刷の設定

継続印刷の可能なエラーが発生した場合、一定時間が経過した後に次に受信してい

るデータを自動的に継続印刷します。たとえばネッ ト ワークプ リ ンタ と してプリ ン

タを共有している場合、前に印刷していた人がそれらのエラーを発生させても、一

定時間後には他の人の印刷を継続して印刷するこ とができます。初期設定は「オフ」

（自動継続印刷しない）です。

継続印刷可能なエラー：

メ モ リ オーバーフ ロー カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

プ リ ン ト  オーバーラ ン カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

KPDLエ ラー ## カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

フ ァ イル ガ ア リ マセン カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

RAM デ ィ ス クエ ラー ## カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

メ モ リ カー ド  エ ラー ## カ イジ ョ  ヲ  オシテクダサイ

ハー ド デ ィ スク  エ ラー ## カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

リ ョ ウ メ ン イ ンサツデキマセン カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

継続印刷が可能なエラーが発生してから印刷を再開するまでの時間は、次項の自動

継続印刷の復帰時間の設定で行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ジ ド ウケイゾ ク  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。 

5 ［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。

6 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オフ」を選択して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。

8 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。 

ソノタ ＞

＞ジドウケイゾク ＞

　　オフ

＞ジドウケイゾク 

？　オフ
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1.13 その他の設定
自動継続印刷の復帰時間の設定

自動継続印刷を「オン」に設定した場合、継続印刷が可能なエラーが発生してから印

刷を再開するまでの復帰時間を設定できます。以下の手順で設定してください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ジ ド ウケイゾ ク  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して くだ

さい。

5 ［ ］キーを押してく ださい。「＞＞ジ ド ウケイゾ ク  マチジカン」が表示されま

す。

6 ［実行］キーを押して ください。カーソル（＿）が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。希望の時間を設定して ください。設定時間は5秒単位で000～495秒の間

で設定できます。「000」に設定する とエラー発生後もそのまま継続印刷を行

います。［ ］キーまたは［ ］キーを押すとカーソルが左右に移動します。

8 希望の時間を表示させて、［実行］キーを押して ください。

9 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ソノタ ＞

＞ジドウケイゾク ＞

　　オン

＞＞ジドウケイゾク 

　マチジカン　　030 sec.

＞＞ジドウケイゾク 

　マチジカン　　030 sec.
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1.13 その他の設定
印刷範囲の補正

用紙上の左右上下には、各5 ミ リ の非印刷領域があ り ます。（PCLエ ミ ュレーシ ョ ン

時は、下図のよ うに異な り ます。）アプ リ ケーシ ョ ンによって、印刷位置が意図した

ものとは異なる場合は、印刷位置を補正するために、印刷位置を縦横方向にずらす

設定ができます。

この機能は、印刷後にパンチ穴を開けた り、ステープルするために意図的にマージ

ンを作る場合にも利用できます。

印刷位置を設定するための補正原点は、給紙方向に対して左上端（上マージン =0 ミ

リ 、左マージン=0 ミ リ ）にな り ます。

補正原点よ り縦横両方に0.1 ミ リ単位で、±76 ミ リの範囲で印刷位置を補正するこ と

ができます。

印刷位置の補正値は、縮小印刷した場合も同じ比率で、変化します。たとえば、縦横

10 ミ リの印刷余白を設定していた場合、70 %の縮小を行う と印刷余白は縦横7 ミ リ

にな り ます。設定した補正値は、電源再投入後も有効です。

図 1-15 

エ ミ ュ レーシ ョ ンによ っ ては、設定 し た補正値が有効にな ら ない場合があ り ま

す。

あいうえお
あいう えお

補正原点
　 上マージン=0 mm
　 左マージン=0 mm

印刷原点
　 上マージン=20 mm
　 左マージン=20 mm

給
紙

方
向

（初期設定の状態） （縦横20 mmの印刷余白を設定し た状態）

横補正（20 mm）

縦補正
（20 mm）

＞＞ヨコ ホセイ

　　　　　+20.0 ミリ

＞＞タテ ホセイ

　　　　　+20.0 ミリ

（PCL エ ミ ュ レーシ ョ ン
時は約4 mm）

5 mm

5 mm

（PCL エ ミ ュ レーシ ョ ン時は約6 mm）
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1.13 その他の設定
以下の手順で印刷範囲の補正値を設定して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞イ ンサツ ハン イ  ホセイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押

して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 横方向の補正値を設定します。［実行］キーを押して ください、カーソル（＿）

が点滅します。

7 ［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが点滅している位置の数値が増減し

ます。希望の補正値を設定して ください。補正値は0.1 ミ リ単位で -76～+76 ミ

リ です。［ ］または［ ］キーを押すとカーソルが左右に移動します。

8 希望の補正値を表示させて、［実行］キーを押して ください。

9 次に縦方向の補正値を設定します。［ ］キーを押して ください。横方向と同

じ手順（手順6～8）で縦方向の補正値を設定して ください。補正値は0.1 ミ リ単

位で-76～+76 ミ リ です。

10 ［メ ニ ュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト デ

キマス」に戻り ます。

ソノタ ＞

＞インサツ ハンイ ホセイ＞

＞＞ヨコ ホセイ

　　　　　　00.0 ミリ

＞＞ヨコ ホセイ

　　　　　　00.0 ミリ

＞＞タテ ホセイ

　　　　　　00.0 ミリ
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1.13 その他の設定
両面印刷時のエラー検知設定

この設定は、オプシ ョ ンの両面ユニッ ト DU-300を装着している場合に可能です。

両面印刷を行 う 際、両面印刷できないラベルなどの用紙種類を指定した場合に、

「リ ョ ウメンインサツデキマセン カイジ ョ  ヲ  オシテクダサイ」のメ ッセージを表

示するか、しないかを選択できます。

設定は次の手順で行ってください。

1 ［メニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞ア トシ ョ リ ノ  エラーケンチ ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キー

を押して ください。

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞リ ョウメンインサツ シ ョ リ」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを

押して ください。

7 ［実行］キーを押して ください。「？」が点滅します。

8 ［ ］または［ ］キーを押して「オン」または「オフ」を選択して ください。

9 ［実行］キーを押して ください。

10 ［メニュー］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイは「プリン ト デ

キマス」に戻り ます。  

オン • ［印刷可/解除］キーを押すと、片面印刷を行います。

• ［キャンセル］キーを押すと、印刷そのものをキャンセルします。

オフ 片面印刷を行います。

表 1-8 

ソノタ ＞

＞アトショリノ エラーケンチ＞

＞＞リョウメンインサツ ショリ

　　オフ

＞＞リョウメンインサツ ショリ

？　オフ
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1.13 その他の設定
カ ラー印刷位置の補正

プ リ ンタを初めて設置したと きや移動などで再設置したと き、または印刷時にシア

ン、マゼンタ、イエローの色ずれが起こる場合、このモードを使って操作パネルから

色ずれを補正して ください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞カ ラー イチ ホセイ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して

ください。 

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞ホセイ  チャー ト  ノ  イ ンサツ」が表示されます。

7 ［実行］キーを押して ください。「？」が表示されます。

ソノタ ＞

カラー イチ ホセイ ＞

＞＞ホセイ チャート ノ

　インサツ

＞＞ホセイ チャート ノ

　インサツ ？
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1.13 その他の設定
8 ［実行］キーを押して ください。「データ 　シ ョ リチュウデス」が表示され、下

図のカ ラーレジス ト 補正チャー ト が印刷されます。カ ラーレジス ト 補正

チャー ト には、シアン、マゼン タ、イエローそれぞれに、L（左）、H（水平）、R
（右）のチャートが印刷されています。

図 1-16 

メ ッセージディ スプレイは「プリン ト  デキマス」に戻り ます。

9 手順の1から5までの操作を行ってください。

「＞＞シアン ノ  ホセイ」が表示されるまで、［△］または［▽］キーを押して く

ださい。

＞＞シアン ノ ホセイ

　L=    H=     R=
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1.13 その他の設定
10 ［実行］キーを押して ください。L、H、Rの値に0または00が表示され、Lの値で

カーソル（＿）が点滅します。

11 手順 8 で印刷したカラーレジス ト補正チャートで、シアンの L のチャートか

ら、もっ と も直線に近い部分の数値を読み取ってください。下図の場合は-2で
す。（＋と－の表記にご注意ください。）

図 1-17 

12 ［△］または［▽］キーを押し、読み取った数値を表示させてください。

13 ［ ］または［ ］キーを押すと、カーソルが左右に移動します。Lの値と同様に、

H と Rの値をカラーレジス ト補正チャー ト から読み取って、表示させて くだ

さい。

14 ［実行］キーを押して ください。「ヨ ロシイデスカ？」が表示されます。表示さ

れている数値が正しければ、［実行］キーを押して ください。これでシアンの

設定は終了です。

引き続き、マゼンタ と イエローの設定を行います。

15 ［▽］キーを押して ください。「＞＞マゼンタ  ノ  ホセイ」、「＞＞キイロ ノ  ホセ

イ」が表示されますので、シアン同様、マゼンタ と イエローの数値を、カラー

レジス ト補正チャートから読み取って設定して ください。

＞＞シアン ノ ホセイ

　L=0   H=00   R=0

L

-9
-8
-7
-6
-5
-4
-3
-2
-1
0

+1
+2
+3
+4
+5
+6
+7
+8
+9

＞＞シアン　ノ　ホセイ

 L=-2 H= 00 R= 0

 ヨロシイデスカ？

　L=-2 H= 00 R=-2
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1.13 その他の設定
16 3 色の数値の設定が終了したら、［メニュー］キーを押して ください。メ ッセー

ジディ スプレイは「プリン ト  デキマス」に戻り ます。

以上でカラー印刷位置の補正は終了です。

確認のため、も う一度カラーレジス ト補正チャー ト を印刷してみて く ださい。

もっとも直線に近い部分の数値が０でない場合は、再度手順９からの設定を行っ

て ください。

以上の補正を行っても色ずれが起こる場合は、お買い求めの京セラ ミ タジャパン

株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。
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サービスステータ スページの印刷

サービスステータスページは、通常のステータスページよ り も詳細なプ リ ンタ設定

情報が印刷されます。主にサービス担当者のメ ンテナンス用と して使用しますが、

必要に応じて以下の手順で印刷するこ とができます。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞サービス ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。 

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞ス テ ー タ ス ペー ジ ノ イ ン サ ツ」が表示される まで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。 

7 ［実行］キーを押して ください。「？」が表示されます。

8 も う 1度［実行］キーを押すと、メ ッセージディ スプレイに「データ  シ ョ リ チュ

ウデス」が表示され印刷を開始します。

ソノタ ＞

＞サービス ＞

＞＞ステータスページ ノ

　インサツ

＞＞ステータスページ ノ

　インサツ ？
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カ ラー調整

本プ リ ンタには、プ リ ンタの周囲の温度や湿度、プ リ ンタの経年変化などを補正し

て最適なカラー印刷を行う よ う調整する機能（キャ リブレーシ ョ ン）があ り ます。カ

ラー調整は、プ リ ンタの電源を入れるごとに実行されます。また、ス リープモードか

らの復帰時や印刷中にも自動的に実行されるこ とがあ り ます。手動でカラー調整を

行う場合は、次の手順で行ってください。

1 ［メ ニュー］キーを押して ください。

2 「ソ ノ タ  ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。

3 ［ ］キーを押して ください。

4 「＞サービス ＞」が表示されるまで、［ ］または［ ］キーを押して ください。 

5 ［ ］キーを押して ください。

6 「＞＞ カ ラ ー チ ョ ウ セ イ ノ ジ ッ コ ウ」が表示される まで、［ ］または［ ］

キーを押して ください。

7 ［実行］キーを押すと、「？」が表示されます。

8 ［実行］キーを押して ください。メ ッセージディ スプレイに「シバラ ク  オマチ

クダサイ（カ ラー チ ョ ウセイ  チュウ）」が表示され、カラー調整が実行されま

す。

カ ラー調整はカ ラーモー ドのみに有効です。

ソノタ ＞

＞サービス ＞

＞＞カラー チョウセイ ノ 

　ジッコウ

＞＞カラー チョウセイ ノ 

　ジッコウ？

シバラク オマチクダサイ

(カラー チョウセイ チュウ)
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1.13 その他の設定
9 カラー調整が終了する と、メ ッセージディ スプレイは「プ リ ン ト  デキマス」に
戻り ます。
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第 2 章 用紙について
この章では以下の内容について説明します。

• 用紙の基本仕様

• 適正な用紙の選択

• 用紙の収納

• 特殊な用紙

本プ リ ン タ にイ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ用の用紙を使用し ないで く だ さ い。故障の

原因にな り ます。



2.1 用紙の基本仕様
2.1 用紙の基本仕様

本機は、ページプ リ ンタおよび乾式複写機用のコピー用紙（普通紙）に印刷できるよ

うに設計してあ り ますが、本章の制限の範囲内で様々な用紙に印刷するこ とができ

ます。

プ リ ンタに適さない用紙を使用する と、紙詰ま りになった り紙にシワがよった りす

るので、用紙の選択は慎重に行ってください。

OHPシート、ラベル紙、封筒などの用紙は、多目的ト レイから給紙してフェイスアッ

プ ト レイに排紙して ください。

使用できる用紙

通常のページプ リ ンタまたは乾式複写機用のコピー用紙（普通紙）を使用して くだ

さい。

用紙の品質は、プ リ ンタの印刷品質にも影響を与えます。質の悪い用紙を使う と満

足のできる結果が得られません。

用紙の基本仕様

次の表は、本機で使用できる用紙の基本的な仕様です。詳細は以下のページで説明

します。

• 再生紙は表 2-1 に示し た基本仕様のう ち、保水度やパルプ含有率などの基本

条件が本機に使用するために必要な仕様を満た さ ないものがあ り ます。この

ため、再生紙は少量をご購入になっ てサンプル印刷を行って く だ さい。印刷結

果が良好で、紙粉が極端に多 く ないものを選んでご使用 く ださ い。

• 規格に合わない用紙を使用し て生じ た問題については、当社は責任を負いか

ねます。

項目 仕様

重さ 給紙カセッ ト : 60 ～ 90 g/m²
多目的ト レイ : 60 ～ 200 g/m² 

厚さ 0.086～ 0.110 mm

寸法  表 2-2を参照してください。

寸法誤差 ±0.7 mm 

四隅の角度 90 ±0.2 °

保水度 4 ～ 6 %

繊維の方向 縦目（給紙方向）

パルプ含有率 80 % 以上

表 2-1 
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2.1 用紙の基本仕様
用紙の最大サイズと最小サイズ

用紙の最大サイズと最小サイズは次のとおりです。また、着色紙とプレ印刷紙以外

は多目的ト レイから給紙して ください。

図 2-1 

14.8 cm

21
cm

21.6 cm

35
.6

cm
用紙の
最小サイズ

用紙の
最大サイズ

給紙カセ ッ ト

7 cm

14
.8

cm

21.6 cm
29

.7
cm

用紙の
最小サイズ

用紙の

最大サイズ

多目的 ト レ イ
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2.2 適正な用紙の選択
2.2 適正な用紙の選択

こ こでは、用紙を選ぶ際のガイ ド ラ インについて説明します。 

ガイ ド ラ イ ン

紙の状態

角の折れているもの、全体が丸まっている もの、汚れている もの、破れている もの、

または繊維が毛羽立っていた り、表面が粗かった り、ちぎれやすい用紙は避けて く

ださい。このよ う な用紙を使用する と仕上がりが悪くなるだけでな く、用紙送りが

う ま くいかないために紙詰ま り を起こ し、プ リ ンタの寿命を縮めるこ とにな りかね

ません。用紙表面が滑らかで均一なものを選んでください。ただし、コーティ ング加

工や、その他の表面処理をしてある用紙は、ド ラムや定着ユニッ ト を傷めますので

使用を避けてください。

用紙の成分

アー ト 紙のよ う なコーテ ィ ング加工された用紙や、表面処理された用紙、プラ ス

チッ クやカーボンを含む用紙は使用しないで ください。そのよ う な用紙は、熱によ

り有害なガスを発生するこ とがあ り、またド ラムを傷めます。

普通紙は、少な く と も 80 %以上のパルプを含むものにして ください。コ ッ ト ンやそ

の他の繊維が用紙成分の20 %を超えないものをご使用ください。

用紙サイズ

次の表に記載したサイズの用紙が給紙カセッ ト または多目的ト レイで使用できま

す。詳細については、1-73ページの多目的（MP） ト レ イの用紙サイズ設定を参照して

ください。

寸法誤差の許容範囲は縦横と もに±0.7 mmです。用紙四隅の角度は、90 ° ±0.2 °のも

のを使用して ください。

多目的 ト レ イ サイズ 給紙カセ ッ ト または

多目的 ト レ イ

サイズ

モナーク 3-7/8 × 7-1/2インチ リーガルサイズ 8-1/2 × 14インチ

ビジネス 4-1/8 × 9-1/2インチ レターサイズ 8-1/2 × 11インチ

コマーシャル#9 3-7/8 × 8-7/8インチ エグゼクティブ 7-1/4 × 10-1/2インチ

コマーシャル#6-3/4 3-5/8 × 6-1/2 インチ Folio 21 × 33センチ

ISO DL 11 × 22 センチ ISO C5 16.2 × 22.9センチ

ISO A6 10.5 × 14.8センチ ISO B5 17.6 × 25センチ

JIS B6 12.8 × 18.2センチ ISO A4 21 × 29.7 センチ

Statement 5-1/2 × 8-1/2インチ ISO A5 14.8 × 21センチ

はがき 10 × 14.8センチ JIS B5 18.2 × 25.7センチ

往復はがき 14.8 × 20センチ Oficio Ⅱ 8-1/2 × 13インチ

表 2-2 
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2.2 適正な用紙の選択
用紙の特性

滑らかさ

用紙表面は滑らかで均一であるこ とが重要ですが、コーティ ングされているものは

使用しないで ください。滑らか過ぎる用紙を使う と、同時に複数枚の用紙が送られ

て、紙詰ま りの原因になり ます。

基本重量

基本重量とは、用紙1枚を 1 m²の大きさに換算した時の重量です。重すぎた り軽すぎ

た りする用紙は、用紙送りの失敗や紙詰ま りの原因となるばかりでな く、プ リ ンタ

の消耗の原因にもな り ます。用紙の重さ、つま り紙の厚さが一定していないと、同時

に複数枚の用紙を給紙してしまったり、トナーの定着不良によって印刷がぼやける

などの印刷品質の問題を引き起こすこ とがあ り ます。

用紙の適正な重さは給紙カセッ トで60～90 g/m²、多目的ト レイで60～200 g/m²の範

囲です。105～220 g/m²の用紙を使う と きは、フェイスアップ ト レイに排紙して くだ

さい。

厚さ

ページプ リ ンタで使用する用紙は極端に厚いものや、または薄いものは避けて くだ

さい。同時に複数枚の用紙が給紙された り、紙詰ま りが頻繁に起きた りする場合は

紙が薄すぎる こ とが考えられます。反対に紙が厚すぎる場合も、紙詰ま りが起こ る

こ とがあ り ます。適正な用紙の厚さは0.086～0.110 mmの範囲です。

洋形2号 11.4 × 16.2センチ 16 開 19.7 × 27.3センチ

洋形4号 10.5 × 23.5センチ

Custom 給紙カセッ ト : 14.8 × 21～21.6 × 35.6センチ

多目的ト レイ : 7 × 14.8～21.6 × 29.7センチ

多目的 ト レ イ サイズ 給紙カセ ッ ト または

多目的 ト レ イ

サイズ

表 2-2 （つづき）
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2.2 適正な用紙の選択
保水度

用紙の保水度は、乾燥度に対する湿り気のパーセン ト で表されます。湿り気は紙送

りや静電気の発生状況、トナーの定着性などに影響を与えます。

用紙の保水度は室内の湿度によって変わり ます。室内の湿度が高すぎて紙が湿り気

を帯びる と、紙の端が伸びて波打つこ とがあ り ます。逆に湿度が低すぎて紙に極端

に湿り気がな く なる と、用紙の端が縮んでかさかさにな り、コン ト ラ ス ト の弱い印

刷になり ます。

波打った り乾燥している と、紙送りにずれが起きる こ とがあ り ます。用紙の保水度

は4～6 %の範囲に収まるよ うにして ください。

保水度を正しいレベルで維持するために、次の点に留意してください。

• 風通しのよい低湿の場所に保管してください。

• 未開封のまま水平な状態で保管してください。開封後すぐ使用しない紙は、も う

一度密封して ください。

• 用紙は購入時の箱や梱包紙に封をして保管して ください。箱の下には台などを

置いて、床から離して ください。特に梅雨時の板張りやコンク リート張りの床か

らは十分離してください。

• 長時間放置した用紙は、少なく と も 48 時間は正しいレベルの保水度を満たして

からご使用ください。

• 熱、日光、湿気にさら される場所に紙を放置しないでください。

繊維の方向

用紙が製造される と き、用紙の長さに対して紙の繊維が垂直（縦目）になる よ う に

カッ ト されているものと、用紙の幅に対して繊維が垂直（横目）になるよ うにカッ ト

されている ものがあ り ます。横目の用紙はプリ ンタの給紙時に問題を起こす原因に

な り ますので、用紙は縦目のものをお使いください。
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2.2 適正な用紙の選択
その他の仕様

多孔性

紙の繊維の密度を表します。

硬さ

柔らかすぎる紙は、プ リ ンタ内部で折れ曲がりやすく紙詰ま りの原因になり ます。

カール

ほとんどの用紙は、開封した状態で放置しておく とどちらかの方向へ自然にカール

して丸まる性質を持っています。用紙は定着ユニッ ト を通過する際に、若干上向き

に丸く な り ます。これを利用して、給紙カセッ ト にセッ トする面を考えてカールを

打ち消し合う よ うにする と、仕上がりがよ り平らにな り ます。

静電気

ト ナーを付着させるために、印刷の過程で用紙は静電気を帯びます。この静電気が

すみやかに放電される用紙を選んでください。

用紙の白さ

印刷されたページのコン ト ラス トは使用した用紙の白さによって変わり ます。よ り

白い用紙を使用したほうがシャープで鮮明な印刷がえられます。

品質について

サイズの不揃い、角がきちんと とれていない、粗雑な裁断面、切り そこなってつな

がっている用紙、角や端のつぶれなどが原因でプ リ ンタが正し く機能しないこ とが

あ り ます。特にご自分で裁断された用紙を使用する場合はご注意ください。

梱包について

きちんと梱包され、さ らに箱に詰められている紙をお選びください。梱包紙は内面

が防湿用にコーティングされているものが最良です。

特殊処理

次のよ う な処理をほどこ した用紙については、基本仕様を満たす用紙であっても使

用しないよ うおすすめします。使用される場合は、多くの量を購入される前にサン

プル印刷を行ってください。

• つやのある用紙

• 透かしの入った用紙

• 表面に凹凸のある用紙

• ミ シン目の入った用紙
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2.3 用紙の収納
2.3 用紙の収納

カセッ トや多目的ト レイに用紙を収納する手順について説明します。

給紙カセ ッ ト の用紙の収納

給紙カセッ トに用紙を収納する場合は、次の手順で行ってください。

1 給紙カセッ ト を、図のよ うに引き出して ください。

図 2-3 

給紙カ セ ッ ト や多目的 ト レ イに用紙を セ ッ ト する際は、図のよ う に用紙を さ ば

き、平ら な と こ ろで用紙の端をよ く 揃えて く だ さい。

図 2-2 

給紙カセ ッ ト
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2.3 用紙の収納
2 底板が固定されるまで下に押し下げてください。

図 2-4 

用紙サイズは図のよ うに、給紙カセッ トに刻印されています。

図 2-5 

底板
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2.3 用紙の収納
3 サイズダイヤルを回して、使用する用紙サイズが見えるよ うに合わせて くだ

さい。

図 2-6 

4 左右の用紙ガイ ドの位置を調整します。用紙ガイ ド レバーを引き上げながら

スライ ド させて、使用する用紙サイズに合わせてください。

図 2-7 

定形外の用紙を使用する場合は、サイズダ イヤルを OTHER にセ ッ ト し て く だ さ

い。その際は操作パネルか ら その用紙サイ ズ を設定す る こ と が必要です。1-76
ページのカス タム用紙サイズを参照し て く だ さ い。

サイズダイヤル

用紙ガイ ド レバー

用紙ガイ ド
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2.3 用紙の収納
5 給紙カセッ ト後部のぺーパース ト ッパの位置を調整します。ぺーパース ト ッ

パレバーを引き上げながらスラ イ ド させて、使用する用紙サイズに合わせて

ください。

図 2-8 

6 用紙の端をそろえて、図のよ うに給紙カセッ トに入れて ください。

図 2-9 
��

��

ペーパースト ッパ
レバ－

ペーパースト ッパ
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2.3 用紙の収納
7 図のよ うに、左右のク リ ップの下になるよ うに用紙をセッ ト して ください。

図 2-11 

• 用紙の高さは、用紙上限表示以下になるようにして く ださい。

• 厚さ0.11 mm/枚の用紙で約500枚までです。

図 2-10 

用紙上限表示 用紙上限表示

クリ ップ クリ ップ
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2.3 用紙の収納
8 給紙カセッ ト を奥まで押し込んでください。

図 2-12 

給紙カセッ ト前面の右側に用紙残量表示があ り ます。用紙の残量に合わせて

表示が上下します。

図 2-13 

用紙残量表示
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2.3 用紙の収納
多目的（MP） ト レ イの用紙の収納

多目的ト レイに用紙を収納する場合は、次の手順で行ってください。

1 多目的ト レイを手前に、止まるまで開いてください。

図 2-14 

2 サブ ト レイを引き出して ください。

図 2-15 

3 用紙ガイ ドの位置を調整します。用紙サイズは多目的ト レイに刻印されてい

ますので、用紙ガイ ドをス ラ イ ド させて、使用する用紙サイズに合わせて く

ださい。

図 2-16 

多目的 ト レ イ

サブ ト レ イ

A4
LTR B5 A5

用紙ガイ ド 用紙ガイ ド
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2.3 用紙の収納
4 用紙の先端をそろえて、多目的ト レイに入れてください。

図 2-17 

5 プ リ ンタの操作パネルで、多目的 ト レイの用紙サイズを設定して ください。

詳し くは1-73ページの多目的（MP） ト レイの用紙サイズ設定を参照して くだ

さい。

• 用紙の高さは、用紙上限表示以下になるようにして ください。

• すでに印刷されている用紙の裏面を使用するときなど、用紙がカールしてい
る場合は、まっすぐにのばしてからセッ ト して ください。

○

×

用紙上限表示 用紙上限表示
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2.4 特殊な用紙
2.4 特殊な用紙

こ こでは、普通紙以外の特殊な用紙に印刷する場合について説明します。

本機には、次のよ う な特殊な用紙を使用する こ とができます。以下にしたがって用

紙種類を設定して ください。

以上の用紙を使用する と きはコピー用またはページプ リ ンタ用と して指定されて

いる ものをお使いください。また、着色紙と再生紙以外は多目的ト レイから給紙し

て ください。詳細については、1-79ページの給紙カ セ ッ ト の用紙種類の設定を参照

して ください。

特殊な用紙の選択

特殊用紙は次ページ以降で示す条件を満たすものであれば本機で使用するこ とが

可能ですが、これらの用紙は構造および品質に大きなばらつきがあるために、規定

紙よ り も印刷中に問題が発生する可能性が高くな り ます。特殊用紙はサンプル用紙

をプ リ ンタで印刷してみて、満足のいく仕上がり となるかを確認してからご購入く

ださい。主な特殊紙について、印刷時の注意について次ページよ り説明します。印刷

中に、湿気などが特殊紙に与える影響が原因で、機械または操作員に被害が生じて

も当社は一切の責任を負いかねます。

用紙 用紙種類設定

薄い用紙（60～64 g/m²） ウスガ ミ

厚い用紙（90～200 g/m²） アツガ ミ

OHPシート OHPシー ト

ハガキ ハガキ

封筒 フウ ト ウ

ラベル用紙 ラベル

再生紙 サイセイシ

着色紙 カ ラー

プレ印刷用紙 プレプ リ ン ト

ボンド紙 ボン ド

レターヘッ ド レ ターヘ ッ ド

穴あき用紙 アナアキ ヨ ウシ

表 2-3 
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2.4 特殊な用紙
OHPシー ト

OHPシート は、印刷中の定着熱に耐えるものである必要があ り ます。次の製品をお

勧めします。

3M CG3700 （Letter, A4）

次の表は、本機で使用できるOHPシートの条件です。

ト ラブルを避けるために、OHPシートは多目的ト レイから給紙して ください。その

際、必ず縦に（用紙の長手方向をプ リ ンタに向けて）セッ ト して ください。また、排紙

は、フェイスアップ ト レイにして ください。

図 2-18 

OHPシートが頻繁に紙詰ま り を起こす場合は、排紙される際にOHPシートの先を慎

重に少しだけ手で引いてみてください。

ラベル用紙

ラベル用紙は、必ず多目的ト レイから給紙して ください。

ラベル用紙を選択する際は、糊がプ リ ンタのどこにも触れないこ とや、ラベルが台

紙から容易にはがれないこ となどに注意して ください。ド ラムやローラ類に糊が付

着した り、はがれたラベルがプリ ンタ内に残る と故障の原因になり ます。

項目 仕様

耐熱性 最低190 °Cまでの熱に耐えるこ と。

厚さ 0.100～0.110 mm

材質 ポリエステル

サイズ誤差許容範囲 ±0.7 mm

四隅の角度 90° ±0.2°

表 2-4 

ラベル紙での印刷の場合は、その印刷品質や ト ラ ブル発生の可能性などについて

は、お客様ご自身の責任で行って く ださ い。

多目的 ト レ イ
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2.4 特殊な用紙
ラベル用紙は、図のよ う な3層からなる構造をしています。粘着層はプ リ ンタ内部で

加わる力による影響を受けやすい素材でできています。背面シートはラベルが使用

されるまで表面シート を保持しています。このよ うに構造が複雑なため、ラベル用

紙はト ラブルが発生しがちです。

図 2-19 

ラベル用紙の表面は、表面シー ト で隙間な く完全に覆われていな く てはな り ませ

ん。ラベルの間に隙間のある ものはラベルがはがれやすく、大きな故障の原因とな

り ます。

ラベル用紙には、用紙の端を完全に覆う ため、表面シート に広いマージンを設けて

いる ものがあ り ます。このよ う な用紙をお使いの場合、印刷が終了するまで、この

マージン部分を背面シートからはがさないでください。

図 2-20 

以下の仕様に合ったラベル用紙を選んでください。 

  表面シー ト

  粘着層

  背面シー ト

表面シー ト

使用不可使用可

背面シー ト

項目 仕様

表面シートの重さ 44～74 g/m²
基本重量（用紙全体の重さ） 104～151 g/m²
表面シートの厚さ 0.086 ～0.107 mm

用紙全体の重さ 0.115 ～0.145 mm

保水度 4 ～6 %（混合）

表 2-5 
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2.4 特殊な用紙
ハガキ

ハガキは、さばいて端を揃えてから、多目的ト レイにセッ ト して ください。ハガキに

反りがある場合は、まっすぐに直してからセッ ト して ください。反りがあるまま印

刷を行う と、紙詰ま りの原因になり ます。

往復ハガキに印刷する場合は、折り目のないものを使用して ください。

また、ハガキによっては、裏面にバ リ （紙を裁断した際にできる返し）がある ものが

あ り ます。その場合は、ハガキを平らなと ころに置き、定規のよ うなもので軽く 1～2
回こするよ うにして、バリ を取り除いてください。

図 2-21 

封筒

封筒は必ず多目的ト レイから給紙して ください。

図 2-22 

封筒は構造上、表面全体に均一な印刷ができない場合があ り ます。特に薄手の封筒

の場合は、プ リ ンタを通 リ抜ける間にシワになる こ とがあ り ます。封筒を購入する

前に、その封筒での印刷が満足いく ものであるかをサンプル印刷で確認して くださ

い。

封筒は長時間放置しておく とシワが発生するこ とがあ り ます。使用する直前に開封

してください。

バリ

バリ
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2.4 特殊な用紙
さ らに、以下の点に留意してください。

• 糊が露出している封筒はどのよ う な封筒でも使用できません。たとえ露出して

いな くても、紙をはがすと糊が現れるワンタ ッチ式のタイプもご使用になれま

せん。糊をカバーしている小さな台紙が、プ リ ンタ内部ではがれ落ちる と大きな

故障の原因とな り ます。

• 封筒に特殊加工のある タ イプも使用できません。紐を巻き付ける丸い鳩目の

打ってあるものや、窓の開いているもの、窓部にフ ィルム加工がされているもの

などは使用できません。

• 紙詰ま りが起きる場合は、一度にセッ トする封筒の枚数を少な く してみて くだ

さい。

• 複数の封筒を印刷する際は、紙詰ま り を避けるため排紙ト レイに 10 枚以上残ら

ないよ う ご注意ください。

厚い用紙

厚い用紙はさばいて端を揃えてから、多目的 ト レイにセッ ト して ください。用紙に

よっては、裏面にバ リ （紙を裁断した際にできる返し）がある ものがあ り ます。その

場合は用紙を平らなと ころに置き、2-19ページのハガキと同様に定規のよ う なもの

で軽く 1～2回こするよ うにして、バリ を取り除いて ください。バリのあるまま印刷

を行う と紙詰ま りの原因にな り ます。

図 2-23 

着色紙

着色紙は2-2ページの表 2-1を満たすものでなければな り ません。さ らに、用紙に含

まれている色素は印刷中の熱（最高200 °C）に耐えるものでなければなり ません。

プレ印刷用紙

印刷済み用紙は2-2ページの表 2-1を満たすものでなければな り ません。着色に使わ

れているインクはプ リ ンタでの印刷中の熱に耐えられるもので、シ リ コンオイルの

影響を受けないものである こ とが必要です。カレンダーなどに使われる表面加工を

施してある紙は使用しないでください。

バリ を取り除いても給紙されない場合は、図のよ う に用紙の先端を数 ミ リ上にそ

らせてから多目的 ト レ イにセ ッ ト し て く だ さ い。
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2.4 特殊な用紙
再生紙

再生紙は、用紙の白さ以外の項目が2-2ページの表 2-1を満たすものでなければな り

ません。

再生紙を購入する前に、印刷が満足い く ものであるかをサンプル印刷で確認し て

く だ さい。
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第 3 章 日常のメ ンテナンス
この章では、トナーコンテナの交換と、プ リ ンタ内部の清掃の方法について説明し

ます。

• トナーコンテナの交換

• 廃棄トナーボッ クスの交換

• 清掃



3.1 ト ナーコ ンテナの交換
3.1 ト ナーコ ンテナの交換

ト ナーが残り少な く なる と、メ ッセージディ スプレイに「 ト ナーガ 　 ス ク ナ クナ リ

マシ タ」が表示されます。このメ ッセージの表示後もそのまま印刷を続ける こ とが

可能ですが、一定枚数の印刷を行う と 「 ト ナーヲ 　 コウカ ンシテ クダサイ  C,M,Y,K」

が表示されて、プ リ ンタは停止します。最初のメ ッセージが表示されたら早めに ト

ナーキッ ト を準備して ください。

ト ナーコ ンテナの交換時期

ト ナーコンテナは、各色約8,000 イ メージ†印刷するごとに交換する必要があ り ます

（A4/印刷率約5 %）。

ト ナーキ ッ ト の内容

• トナーコンテナ

• 廃棄トナーボッ クス

• 清掃用布

• グ リ ッ ド ク リーナ

• 廃棄用ポ リ袋 :　 2 枚（古い トナーコンテナおよび廃棄トナーボッ クスを入れて

ください。）

• 使用説明書

† プリ ンタに付属している トナーコンテナでは、上記と同じ条件で約４ ,000イ メージです。

• ト ナーコ ンテナの交換の際には、フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク などを近 く に置かない

で く だ さい。

• ト ナーコ ンテナの交換後は、プ リ ン タ内部の清掃を行って く ださ い。詳し く は

3-10ページの3.3 清掃を参照し て く だ さい。

• プ リ ン タ の ト ラ ブル防止や、末永 く プ リ ン タ を ご使用いただ く ため、純正 ト

ナーキッ ト をご使用 く だ さ い。純正 ト ナーキッ ト 以外を使用し た場合は、プ リ

ン タの品質を損な う などの ト ラ ブルの原因と な り ます。
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3.1 ト ナーコ ンテナの交換
ト ナーコ ンテナの交換方法

トナーコンテナの交換の際は、最初に交換が必要な トナーコンテナの色を確認して

ください。次の例は、ブラ ッ ク（K）の トナーコンテナの交換手順です。

1 プ リ ンタの上カバーを開いてください。

図 3-1

2 ト ナーコンテナのロ ッ クレバー（青色）を（ ）マーク位置まで手前に引いて

ください。

図 3-2 

ト ナーコ ンテナの交換は、プ リ ン タの電源を入れたまま行う こ とが可能です。

上カバーシアン（C）

イ エロー（Y）

ブ ラ ッ ク  （K）

マゼン タ（M）

ロ ッ ク レバー
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3.1 ト ナーコ ンテナの交換
3 図のよ うに古い トナーコンテナをゆっ く り と取り外して ください。

図 3-3 

4 取り出した古い トナーコンテナは、トナーが飛散しないよ うに付属の廃棄用

ポリ袋に密封して処理して ください 。

図 3-4 

5 新しい トナーコンテナを トナーキッ トから取り出して くだい。

6 内部の トナーが均一になるよ うに、注意などの刻印表示面を下側にして図の

よ うに5～6回振って ください。その際、トナーコンテナ中央部を強く押した

り、トナー補給口に手を触れないでください。

図 3-5 

廃棄用ポ リ袋

ト ナー補給口
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3.1 ト ナーコ ンテナの交換
7 新しい ト ナーコンテナの刻印表示面を上側にし、左右の ミ ゾに合わせて、水

平にプリ ンタに装着して ください。

図 3-6 

8 トナーコンテナを押して、カチッ と音がするまで確実に装着してください。

図 3-7 
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3.1 ト ナーコ ンテナの交換
9 トナーコンテナを押さえながら、トナーコンテナのロ ッ クレバー（青色）を奥

側の（ ）マーク位置まで押して ください。

図 3-8 

その他の色の トナーコンテナを交換する場合にも、同じ手順で行って くださ

い。

10 上カバーを閉じて ください。

図 3-9 

次の廃棄トナーボッ クスの交換へ進んでください。

上カバーが閉ま ら ない場合は、ロ ッ ク レバーが正し い位置にあるか（手順

9）も う一度確認し て く だ さい。

京セラ ミ タ では環境問題を考慮し、使用済み ト ナーコ ンテナの無償回収を実施し

てお り ます。詳し く は、ト ナーキ ッ ト に同梱されている「 ト ナーコ ンテナ引き取り

回収依頼書」または京セラ ミ タ株式会社のホームページ

http://www.kyoceramita.co.jp/support/をご覧 く だ さい。

ロ ッ ク レバー
3-6



3.2 廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換
3.2 廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換

廃棄 ト ナーボ ッ クスの交換方法

トナーコンテナを交換する と きは、同時に廃棄トナーボッ クスを トナーキッ トに付

属している新しい廃棄トナーボッ クス と交換して ください。

1 プ リ ンタの左カバーを開いてください。

図 3-10 

2 廃棄トナーボッ クスを押さえながら ロ ッ ク解除レバーを押し、ゆっ く り と廃

棄トナーボッ クスを取り外して ください。

図 3-11 

廃棄 ト ナーボ ッ ク スを取り外すと きは、ト ナーがこぼれないよ う に注意し

て く だ さ い。キャ ッ プが開いている状態で廃棄 ト ナーボ ッ ク スを下に向け

た り し ないで く だ さい。

左カバー 古い廃棄 ト ナーボ ッ クス

ロ ッ ク解除レバー
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3.2 廃棄 ト ナーボ ッ クスの交換
3 取り出した古い廃棄 ト ナーボッ ク スに、図のよ う にキャ ップをして くださ

い。

図 3-12 

4 古い廃棄 ト ナーボッ ク スは、ト ナーが飛散しないよ う、付属の廃棄用ポ リ袋

に密封して処理して ください 。

図 3-13 

5 新しい廃棄トナーボッ クスのキャ ップを開けてください。

図 3-14 

キャ ッ プ

古い廃棄 ト ナーボ ッ クス

廃棄用ポ リ袋

キャ ッ プ

新し い廃棄 ト ナーボ ッ クス
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3.2 廃棄 ト ナーボ ッ ク スの交換
6 図のよ うに新しい廃棄トナーボッ クスの下側を装着部に合わせ、ロ ッ ク され

るまで押し込んで、プ リ ンタに装着して ください。

図 3-15 

7 廃棄トナーボッ クスが正し く装着されている こ とを確認し、左カバーを閉め

てください。

図 3-16 

ト ナーコンテナの交換後は、プ リ ンタ内部の清掃を行って ください。3-10ページの

3.3 清掃を参照して ください。

新し い廃棄
ト ナーボ ッ ク ス
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3.3 清掃
3.3 清掃

ト ナーコンテナや廃棄 ト ナーボッ ク スの交換時は、次の箇所の清掃をして くださ

い。

• チャージャワイヤ

• グ リ ッ ド部

• 搬送ユニッ ト

最良の印刷品質を保つために、トナーコンテナ交換時以外にも月に1回程度はプリ

ンタ内部を清掃するこ とをおすすめします。

また、印刷にスジなどの汚れが出た り、印刷が薄かった りぼやける場合などはレン

ズを清掃して ください。

メ イ ンチャージャの清掃

メ インチャージャは各色ごとに4個あ り ます。交換した トナーコンテナと同じ色の

メ インチャージャを清掃して ください。こ こでは例と してブラ ッ クのメ インチャー

ジャを清掃します。

図 3-17 

メ イ ン チ ャ ー ジ ャ
ユニ ッ ト

M C Y K
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3.3 清掃
1 プ リ ンタの左カバーを開けてください。

図 3-18 

2 チャージャワイヤを清掃します。メ インチャージャユニッ ト にあるワイヤク

リーナを、ゆっ く り と止まるまで引き出し、また戻して ください。この動作を

2、3回繰り返して ください。内部のチャージャワイヤが清掃されます。ワイヤ

ク リーナは、確実に元の位置まで戻して ください。

図 3-19 

ワイヤク リ ーナが確実に元に戻されていない場合、縦線が印刷される場合

があり ます。

左カバー

ワイヤク リーナ
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3.3 清掃
3 次に、グ リ ッ ド部を清掃します。新しい ト ナーキッ ト に付属しているグ リ ッ

ド ク リーナを保護袋から取り出し、キャ ップを取り外して ください。

図 3-20 

4 グ リ ッ ド ク リーナのパッ ド側（スポンジ部分）を上にし、図のよ うにプ リ ンタ

に取り付けてください。

図 3-21 

グ リ ッ ド ク リ ーナのスポンジ部分は水を含んでいます。この部分の乾燥を

避けるため、手早 く 清掃し て く だ さい。

キャ ッ プ

グ リ ッ ド ク リーナ

グ リ ッ ド ク リ ーナ
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3.3 清掃
5 メ インチャージャユニッ ト を軽く持ち上げて引き出し、また戻すとい う動作

を 2、3回繰り返して ください。グ リ ッ ド部が清掃されます。メ インチャージャ

ユニッ トは、確実に元の位置へ戻してください。

図 3-22 

6 グ リ ッ ド ク リーナをプ リ ンタから取り外して ください。グ リ ッ ド ク リーナは

再利用しないでください。

図 3-23 

その他の色のメ インチャージャのグ リ ッ ド部を清掃する場合も、同じ手順で

行ってください。

メ イ ンチャージ ャユニ ッ ト が確実に元に戻されていない場合、用紙全面に

ベタ で印刷される こ とがあり ます。

メ イ ンチャージ ャ
ユニ ッ ト
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3.3 清掃
7 左カバーを閉じて ください。

図 3-24 

搬送ユニ ッ ト の清掃

搬送ユニッ トが汚れる と、印刷した用紙の裏が汚れるなどの問題が起こる場合があ

り ます。搬送ユニッ トは次の手順で清掃してください。

1 搬送ユニッ ト レバーを引いて、搬送ユニッ ト を引き出して ください。

図 3-25 

搬送ユニ ッ ト
レバー

搬送ユニ ッ ト
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3.3 清掃
2 ト ナーキッ トに付属している清掃用布で、金属のローラに付着している紙粉

やペーパーランプ上の汚れを拭き取ってください。

図 3-26 

3 搬送ユニッ ト を元に戻して ください。

図 3-27 

清掃中は転写ローラ（黒色のローラ）に触れないよ う にご注意 く だ さ い。印

刷品質が低下する原因にな り ます。

ペーパーラ ンプ

清掃用布

転写ローラ（黒色）

搬送ユニ ッ ト

ローラ（金属）
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3.3 清掃
レンズの清掃

印刷にスジなどの汚れが出た り、印刷が薄かった りぼやける場合はレンズを清掃し

て ください。

レンズは各色のメ インチャージャに1個ずつあ り ます。こ こでは例と して、ブラ ッ ク

のレンズを清掃します。

1 プリ ンタの左カバーを開けてください。

図 3-28 

2 レンズク リーナ（緑色）を、ゆっ く り と止まるまで引き出し、また戻して くだ

さい。この動作を2回繰り返して ください。内部のレンズが清掃されます。

図 3-29 

左カバー

レンズク リ ーナ
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3.3 清掃
3 レンズク リーナを確実に、元の位置まで戻して ください。

図 3-30 

その他のメ インチャージャのレンズ同じ手順で清掃してください。

4 4個のレンズの清掃が終了したら、左カバーを閉じて ください。

図 3-31 

レンズクリーナが確実に元に戻されていない場合、印刷に縦線が入ること

があります。
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第 4 章 困った と きは
4

この章では、プ リ ンタに問題が発生した際の対処のしかたを説明します。問題が解

決できない場合は、お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、または

弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

• 一般的な問題について

• 印刷品質の問題

• 印刷品質の問題には、印刷のムラから白紙出力までさまざまな症状があ り ます。

こ こではそれぞれの症状に応じた処置の方法を説明します。こ こで説明する処

置を行っても問題が解決されない場合は、お買い求めの京セラ ミ タジャパン株

式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最

終ページをご覧ください。

• 紙詰ま りの処置



4.1 一般的な問題について
4.1 一般的な問題について

問題と見られる症状の中には、お客様ご自身で解決でき る ものが少な く あ り ませ

ん。こ こでは、このよ う な問題に対する処置方法について説明します。プ リ ンタに何

らかの問題が発生した場合は、故障とお考えになる前に以下のチェ ッ クを行ってみ

てください。

さ らに、次の点を確認して ください。

• プ リ ンタの電源を切ってから、電源を入れてください。

• プ リ ンタに接続しているコンピュータを再起動して ください。

• 最新バージ ョ ンのプリ ンタ ド ラ イバを使用して ください。京セラ ミ タ Web サイ

ト、http://www.kyoceramita.co.jp/download/ からダウンロードできます。

以上のチェ ッ クを行ってみても、問題が解決されない場合は、お買い求めの京セラ

ミ タジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。

電話番号は最終ページをご覧ください。

現象 確認事項 処置

印刷品質が悪い。 4-3ページの4.2 印刷品質の問題を参照してください。

用紙が詰まった。 4-13ページの4.4 紙詰ま りの処置を参照して ください。

電源を入れても、

操作パネルに何

も表示されない。

フ ァ ン の回 る 音

もしない。

電源コードがプリ ンタ と コンセン

ト に差し込まれているか、確認し

てください。

電源を一度切ってから、電源コード

を確実に差し込み、も う一度電源を

入れなおして ください。

電源スイ ッチがON
（｜） の位置になって

いるか確認して くだ

さい。

電源スイ ッチをONの位置にして く

ださい。

ス テー タ スペー

ジは正常に印刷

す る が、コ ン

ピ ュ ー タ か ら の

デー タ が正常に

印刷されない。

接続しているケーブルを確認して

ください。

接続しているケーブルを両端と も確

実に接続して く ださい。ケーブルを

別のものと交換してみてください。

イン タフェースの仕様については、

付録 B イ ン タ フ ェースを参照して く

ださい。

プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ルや、アプ リ

ケーシ ョ ンソフ ト を調べてみて く

ださい。

別のファ イルを印刷してみて くださ

い。または、別のアプ リ ケーシ ョ ンで

印刷してみて く ださい。ある一定の

ファ イルやアプ リ ケーシ ョ ンのみに

問題が発生する よ う であれば、その

アプ リ ケーシ ョ ンのプ リ ンタ設定等

を確認して ください。

表 4-1 
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4.2 印刷品質の問題
4.2 印刷品質の問題

印刷品質の問題には、印刷のムラから白紙出力までさまざまな症状があ り ます。こ

こではそれぞれの症状に応じた処置の方法を説明します。こ こで説明する処置を

行っても問題が解決されない場合は、お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正

規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ページを

ご覧ください。

印刷例 処置

何も印刷し ない。 トナーコンテナを確認して ください。

プ リ ンタの上カバーを開き、ト ナーコンテナ

がプ リ ンタに正し く装着されているかを確認

し て く だ さい。詳し く は 3-2 ページの 3.1 ト

ナーコ ンテナの交換を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンソフ トが正し く動いている

かを確認して ください。

全体に一色が印刷される。 チャージャユニッ ト を確認して ください。

プ リ ン タの左カバーを開き、チャージ ャ ユ

ニッ トが正し く装着されているかを確認して

ください。

レンズを確認して ください。

左カバーを開いて、レンズク リーナがしっか

り押し込まれているか確認して ください。詳

し くは3-16ページのレンズの清掃を参照して

ください。

白抜けや黒点や横線が印刷される。 チャージャワイヤを清掃して ください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のワ イヤク

リーナを使用して、チャージャワ イヤを清掃

して ください。詳し くは3-10ページのメ イ ン

チャージ ャの清掃 を参照して ください。

表 4-2 
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4.2 印刷品質の問題
白や黒の縦線が入る。 操作パネルを確認してください。

「 ト ナー ガ ス ク ナ ク ナ リ マシ タ  #######」が

表示されている と きは、表示されてる色の ト

ナーコンテナを交換して ください。詳し くは

3-2ページの3.1 ト ナーコ ンテナの交換を参照

してください

チャージャワイヤを清掃してください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のワ イヤク

リーナを操作して、チャージャワ イヤを清掃

して ください。詳し くは3-10ページの メ イ ン

チャージャの清掃を参照してください。

レンズを清掃してください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のレンズク

リーナを使用して、レンズを清掃して くださ

い。詳し くは3-16ページのレ ンズの清掃を参

照してください。

画像が薄い、またはぼやける。 チャージャワイヤを清掃してください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のワ イヤク

リーナを操作して、チャージャワ イヤを清掃

して ください。詳し くは3-10ページの メ イ ン

チャージャの清掃を参照してください。

レンズを清掃してください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のレンズク

リーナを使用して、レンズを清掃して くださ

い。詳し くは3-16ページのレ ンズの清掃を参

照してください。

用紙種類の設定が正しいか確認して く ださ

い。詳し くは1-79ページの給紙カ セ ッ ト の用

紙種類の設定を参照してください。

プ リ ンタのスイ ッチを一度切ってから入れ直

すか、または、操作パネルからカラーの調整を

実行して ください。詳し くは1-110ページのカ

ラー調整を参照してください。

プ リ ンタ ド ラ イバを使って色の設定を調節し

てください。

操作パネルを確認してください。

「 ト ナー ガ ス ク ナ ク ナ リ マシ タ  #######」が

表示されている と きは、表示されてる色の ト

ナーコンテナを交換して ください。詳し くは

3-3ページの ト ナー コ ン テナの交換方法を参

照してください。

印刷例 処置

表 4-2  （つづき）

給
紙

方
向
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4.2 印刷品質の問題
背景が灰色になる。 チャージャワイヤを清掃して ください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のワ イヤク

リーナを操作して、チャージャワ イヤを清掃

して ください。詳し くは3-10ページのメ イ ン

チャージ ャの清掃を参照して ください。

メ インチャージャユニッ ト の装着を確認して

ください。

プ リ ン タの左カバーを開き、メ イ ンチャー

ジャユニッ ト が正し く装着されているか、メ

インチャージャユニッ トが奥まで確実にセッ

ト されているかを確認して ください。詳し く

は3-10ページのメ イ ンチ ャージ ャの清掃を参

照して ください。

プ リ ンタのスイ ッチを一度切ってから入れ直

すか、または、操作パネルからカラー調整を実

行して く ださい。詳し く は1-110 ページのカ

ラー調整を参照して ください。

用紙の先端や裏側が汚れる。 搬送ユニッ ト内部を確認して ください。

搬送ユニッ ト を引き出し、搬送ユニッ ト内部

が トナーなどで汚れていないか確認して くだ

さい。汚れている場合は、トナーキッ ト に付属

の清掃用布で拭き取って ください。詳し くは

3-14ページの搬送ユニ ッ ト の清掃を参照して

ください。

チャージャワイヤを清掃して ください。

プ リ ンタの左カバーを開き、緑色のワ イヤク

リーナを操作して、チャージャワ イヤを清掃

して ください。詳し くは3-10ページの3.3 清掃

を参照して ください。

印刷位置がずれる。 アプ リ ケーシ ョ ンソフ ト ウェアが正し く動い

ているかを確認して ください。

色ずれが起こ る 操作パネルからカラーの位置補正を実行して

ください。詳し くは1-105ページのカ ラー印刷

位置の補正を参照して ください。

印刷例 処置

表 4-2  （つづき）
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4.3 エラー メ ッ セージ
4.3 エ ラー メ ッ セージ

次の表では、お客様で対処可能なメンテナンス メ ッセージを挙げています。「サービ

ス ヲ  オ ヨ ビ ク ダサイ」または「Call service」が表示された場合はプ リ ンタの電源を

切り、電源コードをコンセン トから抜いてお買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会

社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最終ペー

ジをご覧ください。

メ ッセージと と もにブザーが鳴る場合もあ り ます。ブザーを止めるには、［キャ ンセ

ル］キーを押して ください。 

メ ッ セージ 処置

Call service 　
F###

プ リ ンタコン ト ローラのエラーが発生してプ リ ンタは停

止しました。「###」の表示を メモに控え、その後プ リ ンタ

の電源を切り、電源プラグをコンセン ト から抜いてお買

い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、また

は弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は最

終ページをご覧ください。 

Call service 　
person              F0

プ リ ンタコン ト ローラ と操作パネル間のデータのやり取

りができません。プ リ ンタの電源を切り、電源プラグをコ

ンセン ト から抜いてお買い求めの京セラ ミ タジャパン株

式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡

ください。電話番号は最終ページをご覧ください。 

ID ガチガイマス

プラ イベー ト プ リ ン ト またはジ ョ ブ保留の印刷時に、入

力したアクセスコード とプ リ ンタ ド ラ イバで設定したア

クセス コードが違います。正しいアクセスコード を確認

して ください。プラ イベー ト プ リ ン ト やジ ョ ブ保留につ

いては、1-25ページのプ ラ イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留

モー ド を参照してください。

KPDL エラー      ##
カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

KPDL（PostScript Level 3互換のページ記述言語）のエラー

です。モード選択メニューから「>KPDL エ ラー ノ  イ ンサ

ツ」を選択し、オンにする とエラーレポー ト が出力されま

す。印刷を再開するために［印刷可/解除］キーを押します。

印刷を中止する場合は、［キャ ンセル］ キーを押します。自

動継続がオンのと きは、一定時間が経つと、自動的に印刷

を開始し ます。詳し く は1-100 ページを参照して く ださ

い。

MK ヲ  コウカンシテクダサイ メ ンテナン スキ ッ ト の交換が必要です。メ ンテナンス

キッ トは、約200,000 イ メージの印刷ごとに交換します。お

買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま

たは弊社お客様相談窓口にご連絡ください。電話番号は

最終ページをご覧ください。

MP ト レイ 二 ヨウシヲ  イ レテ
カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

KPDL エ ミ ュ レーシ ョ ン選択時に、多目的 ト レ イが優先

モードの場合は、多目的ト レイからの印刷は1枚ごとにに

このメ ッセージが表示されます（手差しモード）。多目的

ト レ イに用紙が正し く セッ ト されている こ と を確認し

て、［印刷可/解除］ キーを押して ください。多目的ト レイの

優先モードについては、1-72ページの多目的（MP） ト レ イ

モー ドの設定を参照してください。

表 4-3 
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4.3 エラーメ ッセージ
MPト レイカラ  キュウシシマス
（用紙サイズ/用紙種類）  ††

プ リ ンタに印刷データ と一致した給紙カセッ ト （用紙サ

イズ /用紙種類）があ り ません。多目的ト レイに用紙を入れ

て［印刷可/解除］ キーを押すと印刷を再開します。

RAM ディスク  エラー ##
カイジ ョ  ヲ  オシテクダサイ

RAMディ ス クエラーが起こ り ました。「##」にエラーコー

ドが表示されます。RAMディ ス クエラーは4-11ページの

記憶装置の エラーコードを参照して ください。［印刷可/解
除］キーを押すと、印刷可能な状態に戻り ます。

VMB ガ イッパイデス 仮想メールボッ ク スが満杯です。仮想メールボッ ク ス内

のジ ョ ブを出力して ください。仮想メールボッ ク スにつ

いては、1-28ページの仮想メールボッ クス（VMB）機能を

参照して ください。

インタフェースシヨウチュウ

使用中のインタフェースの設定を、操作パネルで変更し

よ う と し ま した。このインタフェースのプ リ ン ト ジ ョ ブ

が完了するまで待ってください。

ウエカバー ヲ
トジテクダサイ

プ リ ンタの上カバーが開いています。上カバーを閉じて

ください。

ウシロカバー ヲ
トジテクダサイ

プ リ ンタの後カバーが開いています。後カバーを閉じて

ください。

オナジ メモリカード  ヲ
サシテクダサイ

誤った メモ リーカード を挿入しています。メモ リーカー

ド を抜いて、正しいメモ リーカード をスロ ッ ト に入れて

ください。プ リ ンタは再びデータの最初から読み取り ま

す。

カセッ ト1 ヲ  イレテクダサイ 給紙カセッ ト が入っていません。表示された番号の給紙カ

セッ ト を正し く 入れてく ださ い。オプシ ョ ンのペーパー

フ ィーダが装着されている場合のみ給紙元の数字が表示

されます。

カセッ ト1 二
ヨウシガアリマセン

給紙元の用紙がな くな り ました。表示された給紙元（給紙

カセ ッ ト 、多目的 ト レ イ またはオプシ ョ ンのペーパー

フィーダ）に、要求された用紙を補給してください。

プ リ ンタの状態を示すメ ッセージ（「プリン ト  デキマス」、

「シバラク  オマチクダサイ」、「データ  シ ョ リチュウデス」、

「ページガ  ノ コ ッ テイマス」、「ジ ド ウ カ イページチュ

ウ」）が交互に表示されます。（コピー枚数を 2枚以上に設

定している場合、「データ  シ ョ リチュウデス」は、交互表示

されません。）

カセッ ト1カラ キュウシシマス
（用紙サイズ/用紙種類）†

印刷データ と一致した給紙カセッ ト内（用紙サイズ、用紙

種類）に用紙があ り ません。操作パネルに表示された給紙

カセッ ト に用紙をセッ トする と、印刷を再開します。オプ

シ ョ ンのペーパーフ ィーダが装着されている場合のみ給

紙元の数字が表示されます。違う給紙元から印刷をした

い場合は、1-79ページの給紙カセッ トの用紙種類の設定を

参照して ください。

カ ミヅマリデス
################

紙詰ま りが起こ り ました。紙詰ま りの場所は、「#...#」に表

示されます。詳し くは4-13ページの4.4 紙詰まりの処置を

参照して ください。

メ ッセージ 処置

表 4-3  （つづき）
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4.3 エラー メ ッ セージ
キュウシケイロ ガ
アイテイマス

ペーパーフ ィーダに給紙カセッ ト が装着されていない

か、正し く装着されていません。給紙カセッ ト を正し く装

着して ください。オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着

し、下段のペーパーフ ィーダを給紙元と して選択してい

る際に、上段のペーパーフ ィーダまたはプ リ ンタの給紙

カセッ ト が正し く装着されていない場合に表示されま

す。

サービスヲ  オ ヨ ビクダサイ
　 　 　 ####:0123456

機械的なエラーが発生してプ リ ンタは停止しました。「#」

に4桁の数字やアルファベッ ト が表示され、プ リ ンタの総

印刷枚数も同時に表示されます。「#」の表示を メ モに控

え、その後プ リ ンタの電源を切り、電源プラグをコンセン

ト から抜いてお買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社

正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡くださ

い。電話番号は最終ページをご覧ください。

ト ナー ガ スクナクナリ マシ タ
C,M,Y,K

ト ナーが少な く な り ま した。表示されている色の新しい

トナーコンテナ（シアン（C）、イエロー（Y）、マゼンタ（M）、

ブラ ッ ク（K））に交換して ください。その後、トナーカウン

タを リセッ ト してください（3-2ページ）。

ト ナーヲ  コウカンシテクダサイ
C,M,Y,K

ト ナーヲ  コウカンシテクダサイ
ソウジ モ シテ クダサイ

2つのメ ッセージが交互に表示されます。表示されたの色

の新しい トナーキッ ト を使用して ト ナーコンテナを交換

して ください。このメ ッセージが表示されている と きは、

プ リ ンタは動作しません。例えば、「 ト ナー ヲ  コ ウカ ン シ

テ ク ダサイ  C,K」が表示された場合は、シアン とブラ ッ ク

の トナーを交換してください。

ハー ド デ ィ スク  エラー  ##
カ イジ ョ  ヲ  オシテ クダサイ

ハー ドデ ィ ス ク エ ラーが起こ り ま し た。「##」にそのエ

ラーコードが表示されます。詳し くは4-11ページの記憶装

置の エ ラ ー コ ー ド を参照して く ださい。［印刷可 / 解除］

キーを押すと、印刷可能な状態に戻り ます。

ハー ド デ ィ スク  ノ
フ ォーマ ッ ト  ヲ  シテクダサイ

プ リ ンタに装着されたハードディ ス クがフォーマッ ト さ

れていません。ハードディ ス クをフォーマッ ト して くだ

さい。詳し くはハードディ ス クの使用説明書を参照して

ください。

ハイキ ト ナーボッ クス ヲ
カ クニンシテクダサイ

廃棄 ト ナーボッ ク スが装着されていないか、または廃棄

ト ナーボッ ク スがほぼ満杯です。廃棄 ト ナーボッ ク スを

装着または交換してください。

ハン ソウユニ ッ ト  ヲ
ト ジテ クダサイ

搬送ユニッ ト が開いています。搬送ユニッ ト を閉めて く

ださい。搬送ユニッ ト については、4-15ページを参照して

ください。

ヒ ダ リ カバー ヲ
ト ジテ クダサイ

プ リ ンタの左カバーが開いています。左カバーを閉じて

ください。

メ ッ セージ 処置

表 4-3  （つづき）
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4.3 エラーメ ッセージ
ファイル ガ アリマセン
カイジ ョ  ヲ  オシテクダサイ

ハードディ スク、RAMディ スク、またはメモ リーカードに

指定したファ イルがあ り ません。または、仮想メールボッ

ク スの ト レ イにデータがないか、指定した ト レ イがあ り

ません。ハードディ ス ク、RAMディ ス ク、メモ リーカード

については、1-61ページを参照して ください。仮想メール

ボッ ク スについては1-28ページを参照して ください。自

動継続がオンのと きは、一定時間が経つと、自動的に印刷

を開始します。1-100ページを参照してください。

フェイスダウン ト レイ ノ
ヨウシヲ ト リ ノゾイテクダサイ

フェ イスダウン ト レ イに用紙がたまっています。フェ イ

スダウン ト レ イにある用紙をすべて取 り除いて く ださ

い。フェ イ スダウン ト レ イには約250枚まで収納でき ま

す。用紙をすべて取り除く と、印刷が再開されます。

プリンタ  ヲ  ソウジシテ
カイジ ョ  ヲ  オシテクダサイ

プリ ンタ内部を清掃してください。詳し くは3-10ページの

3.3 清掃 を参照して ください。

「 ト ナーヲ  コウカンシテクダサイ  ソウジ モ シテクダサ

イ」が表示された後に トナーコンテナを交換した場合、こ

の メ ッセージが表示されます。プ リ ン タ内部を清掃し、

［印刷可/解除］ キーを押すと印刷可能な状態に戻り ます。

メモリ  ガ フソクシテイマス プ リ ンタの内部メモ リーが不足しています。メモ リーを

追加して ください。または、不必要なダウンロードフォン

ト フォン トやマク ロを削除してください。

メモリーオーバーフロー
カイジ ョ  ヲ  オシテクダサイ

プ リ ンタのメモ リーが不足しています。ステータスペー

ジを印刷する と、現在のメモ リー量を確認する こ とがで

きます。

メモ リーを増設して ください。印刷を再開するには［印刷

可/解除］ キーを押します。印刷を中止する場合は、［キャン

セル］キーを押します。自動継続がオンの場合は、一定時

間が経つと自動的に印刷を開始します。1-100ページを参

照して ください。

メモリカード  エラー   ##
カイジ ョ  ヲ  オシテクダサイ

メ モ リ ーカード エラーが起こ り ま した。「##」にエラー

コードが表示されています。詳し くは4-12ページのメモ

リーカードエラー ##を参照してください。［印刷可 /解除］

キーを押すと、印刷可能な状態に戻り ます。。

メモリカード  エラー
　 カード  ガ ヌカレマシタ

読み取り中にメモ リーカードが抜かれました。同じ メモ

リーカード をスロ ッ ト に入れる と、プ リ ンタは再びデー

タの最初から読み取り ます。オナジ メモリカード  ヲ  サシ

テクダサイも参照してください。

メ ッセージ 処置

表 4-3  （つづき）
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4.3 エラー メ ッ セージ
メ モ リ カー ド  ノ  
フ ォーマ ッ ト  ヲ  シテクダサイ

メ モ リーカードがフォーマッ ト されてないため、データ

の読み取り または書き込みができません。メモ リーカー

ドをフォーマッ ト してください。詳し くは1-61ページのメ

モ リーカー ドの操作を参照してください。

リ ョ ウ メ ンインサツ ノ  ウエ
カバー ヲ  ト ジテクダサイ

オプシ ョ ンの両面ユニッ ト の上カバーが開いています。

上カバーを閉めてください。

リ ョ ウ メ ンインサツ ノ  ウシロ
ユニ ッ ト  ヲ  ト ジテ クダサイ

オプシ ョ ンの両面ユニッ ト の後ユニ ッ ト が開いていま

す。後ユニッ ト を閉めてください。

リ ョ ウ メ ンインサツデキマセン
カ イジ ョ ヲ オシテ クダサイ

両面印刷できない用紙サイズまたは用紙種類が選択され

ているため、両面印刷ができません。［印刷可/解除］キーを

押すと片面で印刷を行います。

リ ョ ウ メ ンハンテンユニ ッ ト  ヲ
ソウチャ クシテ クダサイ

両面ユニッ ト の反転ユニッ ト が装着されていません。正

し く装着してください。

† /で区切られたメ ッセージは交互に表示されます。

メ ッ セージ 処置

表 4-3  （つづき）
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4.3 エ ラー メ ッ セージ
記憶装置の エラーコー ド

ハー ド デ ィ スクエラー##
「##」に表示されるエラーコード（数字）を確認して、以下を参照して ください。

コー ド 意味

01 ハードディ スクのフォーマッ ト エラーです。再度プ リ ンタの電源を入れ直してみ

てください。

02 ディ ス クシステムがインス トールされていません。システムおよび機器に必要な

環境を確認して ください。

04 ハードディ スクに必要な容量が不足しています。ハードディ ス ク内のデータを整

理し、領域を拡大してください。

06 ハードディ スクに必要なメモ リーが不足しています。メモ リーの拡張を行って く

ださい。

10 ホス トデータがハードディ ス クにスプールされているので、フォーマッ ト できま

せん。「プ リ ン ト  デキマス」になってからフォーマッ ト してください。

85 VMB: 仮想メールボッ クスの ト レイの名称が不正です。正しい名称を設定してくだ

さい。

97 文書データが制限値に達しており、これ以上保存できません。文書データを整理す

るか、制限値を上げてください。

98 読み取れないページがあ り ます。

99 指定されたIDに対する文書データが存在しません。

表 4-4 
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4.3 エラー メ ッ セージ
メ モ リーカー ド エ ラー##
「##」に表示されるエラーコード（数字）を確認して、以下を参照して ください。

RAM デ ィ スクエ ラー ##
「##」に表示されるエラーコード（数字）を確認して、以下を参照して ください。

コー ド 意味

01 メモ リーカードがこのプリ ンタの仕様に適していません。または壊れています。適

応する メモ リーカードを挿入してください。詳し くはC-7ページのC.3 その他のオ

プシ ョ ンを参照してください。

02 メモ リーカードが装着されていません。メモ リーカードの使用に必要な環境を確

認してください。

04 メモ リーカードの容量が不足しています。不要なファ イルを削除するなどして く

ださい。

06 プ リ ンタのメモ リーが足り ません。プ リ ンタにオプシ ョ ンの拡張メモ リーを増設

してください。

表 4-5 

コー ド 意味

01 フォーマッ トエラーです。再度プリ ンタの電源を入れ直してみてください。

02 RAMディ スクモードがオフになっています。RAMディ スクモードをオンにして く

ださい。

04 RAMディ スクの容量が不足しています。

RAMディ ス ク内のデータを整理してから、再度作業を行って く ださい。または、

RAMディ スクの領域を拡大して ください。

06 ディ スクシステムで使用できる メモ リーが足り ません。 プ リ ンタにオプシ ョ ンの

拡張メモ リーを増設してください。

表 4-6 
4-12



4.4 紙詰まりの処置
4.4 紙詰まりの処置

用紙がプリ ンタ内で詰まったと きや、用紙が給紙カセッ ト よ り給紙されなかったと

きなどにはプ リ ンタは停止し、紙詰ま りのメ ッセージと紙詰ま り発生位置を表示し

ます。詰まった用紙を取り除く と通常の状態に戻り、印刷が再開します。

紙詰ま りのメ ッセージが表示された場合、プ リ ンタはオフラインになり ます。

メ ッセージと紙詰ま り位置の詳細は以下のとおりです。参照ページを参照して、詰

まった用紙を取り除いてください。

図 4-1

フ ェイスアップ ト レイ

PT-300

両面ユニッ ト

DU-300

ペーパー

フ ィーダ（3）
PF-60

多目的ト レイ

給紙カセッ ト

紙詰まり メ ッセージ 内容 参照ページ

カ ミヅマリデス
カセッ ト  1

給紙カセッ ト で紙詰ま り を起こ していま

す。

 

4-14ページ

カ ミヅマリデス
カセッ ト 2(～4)

オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダの給紙カ

セッ トで紙詰ま り を起こしています。

4-14ページ

カ ミヅマリデス
ホンタイ

プ リ ン タ内部で紙詰ま り を起こ していま

す。 
4-15ページ、

4-17ページ

カ ミヅマリデス
MPト レイ

多目的 ト レ イで紙詰ま り を起こ していま

す。

4-18ページ

カ ミヅマリデス
リ ョウメンインサツ ユニッ ト

オプシ ョ ンの両面ユニッ トの後カバー内部

または反転ユニッ ト で紙詰ま り を起こ して

います。

4-18ページ

表 4-7 
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4.4 紙詰ま りの処置
紙詰ま り について

紙詰ま りがしばしば起こる場合は、用紙の仕様が本機に合っていない可能性が考え

られますので、用紙の種類を変えてみて ください。用紙の仕様については第2章 用

紙についてを参照して ください。用紙を変えて試してみても、紙詰ま りがしばしば

起こる場合は、プ リ ンタに何らかの問題がある場合が考えられますので、お買い求

めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口にご連絡

ください。電話番号は最終ページをご覧ください。

紙詰ま り を起こしたページは、紙詰ま りが発生した場所によって再印刷されない場

合があ り ます。

オン ラ イ ンヘルプ メ ッ セージ

本機はオンラ インヘルプメ ッセージ機能によ り、紙詰ま りの処理方法がメ ッセージ

ディ スプレ イに表示されます。紙詰ま り の メ ッセージが表示された場合は、［ ］

キーを押して ください。オンラ インヘルプメ ッセージは［ ］キーで次の手順のメ ッ

セージが表示され、［ ］キーで前の手順に戻り ます。

紙詰ま りの際はオンラインヘルプメ ッセージを利用して、紙詰ま りの処理をするこ

とができます。

給紙カセ ッ ト 内での紙詰ま り

給紙カセッ トで紙詰ま りが起きた場合は、次の手順で詰まった用紙を取り除いて く

ださい。

1 給紙カセッ ト を引き出し、詰まった用紙を取り除いてください。

 

図 4-2 

2 「カセ ッ ト 1」で紙詰まりが起きたときは、搬送ユニットを開閉してください。

紙詰まりのエラーが解除されます。

詰ま っ た用紙を取 り 除 く 際は、プ リ ン タ 内に紙片を残 さ ないよ う ご注意 く だ さ

い。

?
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4.4 紙詰ま りの処置
搬送ユニ ッ ト での紙詰ま り

搬送ユニッ トで紙詰ま りが起きた場合は、次の手順で詰まった用紙を取り除いて く

ださい。

1 搬送ユニッ ト レバーを引きながら搬送ユニッ ト を引き出して ください。

図 4-3 

2 図 A のよ うな紙詰ま りのと きは、用紙の中央から引き出して取り除いてくだ

さい。図Bのよ うな紙詰ま りのと きは、用紙の先端から引き出して取り除いて

ください。

図 4-4 

搬送ユニ ッ ト
レバー

搬送ユニ ッ ト

ローラ （金属） ローラ （金属）

A B
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4.4 紙詰ま りの処置
3 プ リ ンタの後側を確認して ください。図のよ う に、詰まっている用紙が奥に

見えている場合は取り除いてください。

図 4-5 

4 搬送ユニッ ト を元に戻して ください。
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4.4 紙詰まりの処置
後カバー内部での紙詰まり

後カバー内部で紙詰ま りが起きた場合は、次の手順で詰まった用紙を取り除いて く

ださい。

1 搬送ユニッ ト レバーを引きながら搬送ユニッ ト を引き出して ください。

図 4-6 

2 後カバーと定着カバーを開いて、詰まった用紙を取り除いてください。

図 4-7 

3 搬送ユニッ ト を元に戻し、定着カバーと後カバーを閉じて ください。

プリンタ後部にオプシ ョ ンのフ ェイスアップ ト レイを装着しているときは、先に

フェイスアップ ト レイを取り外して く ださい。

定着カバー内部は高温になっています。火傷のおそれがありますので、用

紙を取り除く際はご注意ください。

搬送ユニッ ト
レバー

搬送ユニッ ト

定着
カバー

後カバー
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4.4 紙詰ま りの処置
多目的（MP） ト レ イでの紙詰ま り

多目的ト レイで紙詰ま りが起きた場合は、以下の手順で詰まった用紙を取り除いて

ください。

1 多目的ト レイに詰まった用紙を取り除いてください。

図 4-8 

2 プ リ ンタの搬送ユニッ ト を開閉して ください。紙詰ま りのエラーが解除され

ます。

図 4-9 

両面ユニ ッ ト （オプシ ョ ン）での紙詰ま り

両面ユニッ ト で紙詰ま りが起きた場合は、両面ユニッ ト の使用説明書を参照して、

詰まった用紙を取り除いてください。
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第 5 章 フ ァームウ ェ アパラ メ ータ
5

本プ リ ンタは、印刷設定に関する各種の情報を内部メモ リに記憶しています。これ

らの情報はプリ スク ラ イブFRPO コマンドによって登録・変更でき、電源投入時のプ

リ ンタの初期状態と して設定されます。本章ではFRPO コマンド と、そのパラ メータ

の使用例を説明します。

• ファームウェア設定

• 各インタフェース独立FRPOパラ メータ

• インタフェース共有FRPOパラ メータ

プ リ ス ク ラ イブコマン ドの詳細については、付属のKyocera Mita Document Library
CD-ROMに収録されている、プ リ ス ク ラ イブコマン ド・ リ フ ァ レンスマニュアルを

お読みください。プ リ ス ク ラ イブコマン ドご との書式や機能について、実行例を含

めて説明しています。



5.1 フ ァームウ ェ ア設定
5.1 フ ァームウ ェ ア設定

現在のFRPOパラ メータの設定値は、ステータスページで確認するこ とができます。

FRPOコマンドは以下の書式で実行します。

!R! FRPO パラ メータ, 設定値 ; EXIT;

例－エ ミ ュレーシ ョ ンをPC-PR201/65Aに設定

!R! FRPO P1, 11; EXIT;

FRPOパラ メ ータ を変更する前に、サービスステー タ スページを印刷し てお く こ

と をおすすめし ます。なお、FRPO INIT コ マン ド ですべてのFRPOパラ メ ー タ を、

プ リ ン タの初期状態にも どすこ と もできます。（!R! FRPO INIT; EXIT;）
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5.2 各イ ン タ フ ェース独立FRPOパラ メ ータ
5.2 各イ ン タ フ ェ ース独立FRPOパラ メ ータ

項目 FRPO 設定値 工場設定

上マージン A1

A2

インチ単位の整数部分

1/100インチ単位の小数部分

0

0

左マージン A3

A4

インチ単位の整数部分

1/100インチ単位の小数部分

0

0

ページの長さ A5

A6

インチ単位の整数部分

1/100インチ単位の小数部分

13

61

ページの幅 A7

A8

インチ単位の整数部分

1/100インチ単位の小数部分

13

61

ページ方向 C1 0: 縦置き（ポート レート ）

1: 横置き（ランド スケープ）

0

起動フォン ト † C2

C3

C5

起動フォン ト番号の中2桁

起動フォン ト番号の最後2桁

起動フォン ト番号の最初の2桁

0

0

0

PCLフォン ト選択範囲 C8 0:  全内部フォン ト を選択対象とする

1: ビッ ト マップフォン ト を対象外とする

0

インタフェース・タイムアウ ト J2 5秒単位 6 （30秒）

自動改行モード

（日本語エミ ュレーシ ョ ン時のみ）

J7 0:  自動改行する

1:  自動改行しない

0

横方向オフセッ ト K0 -7～+7 （正数部）、単位はセンチ 0

K1 -99～+99 （小数部）、単位は1/100センチ 0

縦方向オフセッ ト K2 -7～+7 （正数部）、単位はセンチ 0

K3 -99～+99 （小数部）、単位は1/100センチ 0

新旧JISコードの切り換え

（E-22ページ参照）

K6 0: 新JISモード

1: 旧JISモード

0

パラレルインタフェース・モード †† O0 0: 標準モード

1: 高速モード

5: ニブル（高速）モード

70: 自動モード

5

パラレルライン制御†† O2 0: ライン制御オフ

2: PCL互換

0

エミ ュレーシ ョ ンモード P1 6: PCL 6　
9: KPDL　

11: PC-PR201/65A　

12: IBM 5577　
13: VP-1000　

6

表 5-1
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5.2 各イ ン タ フ ェ ース独立FRPOパラ メ ータ
キャ リ ッジ リ ターンの処理† P2 0: 無視

1: CR　

2: CR+LF　

1

改行の処理† P3 0: 無視

1: LF　

2: CR+LF　

1

KPDL自動切替え P4 0: なし

1: 自動切替え

0

KPDL自動切替え先エミ ュレーシ ョ ン P5 P1と同じ（9を除く） 6

AES オプシ ョ ン 1-自動エミ ュレーシ ョ ン

切り換え（AES）が起動するページ排出コ

マンドおよび処理動作

P7 • AES起動後、KPDLまたは自動切替先（代替）エ ミ ュレー
シ ョ ンのどちらにも該当しないデータはKPDLで処理。

0: すべてのページ排出コマンドでAES起動。

1: なし

2: すべてのページ排出コマンドおよびプリ スク ラ イブ

EXITコマンドでAES起動。

3: プリ スク ラ イブEXITコマンドのみでAES起動。

4: ^LコマンドのみでAES起動。

6: プリ スク ラ イブEXITコマンドおよび^ LコマンドでAES
起動。

• AES起動後、KPDLまたは自動切替先（代替）エ ミ ュレー
シ ョ ンのどちらにも該当しないデータは、代替エミ ュ
レーシ ョ ンで処理。

10: すべてのページ排出コマンドおよびプリ スク ラ イブ

EXITコマンドでAES起動。

10

AESオプシ ョ ン 2 - プ リ ス ク ラ イブ !R! コ
マンド受信後のエミ ュレーシ ョ ン

P8 0: 現在のエミ ュレーシ ョ ン

1: 初期設定エミ ュレーシ ョ ン（P1）に変更

2: 代替エミ ュレーシ ョ ン（P5）に変更

2

ANKフォン ト スイ ッチ R9 0: フォン トオ リエンテーシ ョ ン無効

1: フォン トオ リエンテーシ ョ ン有効

0

行間隔† U0 インチあたりの行数/整数部分 6

行間隔† U1 インチあたりの行数/小数部分 0

文字間隔† U2 インチあたりの文字数/整数部分 10

文字間隔† U3 インチあたりの文字数/小数部分 0

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 5-1（つづき）
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5.2 各イ ン タ フ ェース独立FRPOパラ メ ータ
内蔵フォン トの国別コード U6 0: US 
1: フランス

2: ド イツ

3: イギ リ ス

4: デンマーク

5: スウェーデン

6: イタ リ ア

7: スペイン

8: 日本

9: US リーガル

10: IBM PC-850 （マルチ言語）

11: IBM PC-860 （ポルト ガル語）

12: IBM PC-863 （カナダフランス語）

13: IBM PC-865 （ノルウェー語）

14: ノルウェー語

15: デンマーク語2
16: スペイン語2
17: ラテンアメ リ カ

21: US ASCII （U7=50に設定）

77: HP Roman-8 （U7=52に設定）

0

シンボルセッ ト U7 0: エミ ュレーシ ョ ンと同じ

1: IBM
6: IBM PC-8 （US）
50: US ASCII （U6=21に設定）

52: HP Roman-8 （U6=77に設定）

0

初期ANKアウト ラインフォント・サイズ† V0 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト ・サイズの整数

上位2桁/設定有効範囲値：00～09

0

V1 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト ・サイズの整数

下位2桁/設定有効範囲値：00～99

12

V2 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト ・サイズの小数2桁

設定有効値：00, 25, 50, 75

0

初期ANKアウ ト ラ インフォン ト名† V3 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト名 Courier

初期漢字アウト ライン・フォント サイズ† V4 起動時の漢字アウ ト ライン・フォン トサイズの整数上位2桁

設定有効範囲:00～09

0

V5 起動時の漢字アウ ト ライン・フォン トサイズの整数下位2桁

設定有効範囲:00～99

10

V6 起動時の漢字アウ ト ライン・フォン トサイズの小数2桁

設定有効値:00, 25, 50, 75

0

初期漢字アウ ト ライン・フォン ト名† V7 起動時の漢字アウ ト ライン・フォン ト名 DFHSMINCHO-
W3

† エミ ュレーシ ョ ンによっては無視されます。

†† 設定後はプリ ンタの電源を一度切るか、リセッ ト後に有効です。

項目 FRPO 設定値 工場設定

表 5-1（つづき）
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5.3 イ ン タ フ ェース共有FRPOパラ メ ータ
5.3 イ ン タ フ ェ ース共有FRPOパラ メ ータ

項目 FRPO 　 設定値 工場設定

起動時のパターン解像度 B8 0: 300 dpi
1: 600 dpi

0

起動時の排紙ト レイ C7 1: フェイスダウン ト レイ

2: フェイスアップ ト レイ

1

警告ブザー設定 D2 0: オフ

1: オン

0

用紙サイズエラー制御 D3 0: オフ

1: オン

0

受信バッファサイズ

（ハードディ スク /RAMディ スク）

H0 0～99（10MB単位［0～990MB］） 0

バッファフルのしきい値† H6 0～99 受信データバッファサイズのパーセン ト 90

バッファフル解除のしきい値† H7 0～99 受信データバッファサイズのパーセン ト 70

受信データバッファ容量† H8 0～99 FRPO S5の値で積算（0: 5 Kバイ ト ） 12

タイムアウ トの時間 H9 0～99　 5秒単位（0: オフ） 0

メ モ リ ーカー ド の起動パーテ ィ

シ ョ ン登録

I0 15バイ ト以内の"パーティシ ョ ン名"または'パーティシ ョ ン名' －

オプシ ョ ン・ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フェース

ジ ョブ制御††

I7 0: なし

1: ^L（=0CH）を付加

2: ^D（=04H）を付加

3: ^L（=0CH）+^D（=04H）を付加

7: ^D（=04H）+^L（=0CH）を付加

0

インタフェースジ ョブ制御†† I8 0: なし

1: ^L（=0CH）を付加

2: ^D（=04H）を付加

3: ^L（=0CH）+^D（=04H）を付加

7: ^D（=04H）+^L（=0CH）を付加

0

縮小率 J0 0: 100 %
5: 70 %
6: 81 %
7: 86 %
8: 94 %
9: 98 %

0

ステータス送信制御 M1 0: なし

1: ステータスを送信

0

起動時のインタフェース† M2 2: パラレルインタフェース

3: ネッ ト ワーク インタフェース

4: オプシ ョ ンインタフェース

5: USBインタフェース

2

表 5-2 
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5.3 イ ン タ フ ェース共有FRPOパラ メ ータ
バッファサイズオプシ ョ ン† M3 0: 自動

1: バッファサイズを指定（固定）

プ リ ンタの各インタフェースのバッファサイズは、M5から M7
のバッファ比率と して指定します。

1

バッファサイズ比率（2）† M5 第1バッファの比率（パラレルインタフェース） 5

バッファサイズ比率（3）† M6 オプシ ョ ンインタフェースを装着した場合の第2バッファの比

率

5

バッファサイズ比率（4）† M7 オプシ ョ ンインタフェースを装着した場合の第3バッファの比

率

5

両面印刷モードの選択

（両面ユニッ ト ［DU-300］
装着時）

N4 0: オフ

1: ロングエッジモード（長辺綴じ）

2: シ ョートエッジモード（短辺綴じ）

0

ス リープタイマ時間 N5 1～48　 5分単位（5～240分［0: オフ］） 3（15分）

PCL リ ソース保護 N9 0: オフ

1: パーマネン ト リ ソースを保護して環境を リセッ ト

2: パーマネン ト /テンポラ リ ・ リ ソースを保護

1

コマンド認識文字 P9 33～99のASCIIコード 82（R）

自動カセッ ト切替え R1 0: オフ

用紙が無くなった際に、指定カセッ ト間で自動切り替え

1: 給紙カセッ ト 1←→2
2: 給紙カセッ ト 1←→3
3: 給紙カセッ ト 2←→3
4: 給紙カセッ ト 1←→2←→3
5: 給紙カセッ ト 1←→4
6: 給紙カセッ ト 2←→4
7: 給紙カセッ ト 3←→4
8: 給紙カセッ ト 1←→2←→4
9: 給紙カセッ ト 1←→3←→4
10: 給紙カセッ ト 2←→3←→4
11: 給紙カセッ ト 1←→2←→3←→4
99: プリ ンタに装着している全てのペーパーフィーダ間でこの

切り替えを行います（多目的ト レイがカセッ トモード時は

多目的ト レイを含む）。

99

項目 FRPO 　 設定値 工場設定

表 5-2 （つづき）
5-7



5.3 イ ン タ フ ェース共有FRPOパラ メ ータ
用紙サイズ R2 0: 給紙カセッ トのサイズ（R4参照）

1: モナーク

2: ビジネス /コマーシャル#10
3: ISO DL　

4: ISO C5　
5: エグゼクティブ

6: レターサイズ

7: リーガルサイズ

8: ISO A4　
9: JIS B5　
13: ISO A5　
14: ISO A6　
15: JIS B6　
16: コマーシャル#9
17: コマーシャル#6-3/4
18: ISO B5　
19: カスタムサイズ

20: B4→A4縮小

21: A3→A4縮小

22: A4→A4 98%縮小

23: ス ト ッ クフォーム→A4縮小

31: はがき

32: 往復はがき

33: Oficio II　
40:  16開
50:  Statement　
51: Folio　
52: 洋形2号（封筒）

53: 洋形4号（封筒）

0

初期給紙元 R4 0: 多目的ト レイ

1: カセッ ト 1
2: カセッ ト 2
3: カセッ ト 3
4: カセッ ト 4

1

ページ保護モード R5 1: 自動

4: オン

1

多目的ト レイの用紙サイズ R7 0: 最大用紙サイズ

その他のパラ メータはR2と同じ

8 (A4)

A4/レターサイズの共通給紙 S4 0: オフ

1: オン

0

ホス トバッファサイズ積算値†

（H8の値と積算）

S5 0: 10 KB
1: 100 KB
2: 1 MB

1

RAMディ スクサイズ S6 0～1024 MB単位 50

RAMディ スクモード S7 0: オフ

1: オン

0

項目 FRPO 　 設定値 工場設定

表 5-2 （つづき）
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5.3 イ ン タ フ ェース共有FRPOパラ メ ータ
多目的ト レイ給紙モード † T0 0: カセッ トモード

1: 優先モード

0

起動時のステータスページの印刷 U5 0: 印刷しない

1: 印刷する

0

クー リ エおよびレターゴシッ クの

フォン ト タイプ選択 †
V9 0: クーリエ＝ダーク

レターゴシッ ク＝ダーク

1: クーリエ＝レギュラー

レターゴシッ ク＝ダーク

4: クーリエ＝ダーク

レターゴシッ ク＝レギュラー

5: クーリエ＝レギュラー

レターゴシッ ク＝レギュラー

5

カラーモード W1 0: モノ ク ロ

1: カラー

1

光沢モード W6 0: なし

1: 光沢モードオン

0

給紙カセッ ト選択モード（PCL） X9 0: 用紙種類の設定によって給紙カセッ ト を切り替え

1: カセッ トの用紙サイズによって自動的に給紙カセッ ト を

切り替え

0

エラー時の自動継続印刷

（［印刷可 / 解除］キーを押して解除

するエラーのみ）

Y0 0: オフ

1: オン

0

自動継続印刷時のエラー解除時間 Y1 0～99　 5秒単位 6 （30秒）

両面印刷時の用紙エラー検知 Y3 0: 検知しない

1: 検知する

0

† 設定後はプリ ンタの電源を一度切るか、リセッ ト後に有効です。

†† オプシ ョ ン機器装着時に有効です。

項目 FRPO 　 設定値 工場設定

表 5-2 （つづき）
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付録 A フ ォ ン ト
A

本プリ ンタは、和文PCLフォン ト 2書体、欧文PCLフォン ト 80書体、欧文ビッ トマップ

フォン ト 1書体、欧文KPDL（PostScript レベル3互換）フォン ト 136書体を搭載してい

ます。



A.1 内蔵フ ォ ン ト 一覧
A.1 内蔵フ ォ ン ト 一覧

以下は、本プ リ ンタの内蔵フォン トの リ ス トです。このフォン ト リ ス トは、操作パネ

ルから印刷できます。手順については、1-51ページのフ ォ ン ト リ ス ト の印刷を参照

して ください。

フォン トはオプシ ョ ンのメモ リーカードまたはハードディ スクから、プ リ ンタのメ

モ リーにダウンロードするこ と もできます。

PCLフ ォ ン ト リ ス ト の印刷例

図 A-1
A-2



A.1 内蔵フ ォ ン ト 一覧
PCLフ ォ ン ト リ ス ト の印刷例

図 A-2
A-3



A.1 内蔵フ ォ ン ト 一覧
KPDLフ ォ ン ト リ ス ト の印刷例

図 A-3
A-4



A.1 内蔵フ ォ ン ト 一覧
KPDLフ ォ ン ト リ ス ト の印刷例

図 A-4
A-5



付録 B イ ン タ フ ェース
こ こでは、プ リ ンタのパラレルインタフェース と USB インタフェースについてピン

の割当て、信号、タ イ ミ ング、コネク タ仕様などを説明します。ネッ ト ワーク インタ

フェースについては、付属のCD-ROMに収録されている IB-21E/IB-22の使用説明書

をお読みください。

• パラレルインタフェース

• USBインタフェース



B.1 パラ レルイ ン タ フ ェース
B.1 パラ レルイ ン タ フ ェ ース

パラ レルイ ン タ フ ェースのコ ミ ュニケーシ ョ ンモー ド

本機のパラレルインタフェースは高速データ転送に対応しています。パラレルイン

タフェースモードは、操作パネルから切り換える こ とができます。詳し くは、1-34
ページのパラ レルイ ン タ フ ェースモー ドの設定を参照して ください。

パラレルインタフェースのコ ミ ュニケーシ ョ ンモードは次の4種類から選択できま

す。

IEEE1284規格に準拠し たパラ レルプ リ ン タ ケーブルをお使い く だ さい。

モー ド 受信 送信

ニブル（高速）モード

［初期設定］

高速 ニブル

自動モード 高速またはECP ニブルまたはECP

高速モード 高速 －

ノーマルモード † ノーマル －

表 B-1

† プリ ンタをワークステーシ ョ ンに接続したと きに正し く印刷できない

場合は、ノーマルモードを選択して ください。
B-2



B.1 パラ レルイ ン タ フ ェース
イ ン タ フ ェース信号

パラレルインタフェースコネク タの各ピンの信号は、以下の表のとおりです。アス

タ リ ス ク（*）が付いた信号は、負論理の信号です。表にはそれぞれの信号がプ リ ンタ

側から見て入力か出力かを示しています。

［　］内は自動モード とニブル（高速）モード（IEEE1284）による信号です。自動モード

とニブル（高速）モードでは、これらの信号が双方向で通信されます。

ピン 入/
出力

コ ンピ ュータの信号 説明

1 入 Strobe*［nStrobe］ この信号がLからHに変わったと きに、プ リ ンタが

Data0［1］からData7［8］の信号線をラ ッチ。

2 入 Data 0［Data 1］ コンピュータからプ リ ンタへ送られるデータの1
バイ ト を形成する 8本の信号線。Data7［8］が最高位

ビッ ト 。
3 入 Data 1［Data 2］

4 入 Data 2［Data 3］

5 入 Data 3［Data 4］

6 入 Data 4［Data 5］

7 入 Data 5［Data 6］

8 入 Data 6［Data 7］

9 入 Data 7［Data 8］

10 出 Acknowledge*［nAck］ データ受信の終了をLパルスで表示。

11 出 Busy［Busy］ データ受信のできない状態をH、受信可能をLで表

示。

12 出 Paper Empty
［PError］

紙無し状態および印刷データあ りの状態をHで表

示。FRPO O2=2のと きは、紙無し状態を示す。

13 出 Online （Select）
［Select］

プ リ ンタのオンラ イン状態をH、オフラ イン状態

をLで表示。FRPO O2=2のと きは、オフライン状態

を示す。

14 入 ［nAutoFd］ Ignored

15 — Not used

16 — 0 V DC

17 — Chassis Ground

18 — +5 V DC プ リ ンタの+5 V DC ラ インに接続。（+5 ±0.5 V、最

大400 mA、ヒ ューズ付き）

19 — Ground

20 — Ground

21 — Ground

22 — Ground

23 — Ground

24 — Ground

25 — Ground

26 — Ground

27 — Ground

28 — Ground

表 B-2
B-3



B.1 パラ レルイ ン タ フ ェース
29 — Ground

30 — Ground

31 入 — ［nInit］ Ignored

32 出 Error* ［nFault］ プ リ ンタにエラーが発生した状態をL、エラー無

しをHで表示。FRPO O2=2のと きは、エラー状況を

送信。

33 — — Not used

34 — — Not used

35 出 Power Ready プリ ンタの電源が投入されている間H状態。

36 入 Select In ［nSelect In］ H ラインに接続時はネゴシエーシ ョ ンを、L ライン

接続時はターミネーシ ョ ンを要求。

ピン 入/
出力

コ ンピ ュータの信号 説明

表 B-2（つづき）

Paper Empty、OnlineおよびError信号の制御は、FRPO O2パラ メ ータ で設定し ま

す。
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B.2 USBイ ン タ フ ェース
B.2 USBイ ン タ フ ェ ース

本機のUSB（ユニバーサルシ リ アルバス）インタフェースは、Full-Seed USB 2.0に準

拠しています。USBインタフェースの仕様と信号は次のとおりです。

仕様

基本仕様

Full-Seed USB 2.0に準拠しています。

コネク タ

プ リ ンタ：Bレセプタクル（メ ス）アップス ト リームポート

ケーブル：Bプラグ（オス）

ケーブル

5 m以下のUSB 2.0適合ケーブル。シールド されているケーブル線を使用して くださ

い。

転送モー ド

フルスピード（最大12 Mbps）

電源コ ン ト ロール

自己電源デバイス

イ ン タ フ ェース信号

USB 接続ピン割り当て

ピン 信号 説明

1 Vbus 電源（+5 V）

2 D- データ転送用

3 D+  データ転送用

4 GND 信号グラウンド

シェル シールド

表 B-3
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付録 C オプシ ョ ンについて
C

こ こでは、プ リ ンタに装着できるさまざまなオプシ ョ ンについて説明します。

お客様の印刷上の要件やニーズに適したオプシ ョ ンをお選びください。

オプシ ョ ンの入手方法などについては、京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店ま

たは弊社お客様相談窓口にお問い合わせください。電話番号は最終ページをご覧く

ださい。

プ リ ン タ の本体内に装着するハー ド デ ィ ス ク、拡張 メ モ リ ーなどは、外部に装着

するオプシ ョ ン機器よ り も先に装着し て く だ さい。



C.1 オプシ ョ ン
C.1 オプシ ョ ン

LS-C5016Nは、以下のオプシ ョ ンが取り付け可能です。

オプシ ョ ンの取り付け手順については、各オプシ ョ ン付属の説明書をご覧くださ

い。（一部はこ こでも説明しています。）

図 C-1

フ ェ イスア ッ プ ト レ イ

PT-300

両面ユニ ッ ト  DU-300

メ モ リーカー ド

ペーパーフ ィ ーダ 
PF-60

拡張メ モ リー

（DIMM 32/64/128/256MB）

ネ ッ ト ワーク イ ン タ

フ ェースカー ド
IB-20/21E/22

ハー ド デ ィ ス ク
C-2



C.2 拡張メ モ リ ー
C.2 拡張メ モ リ ー

メモ リーを増設する と よ り複雑なデータの印刷が可能にな り、印刷の速度も速くな

り ます。

LS-C5016Nにはメモ リー増設のために空きスロ ッ トが用意されています。メ イン基

板にあるスロ ッ ト にオプシ ョ ンの拡張メモ リーを装着する こ とで、最大608 MB ま

でプリ ンタのメモ リーを拡張できます。

対応拡張メ モ リ ー

拡張メモ リーには、32 MB、64 MB、128 MB、256 MBがあ り ます。詳し くは京セラ ミ

タジャパン株式会社正規特約店、または弊社お客様相談窓口へお問い合わせくださ

い。電話番号は最終ページをご覧ください。

メ イン基板および メ モ リー取り扱い上の注意

衣類やカーペッ ト などを通して人体に蓄積される静電気は、半導体チップを数多く

搭載した メモ リーには大敵です。静電気によ る破壊から メモ リーを保護するため

に、装着前に次の事柄にご注意ください。

• メモ リーは、プ リ ンタに装着する直前まで静電気防止袋よ り取り出さないでく

ださい。

• メモ リーに触れる前に、水道の蛇口や金属製のものに触って人体の静電気を除

去して ください。できれば、静帯対策用の リ ス ト ・バン ド を手首にお付け くださ

い。

• メモ リーを取り扱う際は、図のよ うにプ リ ン ト配線部分には触れずに必ず基板

の端を持って ください。メ イン基板も電子部品を傷めないよ うに端を持って く

ださい。

図 C-2

拡張メ モ リ ーの増設は京セ ラ ミ タ ジ ャパン株式会社正規特約店、または弊社お客

様相談窓口へお申し 付け く だ さ い。電話番号は最終ページ をご覧 く だ さ い。お客

様自身が装着を行っ て起きた破損、障害につき ま し ては、弊社は一切の責任を負

いかねますのでご了承 く だ さい。

良い

悪い
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C.2 拡張メ モ リー
メ モ リーの取り付け

1 プ リ ンタの電源を切り、電源コード とプ リ ンタに接続しているケーブルをす

べて取り外して ください。

2 プリ ンタ背面にある メ イン基板の取り付けネジ2本を外して ください。

図 C-3

3 メ イン基板をプリ ンタからゆっ く り と引き出して ください。

図 C-4

• メ イ ン基板をプ リ ン タ よ り引き出す際には、プ リ ン タ後面に十分なスペース
を確保し てから行って く ださ い。万一異物がメ イ ン基板に接触し た場合には、
プ リ ン タが破損する恐れがあ り ます。

• プ リ ン タのカー ド スロ ッ ト に、メ モ リ ーカー ド を装着し ている場合には取り
外し て く だ さい。

メ イ ン基板
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C.2 拡張メ モ リ ー
4 メモ リーソケッ トの両端にあるス ト ッパを外側に開いてください。

図 C-5

5 オプシ ョ ンの拡張メモ リーをパッケージから取り出して ください。メモ リー

の端子部を下側にし、切り欠き部分と ソケッ ト の突起部分を合わせてまっす

ぐに差し込んでください。

図 C-6

ス ト ッパ

ス ト ッパ

切り欠き
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C.2 拡張メ モ リー
6 ス ト ッパを閉じて装着した拡張メモ リーを固定して ください。

図 C-7

7 拡張メモ リーの装着後、メ イン基板を取り外したと き と逆の手順でプ リ ンタ

に装着し、ネジで固定して ください。

メ モ リ ーの取り外し

取り付けた メモ リーを取り外す場合は、メ イン基板を取り外し、ソケッ ト両端にあ

るス ト ッパを外側に開いてください。拡張メモ リーはソケッ トから外れます。

拡張メ モ リ ーの確認

拡張メモ リーを装着してから、正し く装着されたかど う か、次の方法で確認して く

ださい。

1 プ リ ンタの電源スイ ッチがオフになっている こ と を確認してから電源コー

ドをプ リ ンタにつなぎ、プ リ ンタの電源を入れてください。 

2 「プ リ ン ト デキマス」が画面に表示されたら、操作パネルの［メ ニュー］キーを

押して ください。

3 ［▽］キーを「ステータ スページ ノ  イ ンサツ」が表示されるまで押して くださ

い。

4 ［実行］キーを2回押してください。

印刷されたステータスページで、メモ リーの量を確認して ください。メモ リーの増

設が正し く行われていれば、トータルメモ リーの数値が増加しています。（工場出荷

時のLS-C5016Nのメモ リーサイズは96 MBです。）

ス ト ッパ

ス ト ッパ
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C.3 その他のオプシ ョ ン
C.3 その他のオプシ ョ ン

メ モ リーカー ド

メモ リーカード（最大256 MB）は、プ リ ンタの右側にある メモ リーカード スロ ッ ト

に差し込みます。メモ リーカードはオプシ ョ ンフォン ト、マク ロ、フォームなどを書

き込めるマイ ク ロチップカードです。フォン ト を メモ リーカードにダウンロードす

る場合は、IC Link（プ リ ンタ付属のCD-ROMに収録のユーテ ィ リ テ ィ）を使用しま

す。

メ モ リ ーカー ドからのフ ォ ン ト の読み込み

プ リ ンタに装着した メモ リーカードのデータは、操作パネルから読み込みます。ま

た、プ リ ンタの電源を入れる と メモ リーカードの内容が、プ リ ンタに読み込まれま

す。操作手順については、1-61ページのメ モ リーカー ドの操作を参照して ください。

プ リ ンタの電源を切ってから電源コードを抜き、メモ リーカードを メモ リーカード

スロ ッ トに差し込みます。

図 C-8

プ リ ン タの電源を入れたまま メ モ リ ーカー ド を差し込んだ り、抜いた り し ないで

く だ さい。

メ モ リーカー ド スロ ッ ト
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C.3 その他のオプシ ョ ン
ペーパーフ ィ ーダ（PF-60）

オプシ ョ ンのPF-60ペーパーフ ィーダには約500枚の用紙を収納するこ とができま

す。プ リ ンタの下に3台まで重ねて装着するこ とができますので、プ リ ンタの給紙カ

セッ ト と合わせる と最大2000枚を連続給紙するこ とができます。ペーパーフ ィーダ

付属の給紙カセッ ト で使用できる用紙は、ISO A4、ISO A5、JIS B5、レター、リーガル

です。

ペーパーフ ィーダの取り付け手順については、ペーパーフ ィーダ付属の使用説明書

をご覧ください。

図 C-9
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C.3 その他のオプシ ョ ン
両面ユニ ッ ト （DU-300）

DU-300両面ユニッ トは、プ リ ンタの下に装着します。用紙の両面印刷が可能にな り

ます。両面ユニッ トの取り付け手順や、使用できる用紙のサイズについては、両面ユ

ニッ ト付属の使用説明書をお読みください。

図 C-10
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C.3 その他のオプシ ョ ン
フ ェ イスア ッ プ ト レ イ（PT-300）

用紙を印刷面が上（逆順）になるよ うに重ねたい場合、または封筒、はがき、OHP フ ィ

ルム、厚紙に印刷したい場合に、フェイスアップ ト レイを使用します。

1 ペーパース ト ッパを使用する用紙サイズに合わせて取り付けてください。

図 C-11

2 フェイスアップ ト レイをプ リ ンタの後側に取り付けてください。

図 C-12

リ ーガルサイズ

A4サイズ

レ ターサイズ

ペーパース ト ッパ

フ ェ イ ス ア ッ プ ト レ イ
（PT-300）

プ リ ン タ に直接装着する場合

両面ユニ ッ ト （オプシ ョ ン） に
装着する場合

フ ェ イ ス ア ッ プ ト レ イ
（PT-300）
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C.3 その他のオプシ ョ ン
ハー ド デ ィ スク

ハードディ ス クは印刷データの保存に使います。複数部数印刷時には、電子ソー ト

機能で高速な印刷が可能になるなどのメ リ ッ ト があ り ます。また、e-MPS機能を使

用する場合は、ハードディ スクが必要です。保存データの管理には、プ リ ンタ付属の

CD-ROMに収録されている KM-NET Printer Disk Managerユーテ ィ リ テ ィが使用で

きます。

使用できるハードディ スクについては京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま

たは弊社お客様相談窓口へお問い合わせください。電話番号は最終ページをご覧く

ださい。

ハードディ ス クはプ リ ンタの後側にあるオプシ ョ ンインタフェーススロ ッ ト に装

着し ます。装着後は、プ リ ン タの操作パネルやKM-NET Printer Disk Manager で
フォーマッ ト を行って ください。 

ハードディ ス クをプ リ ンタに装着する際は、プ リ ンタの電源を切り、電源コードを

抜いて行ってください。

図 C-13

オプシ ョ ン イ ン タ フ ェ ース
スロ ッ ト
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C.3 その他のオプシ ョ ン
ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド （IB-20/IB-21E/IB-22）

ネッ ト ワーク インタフェースカードは、本体標準のネッ ト ワーク インタフェース同

様、TCP/IP、IPX/SPX、NetBEUI、EtherTalk プロ ト コルをサポー ト し ていますので、

Windows、Macintosh、UNIX、NetWareなどのさまざまな環境下で、ネッ ト ワーク印刷

が可能になり ます。

ネッ ト ワーク インタフェースカードは、プ リ ンタの後側にあるオプシ ョ ンインタ

フェーススロ ッ トに装着します。

図 C-14

ネッ ト ワーク インタフェースカードの取り付け／操作手順については、ネッ ト ワー

ク インタフェースカードに付属の説明書をご覧ください。

オプシ ョ ン イ ン タ フ ェ ース
スロ ッ ト

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド ネ ッ ト ワーク接続

IB-20 10Base-T/100Base-TX/10Base-2

IB-21E 10Base-T/100Base-TX

IB-22 IEEE802.11b（無線）

表 C-1
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付録 D プ リ ン タの仕様



D.1 プ リ ン タの仕様
D.1 プ リ ン タの仕様

項目 仕様

印刷方法 電子写真方式（Advanced Beam Array）、タンデム中間転

写ベルト方式

印刷速度 D-4ページのD.2 印刷速度を参照して ください。

解像度 600 dpi（水平および垂直）

ファース トプ リ ン ト

（A4、23 °C）
約16秒以下

（ス リープモード時：約96秒以下）

ウォームアップ時間

（23 °C）
80秒以下

CPU PowerPC 750CXe （400 MHz）

メ イン メモ リー 標準96 MB（最大608 MBまで増設可能）

拡張メモ リーモジュール 32 MB、64 MB、128 MB、256 MB（2スロ ッ ト ）

OS Windows 95/98/Me, Windows NT/2000/XP

インタフェース パラレル IEEE1284準拠

USB Full-Speed USB 2.0

ネッ ト ワーク プロ ト コルサポート ：TCP/IP, IPX/SPX, NetBEUI, 
EtherTalk

オプシ ョ ン ネッ ト ワークインタフェースカード  
ハードディ スク（KUIO-LV）

メモ リーカードスロ ッ ト 1（コンパク ト フラ ッシュ、256 MB以下）

セルフテス ト 起動時に実行

最大印刷許容ページ枚数

（標準A4普通紙） 
85,000枚/月

ド ラム OPC

現像方式 タッチダウン現像

主帯電方式 スコロ ト ロン帯電（+）

転写方式 一次 ド ラム転写

二次 ローラ転写

分離方式 小径曲率分離

ド ラムク リーニング方式 ブレード ク リーニング

一次転写ベルト ク リーニング方式 ブラシク リーニング

ド ラム除電方式 LEDによる光除電

定着方式 ヒート ローラ

使用用紙 第2章 用紙についての2-2ページの用紙の基本仕様を

参照してください。

給紙ト レイ

および容量

給紙カセッ ト  A4、B5、A5、リーガル、レター

（148 × 210 mm ～ 216 × 356 mm）

500枚収納

多目的ト レイ 70×148 mm ～ 216× 297 mm 
100枚収納

印刷不能領域  上下左右マージン4 mm

表 D-1
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D.1 プ リ ン タの仕様
排紙ト レイ容量 フェ ィ スダウン

ト レイ

250枚収納（厚さ0.11 mm）

フェイスアップ

ト レイ

250枚収納（厚さ0.11 mm）

［両面ユニッ ト装着時：100枚収納（厚さ0.11 mm）］

設置環境 温度 10～32.5 °C

湿度 15～80 %RH

奨励環境 23 °C、60 %RH

海抜 2,000 m以下

照度 1,500 lux以下 

電源 AC100 V、50/60 Hz、10.2 A
電圧変動範囲: ±10 %以下

周波数変動範囲: ±2 %以下

消費電力 最大消費電力 949 W

通常使用時 476 W

待機時 188 W

ス リープモード時 21 W

稼動音† プリ ン ト時 53 dB（A）

待機時 36 dB（A）

ス リープ 測定限界以下

外形寸法 本体 幅345×高さ385×奥行き470 mm

質量 本体 24 kg

† ISO7779に準拠 （バイスタンド位置、正面音圧レベル）

項目 仕様

表 D-1（つづき）
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D.2 印刷速度
D.2 印刷速度

モー ド 用紙サイズ 印刷速度

片面印刷 A4  16ページ/分

レター、B5、A5  17ページ/分

厚紙（A4）、OHP（A4）†

† 多目的ト レイよ り給紙して ください。

 7ページ/分

両面印刷††

†† DU-300両面ユニッ トが必要です。

A4、レター 、B5、A5  16ページ/分

リーガル  14ページ/分

表 D-2
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付録 E 文字コー ド表
• JIS漢字コード表

• IBM（シフ ト JIS）漢字コード表

• OCRキャラ ク タコード表

• 新/旧JISコード対応表

• PCL-Jコード表

E



E.1 JIS漢字コー ド表
E.1 JIS漢字コー ド表
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E.1 JIS漢字コー ド 表
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E.1 JIS漢字コー ド表
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E.1 JIS漢字コー ド 表
E-5



E.1 JIS漢字コー ド表
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E.1 JIS漢字コー ド 表
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E.1 JIS漢字コー ド表
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E.1 JIS漢字コー ド 表
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E.1 JIS漢字コー ド表
付表：非漢字部分縦書き用
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E.1 JIS漢字コー ド 表
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E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド表

• この表では非漢字部分は横書き文字を示しています。縦書き文字についてはE-18ページの付表をご参照くださ

い。

• 以下のコードには文字が定義されていないため、本表では省略しています。これらのコードを指定した場合は

空白が出力されます。

8040～80FF、8540～85FF、EB40～F9FF、FD40～FFFF
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E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
E-13



E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
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E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
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E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
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E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
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E.2 IBM（シ フ ト JIS）漢字コー ド 表
付表：非漢字部分縦書き用
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E.3 OCRキャ ラ ク タ コー ド 表
E.3 OCRキャ ラ ク タ コー ド表

OCR-AK
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E.3 OCRキャ ラ ク タ コー ド 表
OCR-BK
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E.3 OCRキャ ラ ク タ コー ド 表
OCR-K
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E.4 新/旧JISコー ド 対応表
E.4 新/旧JISコー ド 対応表

漢字コードには旧JIS と新JISがあ り、本プ リ ンタの工場出荷時は新 JIS コード（1990
年版）に対応する設定になっています。なお、プ リ スク ラ イブFRPO K6 コマンドのパ

ラ メータを変更（FRPO K6, 0;→FRPO K6, 1;）する こ とによって、旧JIS コード

（1978年版）にも対応するこ とができます。詳し くは第5章 フ ァームウ ェ アパラ メ ー

タを参照して ください。

次の表は、旧JISコード と新JISコードで異なる字形について示しています。78の列が

旧JISコードの字形、その右側の90の列が新JISコードの字形です。

新JISコー ド（1990年版）は、1983年版のJISコー ド を含みます。1983年版と1990年

版との主な違いは、「凛」と「熙」の2文字が追加され、一部文字（145文字）の字形が

若干変更されています。
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E.4 新/旧JISコー ド 対応表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
E.5 PCL-Jコー ド表

この表では非漢字部分は横書き文字を示しています。縦書き文字についてはE-38
ページの付表：非漢字部分縦書き用をご参照ください。

f000～ f7ffには文字が定義されていないため、本書では省略しています。これらの

コードを指定した場合は空白が出力されます。
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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E.5 PCL-Jコー ド 表
付表：非漢字部分縦書き用
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E.5 PCL-Jコー ド 表
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用語集
bpp （bits per pixel）
画像の色深度を表す単位です。1ピクセル当た りのビッ

ト数を表します。4 bppの場合は16階調になり ます。

dpi （dots per inch）

解像度を表す単位です。1 イ ンチ（25.4 mm）当た り の

ド ッ ト数を表します。

IEEE1284
プ リ ンタ と コンピュータを接続する国際標準規格で

す。この規格は IEEE （Institute of Electrical and Electronic
Engineers）で、1994年に制定されました。

KM-NET VIEWER
ネッ ト ワーク上のプ リ ンタの状態をモニタするネッ ト

ワークマネージ メ ン ト ツールです。付属のCD-ROM に
収録されています。

MB （mega bytes）

データの量を表す単位です。

1 MBは1,024 kB （=1,048,576  bytes） に相当します。

RAMデ ィ スク

プ リ ンタのメモ リーの一部を利用した仮想ディ スク装

置で、プ リ ンタの総メモ リーの中から、任意のメモ リー

サイズをRAMディ ス ク と して設定するこ とによって、

電子ソー ト （印刷時間の短縮）などの機能が使えるよ う

にな り ます。

アウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト

アウ ト ラ イ ンフォン ト ではフォン ト の輪郭を数式に

よって記録しており、この数式の値を変更する こ とで

文字の拡大、縮小などを行います。フォン トの輪郭が数

式で記録されているため、拡大しても輪郭のなめらか

な美しい印刷が行えます。フォン トサイズは0.25ポイン

ト単位で最大999.75ポイン ト まで設定するこ とができ

ます。

エ ミ ュ レーシ ョ ン

他のプリ ンタのページ言語を解釈し、実行する機能です。

本プリ ンタ はPCL 6、KPDL、ラ イ ンプリ ンタ、PC-PR201/
65A、IBM5577、EPSON VP-1000のエミ ュレーショ ンを備

えています。

オフ ラ イ ン

受信したデータを処理しますが、印刷しない状態です。

印刷するにはオンラインに切り替えてください。

オン ラ イ ン

受信したデータを印刷できる状態です。

拡張メ モ リ ー

プ リ ンタのメモ リー容量を増やすための増設用のメモ

リー（オプシ ョ ン）です。本プ リ ンタは2つの拡張スロ ッ

ト を装備し てお り、32 MB、64 MB、128 MB、256 MB の

DIMMで増設できます。本プリ ンタで使用できるDIMM
については京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、

または弊社お客様相談窓口にお問い合わせください。

電話番号は最終ページをご覧ください。
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用語集
カセ ッ ト モー ド

多目的 ト レ イの動作モードの一つです。このモード

は、給紙カセッ ト と同じよ うに用紙のひとつを連続し

て給紙するこ とができます（約100枚）。

ステータ スページ

搭載メモ リー、総印刷枚数、給紙元の設定など、プ リ ン

タに関する様々な情報を確認する こ とができるペー

ジです。

ス リープモー ド

省電力モードで、プ リ ンタ本体の操作やデータの送受

信が一定の時間行われないと起動されます。ス リープ

モード時は電力の消費は最小に抑えられます。ス リー

プモードへの移行時間は初期設定で15分に設定され

ていますが、操作パネルから設定を変更するこ とがで

きます。

操作パネル

プ リ ンタ上部にあ り ます。操作パネルには3つのイン

ジケータ と 8つのキーがあ り ます。メ ッセージディ ス

プレイはプ リ ンタの状態を表示します。また、キーを

押すこ とによって、プ リ ンタのオンラ イン とオフライ

ンを切り替えた り、印刷をキャンセルした りする こ と

ができます。

多目的（MP） ト レ イ

プ リ ン タの給紙 ト レ イです。封筒、ハガキ、OHP シー

ト、ラベル用紙などを印刷する と きは、給紙カセッ ト

ではなく多目的ト レイから給紙して ください。

パラ レルイ ン タ フ ェース

パラレルインタフェースを使用した場合、プ リ ンタ と

コンピュータ間のデータ転送は8 ビ ッ ト で行われま

す。本プ リ ンタは、IEEE1284準拠の双方向通信に対応

しています。

プ リ スク ラ イブ（PRESCRIBE）コ マン ド

京セラ ミ タプ リ ンタに搭載されている独自のプ リ ン

タ制御言語で、プ リ ンタに必要な様々な設定を行う こ

とができます。また、ニーモニッ クで記述されたわか

りやすいコマンドであるため、プログラ ミ ングを容易

にします。

プ リ ン タ ド ラ イバ

アプ リ ケーシ ョ ンで作成したデータを印刷するため

に使用する ソフ ト ウ ェアです。プ リ ンタ ド ラ イバは、

プ リ ンタに付属のCD-ROMに収録されています。プ リ

ンタに接続したコンピュータにインス トールして く

ださい。

優先モー ド

多目的ト レイの動作モードの一つです。このモードで

は、多目的 ト レ イに用紙をセッ ト している場合には、

他の給紙元を選択していても多目的 ト レイから優先

して給紙します。初期設定ではカセッ ト モードに設定

されていますが、操作パネルから優先モードに切り替

えるこ とができます。

ラス タ ラ イズ

文字や画像の印刷データを、プ リ ンタで印刷するため

にビッ トマップデータ と して表現するこ とです。
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